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取扱説明書 



Multi-Function Station ( CD - ROM ) のインス! — ル中は、接続の指示びあるまで本機を US 己ケーブルで 
コンピューターに接続しないでください。 


添付の「取扱説明書（重要項目編)」には、本機を安全にお使いいただくためのを意事項などを記載していまず。 

FOR ENGLISH USERS : 

You can select English for the display and report of the base unit (feature #110, page 104). 

-本機は発信ちま号表示に対応していまず。ご利用にあたっては、サービスプ□バイダー/電話会社から提 
供されているサービスへのお申し込みび必要でず。 





このたびは、パナソニック製品をお買い上げいた 
ださまして、誠にありびとうございます。 


親機では、操作に使用する言語を日本語と英語か 
5選択でさます。 

ディスプレイおよびレポートには、選択した言語び使 
用されます。初期値は日本語でず。設定の変更方法に 
ついては、] 04ページの機能#]10を参照してくだ 
さい。 

お知らせ 

• 用紙の印刷面を消しゴムなどでこず5ないでく 
ださい。印刷びにじむおそれびありまず。 

個人情報について 

本機には、次のよラな個人情報び SS 録されまず。これ 
らの記録された情報の流出による不測の損害などを回 
避ずるために、お客様の責任において管理してくださ 
い。 

• 親機の内蔵メモ U — 

-お客様自身で登録した電話番号や氏名などの 
データ 

—ファクスや電話によって記録された履歴などの 
データ（送受信履歴、メモ U - 受信されたファ 
クスデータ、発着信履歴、録音された用件など） 

-モ機（付属品/別売品）の内蔵メモ U — 

-お客様自身で登録した電話番号や氏名などの 
データ 

巧責事項 

-記録された情報は、誤操作、静電気の影響、事故、 
故障、修理、その他の取0扱いによって変化、消 
失することびありまず。記録された情報の変化、 
消失び生じてを、それらに起因ずる直接または間 
接の損害については、当社はその責任を負えない 
場合をございまずので、あらかじめご了をください。 

<本機の修理を依頼ずるとき> 

• 本機に登録した電話帳などのデータは、修理依頼 
の前に、必要に応じてメモやプ U ントしてください。 
-データの保管後、内蔵メモ U — （ SS 憶情報や設定 
内容）を消去してください。 

-初期化していなくてち、修理の際、内蔵メモ 
U —び消去され、お買い上げの状態に戻る場合 
びありまず。 


-故障の状態により、本機の操作び困難な場合は、 
お買い上げの販売店までごホ目談<ださい。 

<本機を廃棄-譲渡-返却ずるとき> 

-内蔵メモリー （ SS 憶情報や設定内容）を消去して 
<ださい。 

環境への取り組み 

• パナソニックは、よ0多<の製品の再利用や、無 
駄をな < したお包の実践といつた省エネ J レギーデ 
ヴインの商品開発を通して、製品ライフサイクル 
のあらゆる側面において環境への配慮を戦略的に 
取0入れていまず。 

商標 

• Microsoft 、 Windows、Windows Vista 、 
Internet Explorer 、 及び PowerPoint は、米国 
Microsoft Corporation の米国、日本及びその他 
の国における登録商標または商標でず。 

• Pentium は、アメ U 力合衆国およびその他の国に 
おける Intel Corporation の商標でず。 

• スク U — ンシヨットは 、 Microsoft Corporation 
からの許巧を受けて使用されていまず。 

• Adobe 及び Adobe Reader は 、 Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社）の米国及び 
その他の国における登録商標または商標でず。 

• Av 白 「 yl ま 、 Avery Dennison Corporation©sii 
商標でず。 

• XEROX は、米国及びその他の国における Xerox 
Corporation の登録商標でず。 

• 本書に記載されているその他のずべての商標は、 
各所有ちに帰属しまず。 
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重要情報 


重要情報 

本来の性能を発揮させるた 
めに 

トナーカートリッジとドラムカートリッジ 

• トナーカート1」ッジまたはドラムカート1」ッジを 
交換ずる場合、ドラムにほこり、水、または液体 
などを接触させないで<ださい。印刷品質に悪影 
響を及ぼずおそれびあ0まず。 

• 本機を正し<お使いいただ<ために、パナソニッ 
ク製のトナーカート U ッジとドラムカート U ッジ 
のご使用をお勧めしまず。パナソニック製];!外の 
トナーカート U ッジまたはドラムカート1」ッジの 
使巧に起因して次のよラな問題び生じた場合、弊 
社では責任を負いかねまず。 

-本機の損傷 
—印刷品質低下 
-動作不良 

トナー カー トリッジ 

-トナーカート U ッジを保護袋から出した状態で長 
時間放置しないで< ださい。印刷品質に影響びあ 
りまず。 

ドラムカートリッジ 

• ドラムカート1」ッジの設置を始める前に、 

]已ページの説明をよくお読みください。説明を 
読み終えた後、ドラムカート U ッジ保護袋を開封 
してください。ドラムカートリッジには、感光性 
のドラムび含まれていまず。光に当てると、ドラ 
ムを損傷するおそれびありまず。一旦、保護袋を 
開封したら、次の点にを意して<ださい。 

- ドラムカート U ッジを光に已分じ(上当てないで 
<ださい。 

-ドラムカート U ッジの黒褐色のドラム表面に触 
れた0、傷つけた0しないで< ださい。 

-ドラムカート U ッジをほこりやミちれの近く、ま 
たは湿度の高い場所に置かないでください。 

- ドラムカート1」ッジを直射日光に当てないでく 
ださい。 

• 印刷直後に電源スイッチをオフにしないでくださ 
し、ドラムカート U ツジの寿命び短<な0まず。 
印刷後は電源をオンにしたままで30分!;!上放置し 
て < ださい。 


設置場所 

• 不具合を避けるため、テレビやスピーカーなど強 
い磁気を発生させる機器の近くに本機を置かない 
で < ださい。 

静電気 

• 本機内部のインターフェースコネクターまたはそ 
の他の電気部品の静電気による損傷を防止ずるた 
め、電気部品に触れる前には、必ずアースに接続 
されている金属面に触れてください。 

使用環境 

• 堂光なやモーターなど電気的ノイズを発生させる 
装置に近づけないでください。 

• ほこりの多い場所、高温の場所、および振動ずる 
場所には置かないでください。 

• 直射日光に当てないで<ださい。 

• 本機の上に重い物を載せないで<ださい。長期間 
使用しない場合、電源コンセントから本機の電源 
プラグを抜いて < ださい。 

. ヒ ー ターや台所用レンジなど熱源機器には近づけ 
ないでください。湿気の多い地下室への設置を避 
けて < ださい。 

-親機のち側、左側、および後面から 10 cm 政内に 
は物を置かないで < ださい。 

• 親機のス□ットまたは開口部をふさびないでくだ 
さい。定期的に通風孔を点検し、掃除機でほこり 
を取0除いてください（①)。 



曰常のお手入れ 

• 本機の表面をやわらかい巧で拭いてください。ベ 
ンジン、シンナー、または研磨剤は使巧しないで 
<ださい。 
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重要情報 


子機の通信 

• 親機および互換性のあるその他のノ（ナソニック機 
器は、電波を使巧して機器間の通信を行いまず。 
最大限の受信領域とノイズフ1」一の通信を実現ず 
るために、親機を LU 下の場所に設置してください。 

-親機とモ機の間に障害物びなく、室内環境の中 
むに位置ずる、使い勝手びよく、高さのある場 
所 

-テレビ、ラジオ、パソコン、無線装置またはそ 
の他の電話機などの電モ機器から離れた場所 
-携帯電話基地局の外部アンテナなどの無線周波 
数送信機と向さび異なる場所（出窓または窓の 
近くに親機を置かないでください。） 

-受信領域および音質は、本機の設置環境の条件に 
よって異なりまず。 

-親機の受信状態び良くない場合は、親機を受信状 
態の良い別の場所に移動させて<ださい。 

-次の場所で本機を使用ずる場合、最大通話距離び 
短くなる可能性びありまず：ル高い山、トンネル、 
地下など障害物の近<、または鉄栅のよラな金属 
製物質の近<。 

-電化製品の近くで本機を使用ずる場合、障害を引 
さ起こず可能性びありまず。電化製品には近づけ 
ないでください。 


法律で禁じ5れていること 

次のよラなコピーは法律により罰せられまずので十分 

ごを意ください。 

• 法律でコピーを禁止されているをの 

1. 国内外で流通ずる紙階、貨階、政府発行の有価 
証券、国債証券、地方債証券 

2 . 未使用の郵便切手、郵便事業株式会社製の郵便 
はびさ 

3. 政府発行の印紙、酒税法や物品管理法で規定さ 
れている証紙類 

• ミ主意を要ずるをの 

1 . 株券、手形、ル切手など民間発行の有価証券、 
定期券、回数券などは、事業会社び業務上必要 
最低部数をコピーずる];!外は政府指導によって 
ミ主意び呼びかけられていまず。 

2 . 政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発 
行の免許証、許可書、身分証明書や通行券、食 
券などの切符類のコピーを避けて<ださい。 


著作権の対象となっている書籍、絵画、版画、地 
図、図面、写真などの著作物は個人的または家庭 
内その他、これに準ずる限られた範囲内で使用ず 
るためにコピーずるじ(外は禁じられていまず。 
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1概要および設置 . 

1.1 アクセヴ u—. 

1 • 1 • 1 ]、」'插□口/ 流付 □□. 

1.1.2 消耗品/オプシヨン品情報 . 

1.2 操作部を確認する . 

1.2.1 親機のボタン説明 . 

1 .2.2 テ機のボタン説明 . 

1.2.3 テ機のディスプレイ説明 . 

1 .2.4 外観 . 

1.3 設置 . 

1.3.1 トナーカート U ッジとドラムカート U ッジ . 

1.3.2 排紙トレイ . 

1 .3.3 用紙 . 

1.4 電話 . 

1 .4.1 八ンドセットユニット . 

1 .4.2 電池パックの取0付け/交換 . 

2準備 . 

2.1 接続とセットアップ . 

2.1.1 接続 . 

2.1.2 電池充電 . 

2.1.3 親機の電源をオンにする . 

2.1.4 ダイヤル切替 . 

2.1.5 操作モードを選択する（スキャン/コピー/ファクス) 

2.2 原稿の要件 . 

2.2.1 原稿をセットする . 

2.3 音量 . 

2.3.1 音量を調整する . 

2.4 最初 0) 機能設定 . 

2.4.1 曰付と時刻 . 

2.4.2 名前登録 . 

2.4.3 ファクス番号登録 . 

2.4.4 LAN にアクセスでさるよラに設定する . 

2.4.5 Multi-Function Station をインストールする . 

2.4.6 Multi-Function Station を起動する . 

2.5 早見表 . 

2.5.1 環境に合わせて製品を使ラ . 

3プリンター . 

3.1 プ U ンター . 


99900023 


3 己已 89223 
11111222 


5 己已 6 7 8 8 
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5.1 北一 . 58 

5.1.1 コピーを作成する . 已8 

5.1.2 その他のコピー機能 . 60 

6 ® 話 . 66 

巨.1 電話の発信と受信 . 巨巨 

6.1.1 電話をかける . 66 

6.1.2 電話を受ける . 67 

6.1.3 あんしん応答 . 67 

6.1.4 通話拒否（テ機のみ） . 68 

6.1.5 通話音質を変える（テ機のみ） . 68 

6.2 自動ダイヤル . 69 

6.2.1 親機：ワンタッチダイヤル機能と電話帳 . 69 

6.2.2 テ機：ワンタッチダイヤル機能と電話帳 . 70 

7発信者番号表示 . 73 

7.1 発信ち番号表示ヴービス . 73 

7.1.1 発信を番号表示サービス . 73 

7.1.2 発信ち情報を使用して表おおよびかけ直しを行ラ . 74 

7.1.3 発信ち情報を消去する . 74 

7.1.4 発信ち情報を登録する . 74 

8ファクス . 76 

8.1 ファクス送信 . 76 

8.1.1 ファクスを手動で送信する . 76 

8.1.2 ワンタッチダイヤル機能と電話帳を使用してファクスを送信する . 78 

8.1.3 同幸良送信 . 79 

8.1.4 コンピューターファイルをファクスメッセージとしてコンピューターから送信ずる..81 

8.2 ファクス受信 . 82 

8.2.1 用途を選択する . 82 

8.2.2 ファクスを自動で受信する：自動応答オン . 84 

8.2.3 ファクスを手動で受信する：自動応答オフ . 8已 

8.2.4 迷惑ファクス防止（迷惑発信ちからのファクス受信を防止する） . 87 

8.2.5 コンピューターでファクスを受信する . 88 

8.2.6 Web 見てから印刷 （LAN 接続のみ） . 89 
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3.1.] Windows アプ U ケーシヨンから印刷する . 

3.1.2 Easy Print Utility . 

4 スキャナー . 

4.1 スキャナー . 

4.1.1 親機か b スキャンずる（プッシュスキャン） ........ 

4.1.2 コンピューターからスキャンする（プルスキャン) 


7 9 1116 吕 
4 4 55 ' 5- 5- 5 
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8.3 インターネットファクス （LAN 接続のみ） . 90 

8.3.1 インターネットファクスを送信ずる . 90 

8.3.2 インターネットファクスで同報送信する . 91 

8.3.3 インターネットファクスを受信ずる . 93 

9留守番電話 . 94 

9.1 録音 . 94 

9.1.1 自作応答メッセージを録音ずる . 94 

9.1.2 他の人または自分に音声メッセージを残す（伝言録音） . 94 

9. 1 .3 通話録こ日をろる . 94 

9.2 M く . 95 

9.2.1 音声メッセージを聞 < . 9已 

9.3 音声の転送 . 96 

9.3.1 特定の音声メッセージを E メールアドレスへ転送する（ボイス toE メールアドレス ） (LAN 

接続のみ） . 96 

9.3.2 特定の音声メッセージをコンピューターへ転送する（ボイス toPC ) . 97 

9.4 U モート操作 . 98 

9.4.1 ずべての着信音声メッセージをコンピューターで自動受信ずる . 98 

9.4.2 Web ブラウヴーを使用して音声メッセージを聞く （ Web 音声管理） （ LAN 接続の 

み） . 99 

9.4.3 外出先から操作する . 99 

9.4.4 テ機で留守番電話を使用する . 101 

10プ□グラム設定 . 103 

10.1機能設定 . 103 

10.1.1 親機の機能設定 . 103 

10.1.1.1 基本機能 . 104 

10.1.1.2 ファクス機能 . 110 

10.1.1.3 留守番電話機能 . 119 

10.1.1.4 コピー機能 . 120 

10.1.1.5 コンピューターからの印刷機能 . 121 

10.1.1.6 スキャン機能 . 122 

10.1.1.7 LAN 機能 . 124 

10.1.1.8 ネットワーク機能 （ LAN 接続のみ） . 126 

10.1.2 テ機の機能設定 . 131 

10.1.2.1 テ機の機能 . 131 

11マルチユニット操作 . 134 

1 1.1 増設ユニット . 134 

11.1.1 増設ユニットを操作する . 134 

1 1.1.2 テ機を親機に登録する . 134 

1 1.2 その他の機能 . 13已 

1 1.2.1 内線通話 . ]3已 
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11 .2.2 通話を転送する/3ち通話にする . 136 

1 1.2.3 電話帳項目を〕ピーする . 136 

12お役立ち情報 . 138 

12.1 文字入力 . 138 

12.1.1 親機 . 138 

12.1.2 テ機 . 139 

12.2 親機を使用した E メールアドレスの管理 . 140 

12.2.1 E メールアドレスの登録 . 140 

1 2.2.2 登録された項目の編集 . 140 

12.2.3 登録された項目の消去 . 140 

12.3 受信したファクス文書/音声メッセージを E メールアドレスへ自動転送する . 141 

12.4 親機の状態 . 141 

12.4.1 U モートコント□ールの使用 . 141 

1 2.4.2 デノくイスモニターの使用 . 142 

12.4.3 Web ブラウヴーの使用 （ LAN 接続のみ） . 142 

12.5 操作を中止ずる . 143 

13ヘルプ . 144 

13.1 レポートとディスプレイ . 144 

1 3.1.1 レポートメッセージ . 144 

1 3.1.2 ディスプレイメッセージ . 147 

13.2 トラブル時の処置 . 1已2 

13.2.1 正しく機能しないとさ . ]已2 

14紙詰まり . 166 

14.1 詰ま0 . 166 

1 4. 1 . 1 用紙詰まり . 166 

14.1.2 原稿詰まり（自動原稿送り装置） . 172 

1日清掃 . 173 

1已 .1 清掃 . 173 

] 已.1 . 1 白ガイド/白板とガラスを清掃する . 173 

] 已.1 .2 原稿搬送□ーラーを清掃する . 176 

16一般情報 . 177 

16.1 印刷レポート . 177 

16.1.1 参考 U ストおよびレポート（親機のみ） . 177 

16.2 仕様 . 177 

16.2.1 仕様 . 177 

16.3 著作権 . 181 

1 6.3.1 著作権及びライセンスに関する情報 . 181 

索引 . 187 
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1 概要および設置 


1.1 アクセサリー 

1.1.1 付属品/添付品 


①トナーカートリッジ 
(スターター）’1 



⑦操作早見表 


③ドラムカートリッジ 



④取扱説明書（重要項 
目編） 



⑥排紙トレイ 


⑩八ンドセット 



⑩ハンドセツトクレー 
ドル 



® モ機用電池パック 


® ハンドセツトコード 



@コードレスモ機 



® モ機用充電台 
( PNLC 1026) 



’1 ISO / IEC 1日7已2で規定されたページを約已00ページ 
印刷します。 

で品番は予告なく変更されることびあります。 

お知らせ 

-購入時の段ボール箱と®包材は、本機の輸送お 
よび運搬に備えて保をしておいてください。 

-本機を箱から取り出した後は、捆包材や電源プ 
ラグキヤツプを適切に取0扱って < ださい。 




⑥電源コード ⑩電話機コード 
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1 概要および 設置 


1.1.2 消耗品/オプション品情報 

■ 消耗品 

本機を正しくお使いいただくために、弊社ではパナソ 
ニック製のトナーカート U ッジとドラムカート U ッジ 
のご使用を推奨しまず。 

- トナーカートリッジ 

• 品 ま： KX - FAT 411 N 

• ISO / IEC 1日7已2で規定されたページを約 
2,000ページ印刷しまず。 

- ドラムカートリッジ 

• 品番： KX - FAD 412 N 
-子機用電池パック 

• 品番： KX - FAN 已已 

ニッケル水素電池 、 DC 2.4 V 、6已〇 mAh 

■ オプション品 

-増設子機 

• 品番： KX - FKD 401 / KX-FKD 已02 
-中継アンテナ 

• 品ま： KX - FKD 1 

お知らせ 

• ISO/IEC ] 日7已2の規定は下記の通りでず。 

-環境： 23 ± 2で/已〇 ±10 〇/〇 RH け目 

対湿度） 

-プ U ントモード：連続印刷 


1.2 操作部を確認する 


1.2.1 親機のボタン説明 



〇ワンタッチ キー 

• ワンタッチダイヤル機能を使用しまず（69、 
78ページ)。 

© 岡報通信】 

-複数の送信先にファクス文書を送信しまず 
(79、日]ページ)。 

包【スキャン】 

• スキャンモードに切り替わりまずに8、 

已1ページ)。 

〇【コピーサイズ】 

• コピーサイズを選択しまず（已8ページ)。 

にメール】 

• インターネットファクスの送受信を行いまず 
(90 ページ)。 

0 【再生】 

• 音声メッセージを再生しまず （9 已ページ)。 

【ボイス to PC 】 

• 音声メッセージを E メールアドレス（日6ぺ一 
ジ)、またはコンピューターに転送しまず 
(97 ページ)。 

包【濃嵐 

-コピーをずる場合の読取濃度を選択しまず 
(58 ぺージ)。 

-ファクスを送信ずる場合の読取濃度を選択しま 
す （77 ページ)。 

〇恼質】 

-コピーをずる場合の読取画質を選択しまず 
(58 ぺージ)。 
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1 概要および設置 


-ファクスを送信ずる場合の読取画質を選択しま 
す （7 日ぺージ)。 

© 【ズーム】 

• コピーをずる場合に、原稿のあ大または縮ルを 
します （60 ぺージ)。 

• 文字入力のとさにスペースを挿入しまず 
(138 ページ)。 

【メモリー送信】 

• 原稿のスキヤンデータをメモ U - に保をし、送 
信しまず （78 ページ)。 

0【レイァゥト】 

• 各種ページレイアウトを使用し、コピーをしま 
す （6] ぺージ)。 

【着信メモリー】 

-発信ち番号表示機能を使用して発信ちの番号を 
表おしまず （73 ページ)。 

⑩【消去】 

-登録した電話帳項目を消去しまず （70 ペー 
ジ)。 

-発信ち番号を消去しまず （74 ページ)。 

• 迷惑ファクス防止 U ストの項目を消去しまず 
(88 ぺージ)。 

• 音声メッセージを消去しまず（94、 

96ページ)。 

の臨音】 

-自作応答メッセージ、電話の会話または伝言 
メッセージを録音しまず （94 ページ)。 

の【ストッス 

• 操作または機能設定を中止しまず。 

-文字/数字を消去しまず。 

⑩幅守】 

• 自動応答設定をオン/オフにしまず旧4、 

8已ページ)。 

の【シフト】 

• ワンタッチダイヤル機能のワンタッチ4〜6を 
選択しまず（69、78ページ)。 

巧【保副 

• 通話中の外線電話を保留します。 

【内綱 

• 内線通話をします （13 已ページ)。 


啦【ファクス】 

• ファクスモードに切り替わりまず（28、 

76ページ)。 

のにピー】 

• コピーモードに切り替わりまず（28、 

已8ページ)。 

⑩ 【再ダイヤル】 

• 最後にダイヤルした番号に再ダイヤルしまず。 
ファクスを送信したとさに、ホ目手先び話し中の 
場合、2回政上再ダイヤルしまず。 

【ポーズ】 

• ダイヤル中にポーズを挿入しまず。 

巧）【キャッチ】 

• キャッチホン （73 ページ）または転送など 
構内交換機の特別電話サービスを利用しまず。 

【あんしん応答】 

-着信中に巧して、巧手に名前を尋ねることびで 
きまず （67 ページ)。 

⑩【モニター】 

• ダイヤルを開始します。 

受話中に 【モニター】 を巧ずと、巧手側の音声 
び聞こえまず。こちらの音声は巧手に聞こえま 
せん。 

@【機制 

-機能設定を開始または終了しまず。 

© ナビゲーターキー 

-目的の設定を選択します。 

• 音量を調節しまず （3] ページ)。 

• 保をされている項目を検索します （78 ペー 
ジ)。 

【電話帳】 

• 電話帳を開きまず（70、80ページ)。 

【句 

• ソートコピーしまず。 

® 【セット】 

-機能設定中の設定を保をしまず。 

© 【 I ン】 

• ご利用の回線びダイヤル回線の場合、ダイヤル 
時にダイヤ j レ回線からプッシュ回線に一時的に 
切り替えまず。 
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1 概要および設置 


© 【スタート】 

. 原稿をコピーしまず（已8ぺージ)。 

• 原稿をスキヤンしまず（プッシュスキヤン) 
(51 ぺージ)。 

. ファクスを送信しまず （7 日、日〇ぺージ)。 

1.2.2 子機のポタン説明 



〇 [ F 2] 

• 電話帳登録などに使用しまず （70 ページ)。 

• ホ目手の声を確認して電話に出るとさに使用しま 
す（あんしん応答） （68 ページ)。 

0 [ F 1] 

-機能の登録などに使用しまず。 

-構内交換機 ( PBX ) に接続しているときなど 
に、ポーズ（ダイヤルの待ち時間）を挿入しま 
す。 

• 文字の種類を変更します （13 日ページ)。 

包【が】 

• スピーカーホンで通話しまず（日己ページ)。 

〇マルチフアンクシヨンキー 

• 音量を調整しまず （3] ページ)。 

-発信者番号表示機能を使用して発信ちの番号を 
表おします （74 ページ)。 

• 再ダイヤルしまず （66 ページ)。 

• 音声メッセージ再生をスキップまたは U ピート 
しまず （9 已ぺージ)。 

©【へ】 

• 電話をかけたり受けたりしまず（66、 

67ページ)。 


© 【*】 

• ご利用の回線びダイヤル回線の場合、ダイヤル 
時にダイヤル回線からプッシュ回線に一時的に 
切り替えまず。 

〇 [ F 3] 

• 自動応答設定をオン/オフにしまず（84、 

8已ページ)。 

• 登録した項目を消去しまず。 

• 間違えた文字や記号を消去しまず （13 日ペー 
ジ)。 

• 相手の声を確認して電話に出るとさに使用しま 
ず（あんしん応答） （68 ページ)。 

【キャッチ】 

• キャッチホンを受けまず （73 ページ)。 

包【保割 

. 通話中、巧手に待ってをらうとき使用しまず。 

【内織 

-親機や別のモ機を呼び出ずときに使用しまず 
(13 已ページ)。 

©【切】 

• 通話を終了しまず。 

-操作や登録を終了します。 

⑩【口】 

-機能の登録などに使用しまず。 

• キー□ックずるときに使用しまず（日己ぺ一 
ジ)。 

の【ワンタッチ1】/【ワンタッチ2】 

• ワンタッチダイヤルで電話をかけまず 
(72 ページ)。 
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1 概要および設置 


1.2.3 子機のディスプレイ説明 


表示項目 

内容 

T 下1 

Til Till 

子機び受けている電波の強さのめ 
やずを表おしまず。 

• "[ケンガイ]" と表おしたとさ 
は、親機からの電波び届かな 
いため、呼出音び鳴らず、通 
話びできません。親機に近づ 
いて < ださい。 

み 

スピーカーホンで通話していると 
き表おしまず（日 6 ページ)。 

白 

電池残量のめやすを表示しまず。 


取扱説明書に使用されている記号 


記号 

内容 


【り【4】 を巧して引用符の中 

の項目を選択して < ださい。 


1.2.4 外観 

親機（前面図) 



@ 


①トップカバー 

⑤ ADF (自動原稿送り装置）カバー 
⑤原稿ガイド 

④ ADF 

⑤ 電源スイッチ 

⑥ 排紙トレイ 

⑦ 原稿挿入部 
⑥給紙カセット 

⑨ 用紙排出部 

⑩ 原稿排出部 
⑩ スピーカー 

⑩ハンドセット接続端子 


取扱説明書 
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1 概要および設置 


親機（後面図) 



〇用紙ガイド 
0 LED 
包 LAN 端子 

• 1 OBase - T /1 OOBase-TX 

〇電源コード差込 □ 

0 手差しトレイ（後カバー） 

包電話回線端子 
〇 U 5 己端子 


子機 



①受話 □ 

⑤ 送話口 

③ アンテナ部 

• 通話中、手で覆わないでください。 

④ スピーカー 

⑥ 充電 □ 
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1 概要および設置 


1.3 設置 

1.3.1 トナーカートリッジとドラ 
ムカートリッジ 

付属のトナーカート U ッジはスタータートナーカート 
U ッジでず。 

お知らせ 

• 設置を始める前に、次の説明をよくお読みくだ 
さい。説明を読み終えた後、ドラムカートリッ 
ジ保護袋を開封してください。ドラムカート 
U ッジには、感光性のドラムび含まれていまず。 
光に当てると、ドラムを損傷ずるおそれびあり 
まず。 

-ドラムカートリッジを光に已分む上当てな 
いで < ださい。 


2トナーカート U ツジおよびドラムカート U ツジを 
保護袋から取0出ず。トナーカート U ツジからフィ 
ルム（①）をはびず。 

• ドラムカート U ツジの黒褐色のドラム表面に触 
れたり、傷つけたりしないでください（③)。 


3トナーカート U ツジ（⑤）をき直にドラムカート 
リッジ（④）の中に入れる。 




-ドラムカートリツジ内側の黒掲色①ドラム 
表面に軸れたり、傷つけたりしないでくだ 
さい。 

-ドラムカートリツジをほこりやちれの近く、 
または湿度の高い場所に置かないで< ださ 
い。 

-ドラムカートリツジを直射日光に当てない 
で < ださい。 

-トナーカートリツジを保護袋か5出した状態で 
長時間放置しないでください。印刷品質に 影響 
がありまず。 



4トナーカート U ツジを押し込む（⑥)。トナーカー 


. 本機の損傷または印刷品質のお下び、パナソ 
ニツク製に(がのトナーカートリツジやドラム 
カートリツジの使用に起因ずる場合、興社では 
責任を負いかねまず。 

• トナー 九 ートリツジにトナーを追加しないでぐ 
ださい。 

1新品トナーカート U ツジの保護袋を開封ずる前に、 
トナーカート U ツジを織方向に已回じ(上振る。 



卜 U ッジの両端に付いている緑色のレノ（一を押さ 
えなびら手前に回ず（⑥)。 
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1 概要および 設置 


5トナーカート U ツジを正し<挿入ずるために、矢 
印（⑦）び合っていることを確認ずる。 



6親機の両側にあるくぼみ部分（⑨）を持ち、トツ 
プ カバー （®) を開く。 



お知らせ 

• 搬送□-ラー(⑩）には触れないでくださ 
し、。 


• 下部ガラス（⑩）び巧れている場合、乾い 
たやわらかい巧で拭いて<ださい。 
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1 概要および設置 


タブをつかんで、ドラムカート1」ツジとトナーカー 
卜 U ツジ （©) を取り付ける。 



• ドラムカート1」ツジおよびトナーカート U ツジ 
を正しく挿入ずるために、矢印（⑩）び合って 
いることを確認してください。 



8 親機の両側にあるくぼみ部分を持ち、トップカバー 
び□ックされるまで閉じる。 


A * トップ カバーを 閉じるとき指 
の挟みこみにま意してくださ 

- し、。けがの原因になることび 

ありまず。 



トナーカートリツジおよびドラムカートリツジの 
交換時期 

ディスプレイに次のメツセージび表示されたら、トナー 
カート U ツジを交換してください。 

-"トナーガスクナイデス" 
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1 概要および設置 


-"トナーガアリマセン" 

お知らせ 

• ドラムの寿命と品質を確認ずるために、テスト 
プ U ントリスト （177 ページ）を印刷してく 
ださい。印刷品質び改善されない場合、また 
は "トナーギレジニドラムモコウカンシテ 
クダサイ" びディスプレイに表おされる場合は、 
トナーカート U ッジおよびドラムカート U ッジ 
を交換して < ださい。 

• 本機を正しくお使いいただくために、弊社では 
パナソニック製のトナーカートリッジとドラム 

カートリッ ジのご使用を推奨しまず。アクセサ 
U —情報については、] 0ページを参照してく 
ださい。 

. 印刷品質および機器寿命を維持ずるために、弊 
社では、トナーカート U ッジおよびドラムカー 
トリッジ交換時に親機のス□ットや開口部 
(3 ページ）および内部 （1 73、 ] 76ぺ一 
ジ）を清掃ずることを推奨しまず。 

• トナーの寿命およびドラムの寿命については、 
180ページを参照してください。 

トナーセーブ機能 

トナーの消費量を減らしたい場合、トナーセーブ設定 
を "アリ" にしてください （10 日ぺージの機能 
#482) 。トナーカート U ッジび約20 %長持ちしまず。 
ただし、この機能を使用ずると、印刷品質びな下ずる 
ことびありまず。 


1.3.2 排紙トレイ 

所定の位置にカチッと入るまで排紙トレイ（①）を差 
し込み、中央手前（⑤）を巧して補助トレイを開いて 
<ださい。 



み 



• 排紙トレイにぶつかる可能性のある場所に親機 
を置かないで < ださい。 

• 排紙トレイは印刷済みの用紙を約] 00枚まで 
収容できまず（枚数は使用環境によって変わる 
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1 概要および設置 


可能性びありまず)。排紙トレイび一杯になる 
前に、印刷済みの用紙を取0出して< ださい。 

排紙トレイの先端部びがれた場合 

1排紙トレイの先端部を開いた状態にして、タブ 
(①）を排紙トレイの左巧（③）に差し込む。 



2をう一方のタブ（③）を排紙トレイのち穴（④） 
に向けて、下から所定の位置にカチッと入るまで 
すべらせて差し込む。 



1.3.3 用紙 

用紙に関するお知らせ 

-用紙を大量に購入ずる前に、本機で用紙（サイズ 
やタイプび特殊な用紙は特に）のテスト印刷を行 
ラことを推奨しまず。 

• 次のタイプの用紙は使用しないでください。 

-綿または繊維の含有率び20 % を 超えて いる 用 
紙（レターへッドのある用紙や履歴書用紙など） 
-表面び非常に滑らかな用紙著しい光ミ尺のある 
巧紙、またはざらつさの多い用紙 
-コーティング、傷、またはしわのある用紙 

-異物（ラベルまたはホッチキスの針など）の付 
着した用紙 

-ほこり、糸くず、または油染みのある用紙 

-200で付近で融解、気化、変色、焦げ、有毒 
ガスの放出び発生ずる用紙（模造皮紙など)。 
このよラな材質は定着□ーラーに移り、損傷の 
原因になることびありまず。 

-湿っている巧紙 
-インクジェット用紙 

• 用紙によっては、片面のみび印刷面として想定さ 
れています。印刷品質に満足でさない場合や給紙 
エラーび発生ずる場合は、試しに用紙の反対面に 
印刷してみてください。 

• 適切な給紙と最高の印刷品質を実現ずるため、縦 
目の巧を氏を使用することを推奨しまず。 

• 種類や厚さの異なる巧紙を同時に使用しないでく 
ださい。紙詰まりの原因になることびありまず。 

• 両面印刷をしないで < ださい。 

. 本機で印刷した用紙を、他のコピー機またはプ U 
ンターで両面印刷用に使巧しないでください。紙 
詰まりの原因になることびありまず。他のコピー 
機またはプ U ンターで印刷した用紙を、本機で裏 
紙として使用しないでください。紙詰まりの原因 
になることびありまず。 

• カールを避けるため、実際に用紙を使用ずる必要 
び生じるまでは用紙パックを開封しないで < ださ 
し、未使用の用紙は元のノ（ッケージに入れた状態 
で、乾燥した涼しい場所に保管してください。 

• 高湿度地域にお住いのお客さまへ：用紙はエアコ 
ンの効いた部屋に保管ずるよラにして<ださい。 
湿った用紙を使用すると、紙詰まりの原因となり 
ます。 
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1 概要および設置 


給紙カセット 

給紙カセットに収容でさる用紙の枚数は次のとおりで 
す。 

- 64旨 / m 2 〜7已邑 / m 2 の用紙： 2已〇枚まで。 

- 80 g / m 2 の用紙： 230枚まで。 

- 90旨 / m 2 の用紙： 200枚まで。 

• A 4、 レターおよび B 已サイズの用紙を使用ずるこ 

とびでさまず。 B 已サイズの用紙は、本機で印刷ま 
たはコピーをずる場合にのみ使用ずることびでさ 
ます。 

• 巧紙については、 ] 7日ページを参照してください。 

-初期値では A 4 サイズの普通紙を印刷ずるように設 
定されていまず。 

-他の用紙サイズを使用ずる場合、用紙サイズ設 
定を変更してください（108ぺージの機能 
#380)。 

-厚□普通紙を使用ずる場合、用紙種類設定を変 
要してください （108 ぺージの機能#383)。 

1 所定の位置にカチッと入るまで給紙カセット（①） 
を引さ出し、カセットの前部を持ち上げて完全に 
引さ出ず。 



2 用紙をセットずる前に、紙詰ま0防止のため用紙 
をよくさば<。 



3 印刷ずる面を上にして（③）用紙をセットずる。 

お知らせ 

• 必要に応じて、給紙カセットのプレート 
(⑤）を押し下げて□ックしてください。 
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1 概要および設置 


4用紙ガイドを調整ずる。用紙ガイドの前部のつま 
み（④）をつまんでスライドさせ、用紙サイズマー 
クに合わせる。用紙ガイドのち側にあるつまみ 
(⑥）をつまんでスライドさせ、用紙サイズに幅を 
調整する。 

• 用紙び用紙上限マーク（⑥）よりも下にあるこ 
とを確認してください。用紙はタブ（⑦）より 
を上にセツトしないでください。 



5給紙カセットの前部を持ち上げなびら、給紙カセッ 
卜を親機に挿入ずる。給紙カセツトを奥まで完全 
に巧し込む。 


• 給紙カセットび閉まらない場合、給紙カセット 
のプレートび持ち上びっている可能性びあ0ま 
ず。用紙を巧し付けて、平らな状態で給紙力 
セットに入っていることを確認してください。 

給紙カセットの取り扱いに関するを意 
• 給紙カセットを落とさないでください。 



• 取りがしまたは取り付けのときには、給紙カセツ 
卜を両手で持ってください。用紙を最大枚数まで 
セツトした場合、給紙カセツト①重量は約2 kg に 
なりまず。 



重量は約2 kg でず 



お知らせ 

• 巧紙び正し<セットされていない場合、用紙ガ 
イドを調整し直して<ださい。用紙び詰まるお 
それびあ0まず。 
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1 概要および設置 


手差しトレイ 

プ U ンター印刷およびコピーで、手差しトレイを使用 
することびでさまず。一度に一枚ずつの給紙になりま 
す。複数のページを印刷またはコピーずる場合には、 
前のページの印刷び終わってから次の用紙を手差し卜 
レイにセツトしてください。 

• 用紙については、 ] 7日ページを参照してください。 

-巧期値では A 4 サイズ①普通紙を印刷ずるように設 
定されていまず。 

-他の用紙サイズを使用ずる場合、用紙サイズ設 
定を変更してください（47、108ぺージ 
①機能#381)。 

-厚□普通紙を使用ずる場合、用紙種類設定を変 
要してください （108 ぺージの機能#384)。 

1 ガイド（①）の幅を用紙のサイズに調整ずる。 

2 印刷ずる面（②）を下向きにし、親機び用紙をつ 
かみ、ビープ音び1回聞こえる位置まで差し込む。 



1.4 電話 


1.4.1 八ンドセットユニット 

お知5せ 

• ハンドセット ユニッ トを取り付ける/取りがず 
前には、必ず電源スイッチをオフにして<ださ 
し、。 


1 ハンドセツトコード（①）を接続ずる。 




お知らせ 

• 手差しトレイから印刷ずるには、設定の変更び 
必要でず。 

-コンピューターで印刷をずる場合、プ U ン 
ターのプ□パティで [手差しトレイ] を選 
択してください。 

-コピーをずる場合、事前にコピー用カセツ 
卜設定を "トレイ 2" に設定してください 
(120 ぺージの機能#4己0)。 

設定を変更しない場合、複数のページを印刷ま 
たはコピーずる際に、 ] ページ目は手差しトレ 
イから給紙して印刷をしまずび、残りのページ 
は給紙カセツトから給紙して印刷をしまず。 

• 巧紙び正し<差し込まれていない場合、用紙を 
一度抜さ取0、再度入れ直して<ださい。用紙 
び詰まるおそれびあ0まず。 
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1 概要および 設置 


3タブ（⑤）および U ブ（④）を挿入ずる。 



お知らせ 

-親機を移動させる場合、親機本体を持つよラに 
してください。バンドセットユニットを持たな 
いで < ださい。 

正しし、持ち方 誤った持ち方 



八ンドセットユニットを取り外ず 

1ハンドセットユニットを前方（①）にかし引いて、 
矢印（⑤）の方向に持ち上げ、 U ブを取り外ず。 



2タブ（③）を取り外し、ハンドセットコネクター 
(④）を取り外ず。 



1.4.2 電池パックの取り付け/交 
換 

お知らせ 

-必ず付属品の電池ノ（ックを使用してください。 

1モ機の電池カバーを巧し下げなびら、手前に引い 
て開ける。 



2電池パックを入れる。 
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1 概要および設置 


3電池カバーを閉める。 



お知らせ 

• 電池カバー裏のクッションは、外さないでくだ 
さい。 
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2 準備 


2.1 接続とセットアップ 

2.1.1 接続 

親機 

お知らせ 

-本機を操作ずる場合、本機近くの使いやすい場 
所に電源コンセントびある必要びありまず。 

• 電話機コードを延長しないでください。 

• 八ンドセット ユニッ トを接続ずるには、 

吕吕ページを参照してください。 



①電源コード 

• 電源コンセントに接続しまず 
(100 V 、已0/60 Hz )。 

⑤ 電話機コード 

• 電話回線端子に接続しまず。 

③ インターネット接続 

④ ネットワークルーター/ネットワーク八ブ阅 J 売り） 

• ネットワークコンピューターを接続しまず。 

⑥ LAN ケースレ淵売り） 

-電磁波放射限度に関ずる規定を順守ずるために、 
必ずシールド LAN ケースレ（カテゴ U 已スト 
レートケーブル）を使巧してください。 


USB 接続に関する重要なお知らせ 

• Multi-Function Station のインストール中 
は、接続のおおびあるまで本機を USB ケー 
ブルでコンピューターに接続しないでくだ 
さい （36 ページ)。 


お知5せ 

• 親機のち側、左側、および後面から lOcm 政内 
には物を置かないで<ださい。 

• 同じ電話機コードにその他のデノ（イスび接続さ 
れている場合、本機はそのデバイスのネット 
ワーク状態を巧言ずるおそれびありまず。 

サージ プ□テク ターの 使用 

• 電力線および電話線のサージまたは雷による損傷 
には、保証は適用されません。保護機能を高める 
ために、サージプ□テクターのご使用を推奨して 
いまず（⑥)。 

本機び DSL ヴービスと1つの電話回線を共有する 

+ 日 A 

场口 

ファクスの送受信に支障をさたず、電話での会話中に 
雑音び聞こえる、または発信ち番号表お （73 ペー 
ジ）び正しく機能しない、などの現象び発生ずること 
びあ0まず。このよラな現象の発生を防止ずるには、 
本機の電話機コードに DSL フィルター(⑦）を取り付 
けてください。 DSL フィルターは、ご利用の DSL サー 
ビスプ □バイダーからお巧めいただけまず。 



光回線（ひかり電話）や ADSL に接続する場合 

本機は、 NTT のアナ□グ回線規格に準拠しておりまず。 
光回線や IP 電話回線でご利用の場合、接続環境や接続 
機器によっては、正しく動作しないことびありまず。 
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2 準備 


• その場合は、光回線や IP 電話のサービス実施会社 
にお問い合わせください。接続のしかたは、光回 
線や ADSL のサービス実施会社にお問い合わせく 
ださい。 

• 事前に TA / スプ U ッタ機能び "アリ" になってい 
ることを確認してください （104 ページの機能 
#124)。 

ネットワーク用ルーター/八ブの使用 

• セキュ U ティび重要なネットワーク環境では、ネッ 
トワーク用のルーターまたはハブ（④）のご使用 
を推奨しまず。ファイアウォール設定などについ 
口んネットワーク管理ちにお問い合わせくださし、。 

• セキュ U ティ問題による損害またはそれに関連ず 
る不利益については、保証は適用されません。 


2.1.2 電池充電 

初めてお使いになる前には、約]日時間充電してくださ 
い。 

"ジュウデンチュウ" 表示げ "ジュウデンカンリヨ 

ウ" に変わると充電完了です。 



ホ命心 
凡巧口 

1 電源コードを電源コンセントに接続ずる （100 V 、 
已 0/60 HZ )。 

2 充電台にモ機を置き、約10時間充電ずる。 

• ディスプレイの表おび "ジュウデンチュウ" か 
ら "ジュウデンカンリョウ" に変わりまず。 

• 別売りのねじを使用して、充電台を壁やせに掛 
けることびでさまず。 



①充電台の巧を 
木ねじに掛ける 


25 mm 




充電台 


⑤充電台をち斜めに 
押し下げ、しっかり 
固定する 


お知らせ 

• 次の場合は、充電時間び長くなることびありま 
ず。 


-使巧環境温度びないとさ 
-電源電圧びないとさ 
-充電途中でモ機を使巧したとさ 

-"[ケンガイ]" のとさ 

• "ジュウデンチュウ" 表示び出ないとさは、モ 
機を数分間充電台に置いたままにしてください。 
• モ機は充電台に置いたままでち、過充電しない 
よラになっていまず。 

• モ機と充電台をお手入れずるとさは、乾いた巧 
でからぶさして < ださい。 

• モ機や充電台び温かくなることびありまずび、 
異常ではありません。 



-1週間政上、モ機を充電台から外したり、電源 
コードをコンセントから抜くとさは、電池パッ 
クを外してください。電池パックの性能を維持 
し、電池の消耗を防ぎまず。次回使用ずるとさ 
に充電して < ださい。 


電池充電レベル 


アイコン 

電池充電レベル 

国 

高 

白 

中 

Q 

低 
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2 準備 


アイコン 

電池巧電レベル 

-[=]- 

/ 1 \ 

ずぐに充電して < ださい。 

• 待受時には表お部に "10 ジカ 

ンジュウデンクダサイ"と表 

示されます。 

• 通話中には、4秒ごとに「ピ 
ピッ」と警告音び鳴0まず。 


) け■ソニック製ニッケル水素電池の性能（付属電 
池） 

充電完了後の使巧時間のめやず（使用環境温度び20で 
のとさ） 


操作 

操作時間 

連続通話時間 

約已時間 

-スピーカーホン通話や電波状態 
び悪い所で使ラ場合、連続通話 
時間は短くなりまず。 

待受時間 

約]已〇時間 

-充電台に置かずに一度ち通話し 
ないとさのめやずでず。 

-"[ケンガイ]" 表示中は短くなり 

ます。 


2.1.3 親機の電源をオンにずる 

電源スイッチをオンの位置（①）にしまず。 
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2 準備 


2 . 1.4 ダイヤル切替 

電話の発信 （6 日ぺージ）またはファクスの送信び 
でさない場合 （76 ページ)、ご利用の電話回線サー 
ビスに従って、この設定を変更してください。 

【セツ N 


〇 

〇 


雌制 

1臓制 

2 【口】川【2】【0】を巧して、"ダイヤルキリ 
カエ"を表示ずる。 

3 【1】 から 【3】 を巧して、目的の設定を選択ずる。 
【1】 " lOpps " :ダイヤル回線（速度10 pps ) 
を利用の場合。 

【2】 "20 PPS " :ダイヤル回線（速度20 pps ) 
を利用の場合。 

に】"プッシュ"彻期値）：プッシュ回線を利 
巧の場合。 

4 【セット】 

5 【機能】を巧して終了ずる。 


2 . 1.5 操作モードを選択ずる（ス 
キャン/コピー/ファクス） 

次の中から巧応ずるボタンを巧ずと、目的のモードを 
選択ずることびでさまず。 


スキ t ン 


北一 


- 【スキャン】：本機をスキャナーとして使用ずると 
きに、このモードを選択しまず（已]ページ)。 

-【コピー】：本機をコピー機として使用ずるときに、 
このモードを選択しまず（已8ページ)。 

-【ファクス】：本機をファクスとして使用ずるとき 
に、このモードを選択しまず （76 ページ)。 

お知らせ 

• 操作モードの初期値はコピーモードでず。 

• 操作モードの初期値 （10 日ページの機能 
#463) と、操作モードの初期値に戻るまでの 
タイマー (10 日ぺージの機能#4日 4) を変更 
することびでさまず。 


ファクス 


回囚囚团 

回囚囚四 

回囚回因 



0000 〇 

弓 
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2 準備 


2.2 原稿の要件 

2.2.1 原稿をセットする 
原稿台ガラスの使用 



1 ADF (①）を開ける。 

2 原稿を下向きにして原稿台ガラス（③）に置き、 

^マークに原稿の左上部を合わせる。 

3 ADF を閉じる。 

お知らせ 

• 自動原稿送り装置に原稿びないことを確認して 
<ださい。 

• 原稿は原稿台ガラスに軽く置いてください。強 
<押さえつけないで<ださい。故障の原因にな 
ることびありまず。 

• 厚い本をセットする場合、 ADF は閉じないで 
<ださい。 

• インク、のり、または修正液び付着している場 
合、完全に乾いていることを確認してください。 

• 有効スキャン範囲は次の網掛け範囲でず。 


有効スキャン範囲 



4 mm 289 mm 4 mm 

自動原稿送り装置の使用 



1 読み取る面を上向さにして、原稿（最大20枚）を 
自動原稿送り装置に差し込み、ビープ音び1回聞こ 
える位置まで挿入する。 

2 原稿ガイド（①）の幅を調整して、原稿の実際の 
サイズに合わせる。 

お知5せ 

• 原稿台ガラスに原稿びないことを確認してくだ 
さい。 

• インク、のり、または修正液び付着している場 
合、完全に乾いていることを確認してください, 
• クリップ、ホッチキスの針などの留め具は取0 
外してください。 

• 次のタイプの原稿は挿入しないでください（原 
稿台ガラスを使用して原稿のコピーを作成し、 
代わ0にコピーの方をセットしてください)。 

-化学処理された紙（カーボン複写紙、ノー 
カーボン複写紙など） 

-静電気を帯びた紙 
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2 準備 


216 mm 
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-激しいカール、折り目、または破れびある 
紙 

-表面にコーティングび施されている紙 

-裏面び印刷されていて、透けて見える巧能 
性のある用紙（新聞用紙など） 

原稿を積み重ねたとさの厚さは4 mm 未満であ 
る必要びありまず。自動原稿送り装置の規定容 
量を超えると、原稿の落下や紙詰まりの原因に 
なることびありまず。 

幅び 128 mm 未満の原稿をセットずる場合、 
原稿台ガラスを使用して A 4 またはレターサイ 
ズの巧紙に原稿のコピーを作成し、コピー原稿 
の方をセットすることを推奨しまず。 

サイズおよび重量の要件を満たさない原稿は 
セットしないでください。原稿台ガラスを使巧 
して原稿の コピーを 作成し、 コピーの 方をセッ 
卜して < ださい。 

利用可能な原稿サイズ、原稿重量および有効ス 
キャン範囲は次のとおりでず。 


最ル原稿サイズ 



128 


最大原稿サイズ 


有効スキャン節囲 


4 mm 


208 1 


:4 mm 


4 mm 
4 mm 


216 mm 

網掛け範囲びスキャンされまず。 

本機をスキャナーとして使用ずる場合 
(已1、已6ページ)、有効なスキヤンの 
長さは選択した用紙サイズごとに異な0ま 
ず。 


原稿重量 


1枚： 

60 g / m " 

複数枚： 
60 g / m = 


-7已邑 /nf 


-7已邑 / m ^ 


i §9 




























2 準備 


つつ 

ピ.ゴ e ま 

2.3.1 音量を調整ずる 

親機 

お知らせ 

• 音量を調整ずる前に、操作モードをファクス 
モードに設定しまず。【ファクス】ライトび消 
えている場合、【ファクス】を押して点灯させ 
て < ださい。 



【フアクス】 


【パレ】 


呼び出し音量 

本機が使用中でないときに、【 ▼ 】 または 【 A 】 を巧し 

て< ださい。 

電話呼び出しをオフにする 
【りを 繰り返し巧して、 "ヨビダシオン[キリ]" を 

選択しまず。 

-外線電話びかかってさた場合、親機の呼び出し音 
は鳴りません。 

内線の呼び出しの場合、親機の呼び出し音はル音 
量で鳴0まず。 

• 呼び出し音をオンに戻ずには、 【4】 を巧してくだ 
さい。 

受話音量 

パンドセットの使用中に、【▼】 または 【4】 を巧して 

<ださい。 

モニター音量 

モニターの 使用中に、【，】 または 【*】 を巧してくだ 

さい。 


子機 



呼び出し音量 

1 待機中に 【り または 【4】 を繰り返し巧して" ヨ 

ビダシオンリョウ" を選択ずる。 

2 【 F 2】 を巧ず。 

3【り または 【4】 を巧して、音量を調整ずる。 

4 [ F 2] または 【切】 

お知らせ 

• 呼び出し音量をオフに設定ずるには、音量を変 
えるときに最ル音量で 【り を巧しまず。 【4】 
を巧ずと解除しまず。 

• 呼び出し音び鳴っているとさに 【▼】 または 
【4】 を巧して、呼び出し音量を調整でさまず, 

子機の受話音量 

1 待機中に 【▼】 または 【4】 を繰り返し巧し 
て "ジユワオンリョウ" を還択ずる。 

2 【 F 2】 を巧ず。 

3【▼】 または 【4】 を巧して、音量を調整ずる。 

4 [ F 2] または 【切】 

お知らせ 

• 通話中に 【▼】 または 【1】 を巧して、受話音 
量を調整でさまず。 

スピーカー 音量 

1 待機中に 【り または 【4】 を繰り返し巧して ス 

ピーカーオンリョウ" を選択ずる。 

2 【 F 2】 を巧ず。 

3 【▼】 または 【*】 を巧して、音量を調整ずる。 
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囚 CIO 
囚囚囚 
口团囚 
囚团团 


〇 

〇 


【フアクス】 【機能】【ィ】卜】 

1 【機能】一【口】川【0】川一【セット】 

2 現在の年/月/曰をそれぞれ2巧ずつ選択し入力ず 
る。 

例： 2011年8月3日 
【1】川【0】间【0】に】 

3 現在の時/分をそれぞれ2巧ずつ選択し入力ずる。 

例：10 :1已 PM (12 時間お式） 

1. 【1】【0】川に】 

2. 【*】を繰り返し巧し、 " PM " を選択ずる。 

4 【セット】 

5 【機能】を巧して終了ずる。 

お知らせ 

• 現在の日時設定を確認ずるには、【ファクス】 
を巧して、本機を一時的にファクスモードに変 
要してください。 

-じ(下の場合、本機の日時はヘッダー情報として 
使用されます。 

- E メールの添付ファイルとして、本機から 
E メールアドレスに直接送信ずる場合（ス 
キャン toE メールアドレス）（已3ぺ一 
ジ)。 

-ファクスを送信する場合 （76 ぺージ)。 

• 曰時び正し<設定されていない場合、ホ目手先に 
間違った曰時のへッダー情報び送られまず。こ 
のことにより、ホ目手先にミ居乱をさたず場合びあ 
りまず。 


2.4 最初の機能設定 

2.4.1 日付と時刻 

日付と時刻を設定ずることを推奨しまず。ホ目手先のファ 
クス機は、ヘッダー情報として本機の日付と時刻を受 
け取りまず。 

【セツ N 


4 [ F 2] または【切】 

お知らせ 

-留守番電話再生中や音声内線呼び出し中に 
【りまたは【4】を巧して、スピーカー音量 

を調整でさまず。 

• 【が】を巧してから調整ずることちできまず。 



n □口 


0000 0 
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2 準備 



回口囚 
囚囚团 
□囚囚 
团囚 


〇 
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雌制い】卜】 

1【機能】一【口】川【0】に】一【セット】 

2 名前を入力ずる。30文字まで入力でさる（文字入 
力については] 38ぺージ参照)。一【セット】 

3 【機能】を巧して終了ずる。 

間違いを修正する 

【ィ】または【►】を巧して、間違っている文字まで 
カーソルを動かし、間違いを修正してください。 

• すべての文字を消去ずるには、【ストップ】を長巧 
しして < ださい。 

子機での設定 

テ機の名前を登録ずると、登録したモ機や、内線電話 
をかけた巧手（モ機）のディスプレイに表おされまず。 



1 【 F 1】 一【口】に】【0】に】 

2 名前を入力ずる（半角] 2文字まで)。 

• 文字入力については] 3日ページを参照してく 
ださい。 

3 【 F 2】 一剛 


• 時計の誤差は±60秒/月でず。 

間違いを修正する 

【4】または【►】を巧して、間違っている数字まで 
カーソルを動かし、間違いを修正してください。 


2.4.2 名前登録 

親機での設定 

送信ずる各ページの上部に表おされるよラに、発信元 
の情報（名前、会社名など）を登録でさまず。 

【セット】【ストップ】 


□目 

0000 〇 


二| 
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2 準備 



口囚囚 
囚口囚 
ロロ囚 
囚团囚 


2.4.3 ファクス番号登録 

送信ずる各ページの上部に表示されるよラに、発信元 
のファクス番号を登録でさまず。 

【セット】【ストツス 


雌制い】卜】 

1 【機能】一【口】【1】に】【3】一【セット】 

2 ファクス番号を入力ずる。20巧まで入力巧。 

• "+" を入力ずるには、 【关】 を巧してくださ 

い。 

• スぺースを入力ずるには、 【口】 を巧してくだ 
さい。 

• 数字を消去ずるには、 【ストップ】 を押してく 
ださい。 

3 【セット】 

4 【機能】 を巧して終了ずる。 

間違いを修正する 

【4】 または 【►】 を巧して、間違っている数字まで 
カーソルを動かし、間違いを修正して<ださい。 

• ずべての数字を消去ずるには、 【ストップ】 を長巧 
しして < ださい。 


2.4.4 LAN にアクセスでさるよ 
ラに設定する 

LAN に接続したコンピューターを使用して、プリン 
ター、スキャナー、ファクスおよび留守番電話機能を 
使巧することびでさまず。これらの機能を有効にずる 
には、本機に IP アドレス、サブネットマスク、および 
デフォルトゲートウエイを設定ずる必要びありまず。 

お知らせ 

• IP アドレス、サブネットマスク、およびデフォ 
ルトゲートウエイを設定ずるときは、ネット 
ワーク管理ちにお問い合わせください。 

DHCP ヴーノ f 一に よる自動設定 

使用状況 

- ] 台のみを LAN に接続ずる場合。 

ネットワーク管理ちび DHCP (Dynamic Host 
Configuration Protocol ) サーパ'—でネットワーク 
を管理している場合 、 IP (インターネットプ□トコル) 
アドレス、サブネットマスク、およびデフォルトゲー 
トウエイは本機に自動で割り当てられまず。 

1 本機とコンピューターを LAN に接続後、電源スイッ 
チをオンにずる。 

• IP アドレス、サブネットマスク、およびデフォ 
ルトゲートウエイは自動的に設定されまず。 

2 使巧するコンピューターに Multi - Fun 巳 ！; ion 
Station をインス!ルずる。詳細については、 
36ページを参照。 

お知5せ 

• 本機を2台じ(上接続した場合でち、 DHCP サー 
バーで IP アドレスを自動的に割り当てることは 
でさまずび、ネットワークアクセスおよび設定 
のトラブルを避けるため、各機ごとに静的 IP ア 
ドレスを手動で割り当てることを推奨しまず。 


手動設定 

使用状況 

-ネットワーク管理者びネットワークの管理こ DHCP 
サーバーを使用しない場合。 

- 2台]^上を1_八1\1|1_接続ずる場合。 

IP アドレス、サブネットマスク、およびデフオルトゲー 
トウエイを手動で割り当てる必要びありまず。 


〇 

〇 


□吕 

0000 0 
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2 準備 


1職制 

2 【口】に】【0】【0】を巧して、 " DHCP キノ 
ウ"を表示する。 

3 【0】を巧して"ナシ"を選択ずる。一【セット】 

4 各項目を設定ずる。 

IP アドレスの設定 

1. 【引【0】【1】を巧して、 " IP アドレス"を表 
おする。一【セット】 

2. 本機の IP アドレスを入力ずる。一【セット】 

ヴブネットマスクの設定 

1. 【引【0】【2】を巧して、"サブネットマス 
ク "を表示する。一 【セット】 

2. ネットワークのサブネットマスクを入力ずる。 

一【セット】 

デフオルトゲートウェイの設定 

1. に】【0】【3】を巧して、"ゲートウ; L イア 
ドレス"を表示ずる。一【セット】 

2. ネットワークのデフオルトゲートウェイを入力 
する。一【セット】 

5 【機能】を巧して終了ずる。 

6使巧ずるコンピューターに Multi-Fun 巳！; ion 
Station をインストールずる。詳細については、 
36ページを参照。 

IP アドレス、サブネットマスク、またはデフオル 
トゲートウェイの間違いを修正する 

【ィ】または 【►】 を巧して、間違っている数字まで 
カーソルを動かし、間違いを修正してください。 

PC ファクス受信のためのコンピユー 
夕一設定 

ファクス受信に使用ずるコンピューターを選択ずる必 
要びありまず。 

お知らせ 

-事前に PC ファクス設定が"ジョウジ"また 
は"セツゾクカノウジ"になっていることを 
確認してください （1 1巨ぺージの機能 
#442)。 


1 【機能】一【口】【4】【4】に】一【セット】 

2 【りまたは【*】を繰り返し巧して、目的のコン 

ピューターを選択ずる。 

• 【►】を巧ずことにより、選択したコンピュー 
夕一の IP ア ドレスを表示でさまず。 

3 【セット】 

4 【機能】を巧して終了ずる。 

お知らせ 

• 本機び LAN に接続されていない場合、本機に 
USB 接続されているコンピューターび PC ファ 
クス受信の初期設定コンピューターとして割り 
当てられまず。 

• 目的のコンピューターを簡単に選択ずるには、 
事前にコンピューター名を変更しておいて<だ 
さい （40 ページ)。 


PC 音声管理のためのコンピューター設 
定 

音声メッセージを受信ずるために使用ずるコンピュー 
ターを選択ずる必要びありまず。 

お知らせ 

-事前に PC 音声管理が"ジョウジ"に設定され 
ていることを確認してください （1 19ページ 
の機能#3巨已)。 

1 【機能】一【口】に】【6】【6】一【セット】 

2 【▼】または【*】を繰り返し巧して、目的のコン 
ピューターを選択ずる。 

• 【►】を巧ずことにより、選択したコンピュー 
夕一の IP ア ドレスを表示でさまず。 

3 【セット】 

4 【機能】を巧して終了ずる。 

お知5せ 


. 本機び LAN に接続されていない場合、本機に 
USB 接続されているコンピューターび PC 音声 
管理の初期設定コンピューターとして割0当て 
られまず。 

• 目的のコンピューターを簡単に選択ずるには、 
事前にコンピューター名を変更しておいて<だ 
さい （40 ページ)。 


• 見てか5印刷機能び"ナシ"になっていること 
を事前に確認してください （89 ページの機 
能#448)。 
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2 準備 


2.4.5 Multi-Function Station 
をインストールずる 
コンピューター動作環境 

パナソニック Multi-Function Station ソフトウェアを 
使巧ずると、親機で次の機能を利用ずることびできま 
す。 

-普通紙、厚口普通紙、ラベル紙、封筒、およびは 
びさに印刷ずる 

-印刷前に原稿をプレビュー表示し、印刷設定を変 
要する （Easy Print Utility) 

-原稿をスキャンし、 OCR ソフトウェアでイメージ 
をテキストデータに変換ずる（別売り） 

- TWAIN および WlA’i に対応している、その他の 
Microsoft® Windows® 用アプ U ケーシヨンからス 
キャンずる 

-コンピューターを使用して電話帳および E メールア 
ドレス帳の項目を登録、編集、または消去ずる 
-コンピューターを使用して機能設定を行ラ 

-コンピューターを使用してファクス文書を送受信 
ずる 

-コンピューターで音声メッセージを聞く （PC 音声 
管理） 

‘1 Windows XP/Windows VistaVWindows 7、 USB 
接続のみ 

コンピューターで Multi-Function Station を使巧ずる 

には、次の動作条件を満たず必要びありまず。 

オペレーティングシステム 

Windows 2000 /Windows XP/Windows Vista/ 

Windows 7 

CPU 

Windows 2000 : Pentium® niiLh 

Windows XP : Pentium EILU 上 

Windows Vista/Windows 7 : Pentium 4ii (上 

RAM 

Windows 2000/Windows XP ：128 MB (2 已 6 
MBLU 上推奨） 

Windows Vista :已] 2 MB (1 GB じ(上推奨） 
Windows 7 ：1 GB (2 GBLU 上推奨） 

その他のハードウェア 

CD-ROM ドライブ 

ハードディスクドライブ（600 MB じ(上の空さ容量び 
必數 

USB インターフェース 

LAN インターフエース （ 1 OBase-T/1 OOBase-TX) 


その他 

Internet Explorer® 已.□じ(降 

重要なお知5せ 

-電磁波放射限度に関ずる規定を順守ずるために、 
次のことをお守0< ださい。 

-必ずシールド USB ケーブル（例： USB 2.0 
Hi-Speed 対応ケースレ）を使用してください。 
-必ずシールド LAN ケーブル（カテゴ U 已 

(CAT 已）イーサネットケーブル）を使用して 
<ださい。 

. 本機の保護のため、激しい雷雨の発生ずる地域で 
は、必ずシールド USB ケーブルを使用してくださ 
い。 

• コンピューターで Easy Print Utility を使巧ずるに 
は、次のをのび必要でず。 

- Windows 2000 Service Pack 4および 
Windows 2000用セキュ U ティ問題の修正プ 
□グラム （KB83 已732)。 

- Easy Print Utility をインストールずる前に、 
Microsoft ダウン□—ドセンターから 
KB83 已732をインスI、一 J レしてくださし、。 

- Windows XP Service Pack 21i (降。 

お知らせ 

• USB ケーブルは別売りでず。 Type A オス / 
Type B オスのシールド USB ケースレをご購入 
<ださい。 


コンピユーターへの Multi-Function 
Sta 甘 on のインストール 

• 本機を US 己ケーブルで コン ピユーターに接続ずる 
前に、 Multi-Function Station ( CD - ROM ) ^ 
インストールしてください。 Multi-Function 
S ね tion をインス I ルずる前に本機を US 己ケー 
ブルで コン ピユーターに接続ずると、持斤しいハー 
ドウ エアの検出ウィザード] ダイア□グ画面び表 
おされまず。[キャンセル]をクリックしてダイア 
□グ画面を閉じてください。 

• この説明では、参考用として Windows XP 向けの 
スクリーンシヨットび使用されていまず。 

• この説明で使用されているスクリーンシヨットは、 
実際の製品のちのとをか異なる場合びありまず。 

-ソフトウエアの機能およびが観は予告なく変更さ 
れることびありまず。 
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1 Windows を起動し、他のずべてのアプ U ケーシヨ 
ンを終了ずる。 

• Multi-Function Station をインストールする 
には、管理者として□グインする必要がありま 
す。 

2 付属の CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入ずる。 

- [言語の選択] ダイア□グ画面び表おされた場 
合、このソフトウェアで使用ずる言語を選択し 
ます。 [0 K ] をク U ックしまず。 

• インス I -ールび自動的に開始されない場合： 
[スタート] をク U ックしまず。 [ファイル名を 
指定して実行…] を還おしまず。 " D : 

¥ Install " ( " D " び CD-ROM ドライブのド 
ライブ文字である場合）と入力しまず。 [0 K ] 
をク U ックしまず。 

( CD-ROM ドライブのドライブ文きびわからな 
い場合、 Windows のエクスプ □- ラーを使用 
して CD-ROM ドライブを確認してください。） 

3 [簡単インストール] 

• インス!-ールび自動的に開始されまず。 

4 セットアッププ□グラムび開始されたら、画面の 
おおに従ラ。 

• Easy Print Utility (49 ぺージ）およびデ 
バイスモニター (142 ページ）ちインス! 
ルされます。 

5 [接続タイプ] ダイア□グ画面び表おされる。 

USB 接続の場合 

1. 山 SB ケーカレ接織一[次へ] 

- [USB 接続の情報] ダイア□グ画面び表示 

されます。 

2. [0 K ] にチェックマークを付けて、 [次へ] を 
ク U ックずる。 

- [装置接続] ダイア□グ画面び表示されま 
ず。 


3. 本機を USB ケーブル（①）でコンピユーター 
に接続し、 [次へ] をク U ックずる。 



4. [ A — ドウェアのインス!ル]画面にて、[続 

行]をク U ックずる。 

• 本機をコンピューターに接続ずると、モデ 
ル名び自動的に検出されまず。 

• 必要に応じて、本機の名前は変更でさまず。 

5. [インス!-ール]をク U ックし、画面の指示に 
従ラ。 

• ファイルびコンピューターにコピーされま 
ず。 

LAN 接続の場合 

1. [ネットワーク接続 (LAN インターフェースモ 
デルのみ)]一[次へ] 

. [ネットワーク接続装置の選択]ダイア □ 

グ画面び表示されまず。 

2. [検索結果のリストか5選択]にチェックマー 
クを付けて、 U ストから本機を選択ずる。 

• U ストに本機の名前び表おされない場合、 

本機の IP アドレスび既に割り当てられてい 
るときには、[直接入力]を選択して 、 IP 
アドレスを入力してください。 

3. [次へ] 

• 必要に応じて、本機の名前は変更でさまず。 

4. [インス!-ール]をク U ックし、画面の指示に 
従ラ。 

• ファイルびコンピューターにコピーされま 
す。 
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重要なお知らせ 

Windows XP、Windows Vista 、 または 
Windows 7を使巧している場合、本機を USB 
ケーブルで接続した後にメッセージび表示され 
ることびあ0まず。これは正常な動作であ0、 
このソフトウエアによってコンピューターの才 
ペレーティングシステムに問題び発生ずること 
はありません。インス!-ールは問題なく続行ず 
ることびでさまず。次のよラなメッセージび表 
示されます。 

• Windows XP の場合 

"この八ードウエアを使用ずるためにイン 
ス I ルしようとしているソフトウエアは、 
Windows XP との互換性を検証ずる 
Windows □ゴテストに合格していませ 
ん。" 

• Windows Vista/Windows 7の場合 

"このデバイスソフトウエアをインストー 
ルしまずか？" 


電子取扱説明書を表示またはインストールする 

1 Windows を起動し、付属の CD - ROM を CD-ROM 
ドライブに挿入ずる。 

2 [取扱説明書]をク U ックし、画面のおおに従って 
PDF 形式の電モ取扱説明書を表おまたはインストー 
ルする。 

• 電モ取扱説明書を表おするには、 Adobe ® 
Reader ® び必要でず。 

お知らせ 

• 電子取扱説明書をインス!-ールずると、 
Multi-Function Station ランチヤーの！!？] 
をク U ックずるだけで、いつでち電子取扱説明 
■ rf を表术できまず0 


ソフトウェアを変更する（各コンポーネントの追 
加またはアンインス!-ール） 

インストール後は、インス!-ールまたはアンインス! 
ルずるコンポーネントを随時還択でさまず。 
Multi-Function Station を変更ずるには、管理ちとし 
て□グインずる必要びありまず。 

1 Windows を起動し、付属の CD - ROM を CD-ROM 
ドライブに挿入ずる。 

2 [変更]一[アプリケーシヨンの変更]。画面の指 

おに従ラ。 

ソフトウェアをアンインス I ルする 

Multi-Function Station をアンインストールずるには、 
管理ちとして□グインずる必要びありまず。 

[スタート]一[ずべてのプ□グラム]または[プロ 
グラム] 一 [ Panasonic ] 一 本機の名前一[アン 
インス! J レ]。画面の指示に従って<ださい。 


コンピューターで別のプリンターを使用ずる 

次の手順に従って、プ U ンターごとにプ U ンタードラ 
イノ（一を追加ずる必要びありまず。 

1 Windows を起動し、付属の CD - ROM を CD-ROM 
ドライブに挿入ずる。 

2 陵国 一 [ Multi-Function Station ドライバー 

の追加]。画面のおおに従ラ。 

お知らせ 

•] つのコンピューターに本機を同時に2台じ(上 
USB で接続ずることはできません。 
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2 準備 


2.4.6 Multi-Function Station 
を起動する 

[スタート]一[ずべてのプ□グラム]または[プロ 
グラム] 一 [ Panasonic ] 一 本機の名前一 
[ Multi-Function Station ] 

• Multi-Function Station び表示されまず。 



[スキヤン](已巨ぺージ） 

• スキヤンし、スキヤンしたイメージを表示しまず。 

• スキヤンし、イメージファイルを作成しまず。 

• スキヤンし、 E メールで送信しまず。 

• スキヤンし、 OCR ソフト（別売り）を使用してイ 
メージを編集可能なテキストデータに変換しまず。 

[ PC フアクス] 

• コンピューターで作成した原稿をファクスメッセー 
ジとして送信しまず （8] ページ)。 

• コンピューターで受信したファクス文書を表示し 
ます （88 ページ)。 

[リモートコント □ —ル] (141 ぺージ） 

-機能設定を行いまず。 

• 親機の電話帳および E メールアドレス帳にある項目 
を登録、編集、または消去しまず。 

• 通信履歴レポートまたは着信メモ U — U ストの項 
目を表术します。 

-発信者情報を親機の電話帳に登録しまず。 

-同報送信の項目を登録または消去しまず。 

• CSV 形式（カンマ区切りのテキストファイル）に 
よる電話帳および E メールアドレス帳のインポート 
またはェクスポートを行いまず。 


[ューァィリァィ ー] 

• クイックイメージナビゲーターを 起動しまず 
(已日ページ)。 

• PC 音声管理アプ U ケーシヨンを起動しまず 
(日8ページ)。 

• デバイスモニターを起動しまず （142 ページ)。 

• OCR アプ U ケーシヨンを起動しまず（已2ぺ一 
ジ)。 [OCR 設定]び事前に設定されている必要び 
ありまず。 

• 設定用の Web ページを開さまず（103、 

] 42ページ） （ LAN 接続のみ)。 

驗定] (39 ぺージ） 

• 一般設定を変更しまず。 

• スキャン設定を変更しまず。 

い] 

• Multi-Function Station の詳しい使い方を表示し 
まず。 

• 電モ取扱説明書を表おします。 

い] 

• 使い方のヒントを表おしまず。 

[ i ] 

• Multi-Function Station に関する情報を表おしま 
ず。 

お知らせ 

• デバイスモニターを使用ずると、本機びコン 
ピューターに接続されているか確認でさまず 
(142ページ)。 

-次の状況では、コンピューターの機能（印刷、 
スキャンなど）び正しく実行されないことびあ 
りまず。 

-本機をユーヴーの自作コンピューターに接 
続している場合。 

-本機を PCI カードまたはその他のお張力一 
ド経由でコンピューターに接続している場 

厶 
口 0 

-本機を別の八ードウ ェア （ USB 八ブや イン 
ターフェースアダプター など） に 接続し、 
コンピューターに 直接接続して いない 場合。 

設定を変更する 

事應こ Multi-Function Station の設定を変更できまず。 
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2 準備 


1 Multi-Function Station から [設定] を選択ずる。 

2 目的のタブをク U ックし、設定を変更ずる。一 

[0 K ] 

拴般] 

-[ランチャー表巧設定]: ランチャーの表示タイプ 
を選択します。 

- [OCR 設定]: OCR ソフトウェアを選択しまず。 

相り売り） 

- [PC 名を装置に表示] (LAN 接続のみ）：親機にコ 
ンピューター名を表おずるかどラかを選択しまず。 
- [PC 名] (LAN 接続のみ）：親機に表おされるコン 
ピューター名。 

[スキャン] 

-[保を先]: スキャンしたイメージの保を先フォル 
ダーを選択しまず。 

-[ビューア ー] [ファイル]正メール]にじ刊[力 
スタム]: Multi-Function スキャンアプ U ケーショ 
ンのスキャン設定を変更しまず。 

お知らせ 

• エラーを避けるため 、 [PC 名] には一意の名前 
を割0当てて<ださい。名前び重複していると、 
スキャンしたイメージび間違つたコンピュー 
ターに送信されることびありまず。 

初期設定の E メールソフトウェアを選択する 

已2ページ「スキャン toE メール」を使用ずる場合、 
初期設定の E メールソフトウェアび使用されまず。 

次の手順に従ラと、初期設定の E メールソフトウェア 
を選択でさまず。 

Windows 吕〇 00 の 場合 

1[スタート]一[設定]一[コント□-ルパネ 
ル]一[インターネットオプション]一[プ □ 
グラム]一 [電子 メール] 

2 目的の MA 円対応 E メールソフトウェア （[Outlook 
Express ] など）を選択ずる。一 l !0 K ] 

Windows XP の 場合 

1[スタート]一[コント □ —ルパネル]一[イ 
ンターネットオプション]一[プ□グラム]一 
[電子 メール] 


2 目的の MA 円対応 E メールソフトウェア （[Outlook 
Express ] など）を選択ずる。一 l !0 K ] 

Windows Vista の場合 

1[スタート]一[コント □ —ルパネル]一[イ 
ンターネットオプション]一[プログラム]一 
[プ□グラムの設定]一[プ□グラムのアクセス 
とコンピューターの既定の設定] 

• [ユーザーアカウントの制御] ダイア□グ画面 
び表おされた場合、[続行]をク U ックしてく 
ださい。 

2 [カスタム] 

3目的の MA 円対応 E メールソフトウェア 

([Windows メール]など）を[既定の電子メー 
ルプ □グラムを選択してください] から選択ずる。 
一にの 

Windows 7の場合 

1[スタート]一[コント □ —ルパネル]一[ネッ 
トワークとインターネット]一[インターネッ 
トオプション]一[プ□グラム]一[プ□グラ 
ムの設定]一[プ□グラムのアクセスとコン 
ピューターの既定の設定] 

2 [カスタム] 

3目的の MA 円対応 E メールソフトウェアを慨定の 

電子メールプ□グラムを選択してください]から 
選択ずる。一 [0 K ] 
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2 準備 


2.5 早見表 

2.5.1 環境に合わせて製品を使ラ 

コンピューターやネットワークに接続ずると、スキャンやファクス、音声メッセージの録音や再生で便利な機能 
を使ラことびできまず。 


スキャン機能一覧 


プッシュスキャン 


本機よりスキヤンして、接続しているコ 
ンピューターに転送ずる 



ビューアーで表示ずる（スキヤン to ビューアー）（已]ページ) 


ファイルとしてコンピューターに保をずる（スキヤン to ファイル) 
(51 ページ） 


E メールの添付ファイルにずる（スキヤン toE メール）（已2ぺ一 
ジ） 


OCR ソフトウェアを使用ずる仅キャン toOCR ) (已2ぺージ) 


本機よりスキヤンして、指定の E メールスキヤンしたイメージを、 E メールソフトウェアを使用せずに E メー 
ア ドレスに送付ずる (スキャン toE メールの添付ファイルとして直接送信ずることびできまず（已3ペー 


ルアドレス） ( LAN 接続び必要でず。） ジ)。 



お知らせ 

-事前に政下の設定び必要でず。 

- E メール サーバー 情報の設定 （128 ページ) 
- E メールアドレスの登録 （ 12日ページ） 


本機よりスキヤンして、ネットワーク上 
のフォルダーに送信ずる （ LAN 接続が必 
要でず。） 


FTP ヴーイ（一に送信ずる（スキヤン toFTP ヴーバ ー) 

スキヤンしたイメージを FTP サーバーのフォルダーに送信ずるこ 
とびできまず（已4ページ)。 



お知らせ 

-事前に LU 下の設定び必要でず。 

- FTP サーノ（一情報の設定 （ 123ページ) 


SM 己フォルダー(共有フォルダー)に送信ずる（スキヤン toSM 己 
フォルダー ） 

スキヤンしたイメージを LAN 上の共有フォルダーに送信ずること 
びできまず（已已ページ)。 


お知らせ 

-事前に LU 下の設定び必要でず。 

- SMB フォルダー設定 （123 ぺージ) 
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2 準備 



ファクス機能一覧 


ファクス送信 

コンピューターで作成した又:書をファク 
スメッセージとして送信ずる （ PC ファ 
クス送信） 

轉零 >4 

コンピューターでファクス文書を送信ずることびでさまず。詳細 
については81ぺージ「狂 1.4 コンピューターファイルをファ 
クスメッセージとしてコンピューターから送信ずる」を参照して 
<ださい。 



42 


取扱説明書 






















2 準備 


ファクス受信 


受信したファクスをコンピューターに送コンピューターでファクス文書を受信ずることびできまず 

信ずる （ PC ファクス受信） 旧8ぺージ)。 




• 本機からは印字されません。 

• 受信したファクスのデータは本機からは削除されまず。 

お知らせ 

-事前に LU 下の設定び必要でず。 

-見てから印刷機能を"ナシ"にずる旧日ぺージの 
機能#448) 

- PC ファクス設定機能を"ジョウジ"または"セツゾ 
クカノウジ" に設定ずる （1] 6ぺージの機能# 442) 


-受信するコンピューターを選択ずる （3 已ページの機 
能# 443) 


印刷ずる前にコンピューター画面で確認 
ずる （ Web 見てか5印刷） （ LAN 接続び 
必要でず。） 


受信したファクス文書を Web ブラウヴーで表示し、イメージを確 
認した後に、必要な文書を印刷または保をずることびでさまず 
(89 ぺージ)。 



• 受信したファクスのデータは本機からは削除されません。 

• 受信したファクス文書は、内容を見るか印刷したあと、でさる 
だけ早く消去してください旧日ページ)。 

• メモ U —びいっぱいになっていると、ファクスは受信でさませ 
ん。 


お知らせ 

-事前に政下の設定び必要でず。 

-見てから印刷機能を"アリ"にずる旧日ぺージの 
機能#448) 

-アクセスコードを登録ずる旧日ぺージの機能#4已 0) 


• ファクス受信の通知 (1 16ページの機能#4已1 ) を有効 
にずることを推奨しまず。受信したファクスでメモ U —び 
いっぱいになると、選択されているコンピューターび通知 
を受信します。 
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2 準備 


受信したファクスを自動的に E メールア 
ドレスに転送ずる（ファクス自動 E メー 
ル転送） ( LAN 接続が必要でず。） 


受信したファクスをあらかじめ設定した E メールアドレスに自動で 
転送ずることびできまず（ファクス自動 E メール転送機能)。外出 
先から受信したファクスを閲覧ずることびできまず (141 ページ)。 


• 受信したファクスのデータは本機からは削除されません。 



お知らせ 

-事前に政下の設定び必要でず。 

-留守電/ファクスモード （84 ページ）またはファ 
クス専巧モード （8 已ページ）を有効にずる 


-ファクス自動 E メール転送機能を"アリ"にずる 
(1 16ページの機能#4已 2) 


- E メールサーバー情報の設定 （128 ページ) 


- E メールアドレスの登録 （12 日ぺージ) 


-ファクス自動 E メール転送の宛先設定 （1] 8ページ) 


• PC ファクスを有効にし、コンピューターをオンのままにず 
ることを推奨しまず。本機の用紙切れ/メモ U —残量不足 
などを防止でさまず。詳細については、]4]ページを参 
照してください。 


インターネットフアクス 


原稿をインターネツトフアクスとして送 
信ずる （ LAN 接続び必要でず。） 

① E メールサーバー経由 


① E メールヴーバー搔由で送信ずる 

原稿を E メールの添付ファイルとしてインターネットファクスで送 
信ずることびできまず（日0ページ)。 




お知らせ 

-事前に LU 下の設定び必要でず。 

- E メールサーバー情報の設定 （128 ページ） 

- E メールアドレスの登録（推势 （12 日ページ） 

③インターネットフアクス対応機に直接送信ずる（ダイレクト 
SMTP ) 

送信ずるホ目手びインターネットフアクス対応機の場合、 E メール 
サーバーを経由せずに直接ホ目手機に送信ずることびでさまず 
(90 ぺージ)。 

お知らせ 

-事前に LU 下の設定び必要でず。 

-ダイレクト SMTP 送信設定を"アリ"にずる 
(1 14ページの機能#42已） 

- E メールサーバー情報の設定 （128 ページ）で、送信 
元アドレスを設定ずる。 

- E メールアドレスなどの登録 （12 日ページ） 


LAN 

USB 
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録音メッセージの転送-再生機能一覧 

録音メッセージ転送 


録音された留守ま電話メッセージを自動 
的に E メールアドレスにお送ずる（音声 
自動 E メールお送） （ LAN 接続び必要で 
ず。） 


外部から録音された留守番電話メッセージをあらかじめ設定した E 
メールアドレスに自動で転送ずることびできまず（音声自動 E メー 
ル転送)。 外出先から留守番電話メッセージを聞くことびでさまず 
(141 ページ）。 






• 録音された留守番電話メッセージのデータは本機からは削除さ 
れません。 


• 伝言録音 （94 ページ）および通話録音 （94 ページ）は 
転送されません。 

お® 5せ 


-事前に LU 下の設定び必要でず。 


-留守電/ファクスモードを有効にずる （84 ページ) 


-音声自動 E メール転送機能を"アリ"にずる 
(120 ページの機能#36日） 

- E メールサーバー情報の設定 （128 ページ) 


- E メールアドレスの登録 （12 日ページ) 


-音声自動 E メール転送の宛先設定 （120 ページ) 


• PC 音声管理を有効にし、コンピューターをオンのままにず 
ることを推奨しまず。本機のメモ U —残量不足などを防止 
でさまず。詳細については、] 4] ページを参照してくだ 
さい。 


録音されたメッセージを E メールアドレ 
スに転送ずる（ボイス toE メールアドレ 
ス） （ LAN 接続び必要でず。） 


録音されたメッセージを本機で再生した後に、音声ファイルとし 
て E メールに添付し、あらかじめ設定した E メールアドレスに直接 
送信ずることびできまず（日6ページ)。 



• 留守番電話メッセージだけでなく、伝言録音 （94 ページ) 
および通話録音 （94 ページ）ち送付ずることびでさまず。 

お知らせ 

-事前に政下の設定び必要でず。 

- E メール サーバー 情報の設定 （128 ページ） 


- E メールアドレスの登録 （ 12日ページ) 


録音されたメッセ ー ジを コン ピュ ー タ ー 
に転送ずる（ボイス toPC ) 


録音されたメッセージを本機で再生した後に、音声ファイルとし 
てコンピューターに転送ずることびできまず（日7ぺージ)。 



留守番電話メッセージだけでなく、伝言録音 （94 ページ) 
および通話録音 （94 ページ）を転送ずることびでさまず。 
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2 準備 


録音メッセージ再生 


録音された留守番電話メッセージをコン 
ピューターで受信し、再生ずる （ PC 音 
声管理） 


外部から録音された留守番電話メッセージをコンピューターで受 
信し、再生ずることびでさまず（日8ページ)。 

• 録音された留守番電話メッセージのデータは本機からは削除さ 



れます。 

• 伝言録音 （94 ページ）および通話録音 （94 ページ）は 
転送されません。 

お知らせ 

-事前に LU 下の設定び必要でず。 


-留守電/ファクスモードを有効にずる （84 ページ) 


- Web 音声管理設定を "ナシ" にずる（日日ぺージの 
機能# 367) 

- PC 音声管理を "ジョウジ" に設定ずる （1] 日ページ 
の機能#36已） 


-受信ずるコンピューターを選択ずる （3 已ページの機 
自排 366) 

コンピューター画面で、録音されたメッ 
セージを再生ずる （ Web 音声管理機能） 

( LAN 接続び必要でず。） 


録音されたメッセージを Web ブラウヴー上で再生ずることびでさ 
まず（日日ページ)。 

• 録音された音声メッセージのデータは本機からは削除されませ 






ん。 

• 伝言録音 （94 ページ）および通話録音 （94 ページ）を 
再生することびでさまず。 

お知らせ 

-事前に LU 下の設定び必要でず。 


- Web 音声管理設定を "アリ" にずる（日日ぺージの 
機能# 367) 


-アクセスコードを登録ずる（日日ぺージの機能#3日 8) 


LAN 

USB 
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3 プリンター 


3.1 プリンター 

3.1.1 Windows アプリケーシヨ 
ンか 50] 刷する 

Windows アプ U ケーシヨンで作成したファイルを印 
刷でさまず。たとえば、ワードパッドから印刷ずるに 
は、次の手順に従いまず。 

1 印刷ずるドキュメントを開<。 

2 [ファイル] メニューから [印刷…] を選択ずる。 

• [印刷] ダイア□グ画面び表おされまず。 

[印刷] ダイア□グ画面の詳細については、 

[?] をク U ックし、目的の項目をク U ックし 
て < ださい。 



3 プリンターー覧から本機の名前を選択ずる。 

• インス!-ールのとさに本機の名前を変更した場 
合、 U ストからその名前を選択してください。 

• プ U ンター設定を変更ずるには、次の手順に 
従って< ださい。 

Windows 2000の場合 

目的のタブをク U ックして、プリンター設定を 
変更します。 

Windows XP/Windows Vista/Windows 7 
の場合 

[詳細設定] をク U ックして、目的のタブをク 
U ックします。プ U ンター設定を変更して、 
[0 K ] をク U ックします。 

4 [印刷] をク U ックずる。 

• 印刷を開始しまず。 

お知らせ 

• 親機からの印刷を中止ずる方法については、 
143ページを参照してください。 


• 用紙のセット方法については、20、22ぺ一 
ジを参照して < ださい。 

• 巧紙の仕様については、 ] 7日ページを参照し 
て < ださい。 

• 印刷時にエラーび発生した場合、デバイスモニ 
ター （142 ページ）び自動的に起動し、エ 
ラー情報を表おしまず。 

プリンタープ□パテイの設定 

プ U ンター設定をステップ3で変更でさまず。用紙を 
大量に購入ずる前に、本機で用紙（サイズやタイプび 
特殊な用紙は特に）のテスト印刷を行ラことを推奨し 
まず。 

設定は次のタブで変更または表示でさまず。 

[昼本] :原稿サイズ、用紙の種類、用紙1枚に印刷ず 
るページ数など。 

[出力]: 印刷枚数、部単位など。 

[品質]: 印刷品質、コントラスト、トナーセーブ機能 
など。 

[効果]: ウォーターマーク、オーバーレイ。 

[プ□ファイル] :好みの設定の保を、保をした設定の 
選択など。 

[ヴポート]: バージョン情報およびサポートページの 
情報。 

おな15せ 


• 巧紙に応じて、[昼本]タブで目的の用紙の種 
類を選択して < ださい。 


使用ずる用紙のタイプ 

用紙の種類 

厚□普通紙 

75呂 / m ^ 〜9日 g / m ^ 

1：厚□普通紙] 

普通紙 

64 g / m 9 〜7已 g / m ^ 

階通紙] 

ラベル紙 

[ラベル網 

封筒 

掛筒]*1 

はびさ 

[はびさ]’2 


原稿サイズで [封筒長お 3 号]、[封筒長お 4 
号]、[封筒洋お 4 号]、[封筒 DL ] または [封 

筒 C 0 M -10] を選択してください。封筒にき 
れいに印刷するには、上下左ちのホ白を 10 mm 
じ(上に設定してください。 

で原稿サイズで [はがさ] を選択してください。 

• コンピューターから印刷ずる場合、プリンター 
プ□パティ設定び優先され、本機の次の機能設 
定び無効にな0まず。 
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3 プリンター 


-用紙種類設定（108ページの機能#383 
および# 384) 

-トナーセーブ設定 （10 日ページの機能 
#482) 

特殊用紙への印刷 

本機では、普通紙だけでなく特殊用紙（ラベル紙/封 
筒/はびさ）にを印刷ずることびでさまず。 

• 巧紙については] 7日ページを参照してください。 

• 印刷は手差しトレイで行ってください。用紙のセツ 
卜方法については22ページを参照してください。 

ラベル紙に印刷する 

レーヴープ U ンター用のラベル紙を使用してください。 
次のタイプを推奨します。 

Avery * 

51巨0/5161/51 62/51 63/5164/51 65/516 

7/已1已8 

XEROX * 

LWH 100/ LWH 1 1 0/ LWH 120/ LWH 1 30/ 
LWH 140 

• 印刷ずる面を下向さにし、一度に一枚ずつラベル 
紙をセツトしてください。 

• ラベル紙に印刷び終了ずるたびに、印刷済みのラ 
ベル紙を取り除いてください。 

• 次のタイプのラベル紙は使用しないでください。 

-しわまたは傷のあるラベル紙、および裏紙から 
はびれているラベル紙。 

-一部のラベルびはぎ取られて、隙間びある用紙。 

-次のよラに、裏紙を完全に覆っていないラベル 
紙。 


封筒に印刷ずる 

封筒は宛名面（貼り合わせのない面）を下にしてセッ 
卜して < ださい。 

裏面を下にしてセットしないでください。また、必ず 
封筒の ふたを閉じてから セットして<ださい。封筒の 
種類は、次のタイプを推奨しまず。 

-巧紙重量日0昼/ m 2 〜110邑 / m 2 の高品質封筒 


-縁び薄く、しっかりと折り目び付いている封筒 
- レーヴープ U ンター専用の封筒 

封筒長お3号/長お4号 

• 手差しトレイに表おされた封筒のイラスト方向に 
セツトして<ださい。 



封筒洋お4号 

• 脇側に貼り合わせのある封筒を使用してください。 

• 手差しトレイに表おされた封筒のイラスト方向に 
セツトして<ださい。 



お知らせ 

-高品質の封筒を使用した場合でち、しわや波な 
ちび発生ずることびあ0まず。 

• 湿度び高いとさは、印刷を避けて<ださい。湿 
度び高いと、封筒びカールしたり、ふたび密着 
ずることびありまず。 

• 封筒は水気や湿気のない場所に、縁び曲びった 
り、傷ついたりしない状態で平らに保管してく 
ださい。 

次のいずれかに該当ずる封筒は使用しないでください 
(使用ずると、紙詰まりの原因になることがありまず)。 

-不規則な形の封筒 
• 湿った封筒 
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3 プリンター 


• カール、しわ、傷、ねじれ、またはち折れなどび 
ある封筒 

• 斜めの合わせ目になっている封筒 

• 表面にざらつさびある封筒、または表面に光ミ尺の 
ある封筒 

• は<離紙をはびずだけで封びされる封筒 
• ふたび2枚 LU 上ある封筒 
• 糊付け部びベタついている封筒 
• 縁にしっかり折り目び付いていない封筒 
• 凹凸のある封筒 

• LU 前に印刷された封筒 

• 綿または繊維素巧び含まれている封筒 



斜めの合わせ は<離紙付さ 複数のふた 

巨 



ねじれ カール 端の®びり 



波巧ち ち折れ 

巧のいずれかに該当ずる封筒には印刷しないでくださ 
い（本機が損傷ずるおそれびありまず)。 

• 玉付さ封筒、または締め具や留め金の付いた封筒 
• 透明窓付さ封筒 

• 封入タイプの糊びあり、圧力のみ（水なし）で封 
びでさる封筒 



玉付さ封筒 透明窓付さ封筒 


はがさに印刷する 

• 通常はびきを使用してください。 

• インクジエットプ U ンター専用のはびきは使用し 
ないでください。 

• はびきをセットずるときは、切手マークと郵便ま 
号欄の位置を確認してください。 

3.1.2 Easy Print Utility 

プ U ンタードライノ（一の代ね0にパナソニック Easy 
Print U 川け y を使用して印刷ずると、実用的な印刷機 
能を便利に使用ずることびでさまず。 

-コンピューターの画面にプレビュー表示ずること 
で、不要な印刷を減らせまず。 

-複数のドキュメントを結合でさまず。 

-ファイルを PDF 形式で保をできまず。 

たとえば、ワードパッドから印刷ずるには、次の手順 
に従いまず。 

1 印刷ずるドキュメントを開く。 

2 [ファイル] メニューから [印刷…] を選択ずる。 

3 プリンタ 覧から [Panasonic Easy Print 

Driver ] を選択ずる。 

4 [印刷] をク U ックずる。 

• [Panasonic Easy Print Utility ] ダイア□グ 

画面が表示されます。 Easy Print Utility の詳 
細については 、い] をク U ックし、ヘルプを 
参照して < ださい。 
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3 プリンター 


5 [印刷ぺージ操作] ウインドウ（左欄の U スト）で 
目的のページをク U ックして、印刷イメージを表 
术すぶ)。 



• プ U ンター設定を変更ずる方法については、 

已〇ページを参照してください。 

• 別々のアプ1」ケーシヨンで作成された複数のド 
キユメントを結合ずる方法については、 

已〇ページを参照してください。 

• ファイルを PDF 形式で保をずる方法について 
は、已〇ページを参照してください。 

-事前に元のアプ U ケーシヨンで印刷枚数を設定 
した場合でも 、 Easy Print U 川 ity で再設定び 
必要になることびあ0まず。 

6 印刷ツールバーの [印刷] アイコンをク U ックずる。 

• 印刷を開始しまず。 


エコ印刷機能 

さまざまな印刷機能を使用し、テスト印刷なしに印刷 
イメージをプレビュー表おでさまず。 

プリンター設定 

ステップ5で、次のタブの設定を変更または表おでさ 
まず。 

[基本]: 出力ずる用紙サイズ、レイアウト印刷 
[出力]: 印刷部数、給紙方法、用紙の種類 
[品質]: カラーモード、トナーセーブ 
[効果]: ヘッダー、ウオーターマーク、フッター 


複数のドキュメントの結合 

別々のアプ U ケーシヨンで作成された複数のページを 
表示して、 ] つのドキュメントとして扱ラことびでさ 
ます。 

1 「3.1.2 Easy Print U 川 ity 」 のステップ]〜4を 
実行する。 

2 Easy Print Util ity に統合したい別のドキュメント 
を開<。 

3 [ファイル] メニューから [印刷...] を還おずる。 

• [印刷] ダイア□グ画面び表示されまず。 

4 プリンタ-覧から [Panasonic Easy Print 

Driver ] を選択ずる。 

5 [印刷] をク U ックずる。 

• 印刷プレビューウィンドウで、前のドキュメン 
卜の最終ページの後に現在のドキュメントび追 
加されまず。 

6 ステップ2〜已を繰0おず。 

7 必要に応じて、プ U ンター設定を変更ずる 
(50 ページ)。 

8 印刷ツールバーの [印刷] アイコンをク U ックずる。 

お知らせ 

• [印刷ぺージ操作] ウィンドウには、ドキュメ 
ントを最大で日日日ページ表おでさまず。 

PDF お式でのファイルの保を 

プレビュー表示されているファイルは、印刷の代わり 
に、 PDF 形式で保をずることびでさまず。 

1 「3.1.2 Easy Print U 川け y 」 のステップ1〜4を 
実行する。 

2 印刷ツールバーの [ PDF の瓶字] アイコンをク U ッ 
クずる。 

-[名前を付けて保を] ダイア□グ画面び表おさ 

れまず。 

3 保を先のフォルダーを指定して、ファイル名を入 
力し、 [保ち] をク U ックずる。 PDF ファイルび作 
成および保をされる間、 [ PDF の保存] ダイア□グ 
画面び表おされる。 

お知らせ 

• Easy Print Utility で作成される PDF ファイル 
はイメージ形式でず。 
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うスキヤ:^— 


4.1 スキャナー 

4.1.1 親機か5スキャンする 
(プッシュスキャン） 

親機の操作パネルを使用ずると、原稿を簡単にスキャ 
ンでさまず。スキャンモードの中から、スキャン後の 
イメージの用途に適したモードを選択ずることびでさ 
ます。 

お知らせ 

- 41ぺージ「スキャン機能一覧」に従い、事前 

に関連ずる機能の設定を行ってください。 

お知らせ 

• 前のスキャン設定を保持でさまず （122 ペー 
ジの機能#494)。 

• プッシュスキャン用に目的のスキャンモードを 
事前に設定してお<ことびでさまず 
(122 ぺージの機能#4日3)。 

• 原稿をスキャンずる場合、自動原稿送り装置よ 
りを原稿台ガラスを使巧した方び良い結果び得 
日れまず。 

• 自動原稿送り装置を使巧して原稿をスキャンし 
ているとさには、 ADF を開けないでください。 


ワン タツチキー 【スキヤン】 



【セット】 【,】レ】卜】 


スキヤン to ビユーアー 

1 原稿をセットずるに日ぺージ)。 

2【スキヤン】 


3 【り または 【*】 を繰り返し巧して、 "ビュー 
アー" を選択ずる。一 【セット】 

4 USB 接続の場合 

【り または 【 A 】 を繰り返し巧して、 "USB セツ 
ゾク" を選択ずる。一 【セット】 

LAN 接続の場合 

【り または 【*】 を繰り返し巧して、スキャン後 

のイメー ジの送信先となるコンピューターを選択 

する。一 【セット】 

5 必要に応じて、スキャン設定を変更ずる。 【►】 を 
巧し、 【り または 【4】 を繰り返し巧して目的の 
設定を選択ずる。一 【セット】 

• 複数のページをスキャンして1つのファイルに 
保をずる場合、ファイルあ式として TIFF また 
は PDF を選択してください。 

6原稿台ガラスを使巧ずる場合 

【スタート】 一本機び1ページ目の原稿をスキャ 
ンずる。次の原稿を原稿台ガラスの上に置いて、 
【セット】 を巧ず。この操作を繰り返してずベての 
原稿をスキャンし、 【スタート】 を巧ず。 

自動原稿送り装置を使用ずる場合 
【スタート】 

• スキャン後、スキャンされたイメージび 

[Quick Image Navigator ] ウィンドウに表 

をされます。 

7 スキャン終了後、 【ストップ】 を巧して、ステップ已 
で行った設定を U セットずる。 

お知らせ 

• スキャンを中止ずる方法については、 

143ページを参照してください。 

• スキャン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG 、 

PNG 、 BMP 、 または PDF 形式で保をできまず。 

• スキャンされたイメージは、 [設定] ウィンド 
ウ （3 日ページ）で選択したフォルダーに自動 
的に保をされまず。 

スキャン to ファイル 

1 原稿をセットずるに日ぺージ)。 

2【スキヤン】 
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4 スキャナー 


3【り または 【*】 を繰り返し巧して、 "ファイ 
ル" を還おずる。一 【セット】 

4 USB 接続の場合 

【り または 【4】 を繰り返し巧して 、 "US 己セツ 
ゾク" を選択ずる。一 【セット】 

LAN 接続の場合 

【▼】 または 【*】 を繰り返し巧して、スキャン後 

のイメージの送信先となるコンピューターを選択 

ずる。一 【セット】 

5 必要に応じて、スキャン設定を変更ずる。 【►】 を 
巧し、 【▼】 または 【1】 を繰り返し巧して目的の 
設定を選択ずる。一 【セット】 

• 複数のページをスキャンして]つのファイルに 
保をずる場合、ファイル形式として TIFF また 
は PDF を選択してください。 

6原稿台ガラスを使巧ずる場合 

【スタート】 一本機び1ぺージ目の原稿をスキャ 
ンずる。次の原稿を原稿台ガラスの上に置いて、 
【セット】 を巧ず。この操作を繰り返してずベての 
原稿をスキャンし、 【スタート】 を巧ず。 

自動原稿送り装置を使用ずる場合 
【スタート】 

• スキャンされたイメージは、 [設定] ウィンド 
ウで選択したフォルダーに自動的に保をされま 
ず。フォルダーを変更ずる方法については、 
39ページを参照してください。 

7 スキャン終了後、 【ストップ】 を巧して、ステップ已 
で行った設定を U セットずる。 

お知らせ 

• スキャンを中止ずる方法については、 

143ページを参照してください。 

• スキャン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG 、 
BMP 、 または PDF 形式で保をできまず。 


スキヤン toE メール 

スキヤンしたイメージを、 E メールの添付ファイルに 
することびでさまず。 

1 原稿をセットずる （2 日ぺージ)。 

2【スキヤン】 


3【り または 【4】 を繰り返し巧して、 " E メー 
ル" を還おずる。一 【セット】 

4 USB 接続の場合 

【り または 【 A 】 を繰り返し巧して、 " US 己セツ 
ゾク" を還おずる。一 【セット】 

LAN 接続の場合 

【り または 【4】 を繰り返し巧して、スキャン後 

のイメージの送信先となるコンピューターを選択 

ずる。一 【セット】 

5 必要に応じて、スキャン設定を変更ずる。 【►】 を 
巧し、 【り または 【4】 を繰り返し巧して目的の 
設定を選択ずる。一 【セット】 

• 複数のページをスキャンして1つのファイルに 
保をずる場合、ファイル形式として TIFF また 
は PDF を選択してください。 

6原稿台ガラスを使用ずる場合 

【スタート】 一本機び1ページ目の原稿をスキャ 
ンずる。次の原稿を原稿台ガラスの上に置いて、 
【セット】 を巧ず。この操作を繰り返してずベての 
原稿をスキャンし、 【スタート】 を巧ず。 

自動原稿送り装置を使用ずる場合 
【スタート】 

• E メールソフトウェアび自動的に起動し、ス 
キャンされたイメージび新規の E メールメッ 
セージに添付されまず。 

7 スキャン終了後、 【ストップ】 を巧して、ステップ已 
で行った設定を U セットずる。 

お知らせ 

-初期設定の E メールソフトウェアを選択ずる方 
法については、40ページを参照してください。 
• スキャンを中止ずる方法については、 

143ページを参照してください。 

• スキャン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG 、 また 
は PDF 形式で保をでさまず。 

• スキャンされたイメージは、 [設定] ウィンド 
ウ （3 日ページ）で選択したフォルダーに自動 
的に保をされまず。 

スキャン toOCR 

0巳 R ソフトウェアを使用ずると、イメージをテキスト 
データに変換でさまず。テキストデータはワープ□ソ 
フトなどで編集できまず。 
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4 スキャナー 


お役立ちヒント： 

OCR ソフトウェアは別売りでず。目的の第=ち 
0巳 R ソフトウェアをインス!ルして、 OCR ソフ 
トウェアのパスを事前に指定してください。パス 
を指定ずるには、下記に従って<ださい。 
Multi-Function Station を起動ずる。一 [設定] 
一 [OCR 設定] フィールドに OCR プ□グラムファ 
イル （. exe ) のパスを指定ずる。一 [0 K ] 

. 第兰ち OCR ソフトウェアの動作は、保証いた 
しかねまず。 


1 原稿をセットずるに日ぺージ)。 

2【スキャン】 

3【り または 【4】 を繰り返し巧して、 " OCR " を 
選択ずる。一 【セット】 

4 USB 接続の場合 

【り または 【4】 を繰り返し巧して、 "US 己セツ 
ゾク" を選択ずる。一 【セット】 

LAN 接続の場合 

【り または 【4】 を繰り返し巧して、スキャン後 

のイメージの送信先となるコンピューターを選択 

する。一 【セット】 

5 必要に応じて、スキャン設定を変更ずる。 【►】 を 
巧し、 【り または 【4】 を繰り返し巧して目的の 
設定を選択ずる。一 【セット】 

• 複数のページをスキャンして1つのファイルに 
保をする場合、ファイル形式として TIFF を選 
択してください。 

6原稿台ガラスを使用ずる場合 

【スタート】 一本機び1ぺージ目の原稿をスキャ 
ンずる。次の原稿を原稿台ガラスの上に置いて、 
【セット】 を巧ず。この操作を繰り返してずベての 
原稿をスキャンし、 【スタート】 を巧ず。 

自動原稿送り装置を使用ずる場合 
【スタート】 

• スキャン後、スキャンされたイメージび OCR 
ウィンドウに表示されまず。 

7 スキャン終了後、 【ストップ】 を巧して、ステップ已 
で行った設定を U セツトずる。 


お知5せ 

• スキヤンを中止ずる方法については、 

143ページを参照してください。 

• スキヤン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG 、 また 
は BMP お式で保をでさまず。 

• スキヤンされたイメージは、 [設定] ウィンド 
ウ （3 日ページ）で選択したフォルダーに自動 
的に保をされまず。 


スキャン toE メールアドレス （ LAN 接 
続のみ） 

スキャンしたイメージを、 E メールソフトウェアを使 
用せずに E メールの添付ファイルとして送信ずること 
びでさまず。 

お知5せ 

. 41 ぺージ「スキャン機能一覧」に従い、事前 

に関連ずる機能の設定を行ってください。 

1 原稿をセットずるに日ぺージ)。 

2【スキャン】 

3【り または 【4】 を繰り返し巧して、 "E メール 

アドレス" を選択ずる。一 【セット】 

4 E メールアドレスを入力ずる。 

ワンタッチ 1 〜 3 を使用ずる場合 

目的のワンタッチキーを巧ず。 

ワンタッチ 4 〜巨を使用ずる場合 

【シフト】 を巧し、目的のワンタッチキーを巧ず。 

ナビゲーターキーを使用ずる場合 

【り または 【4】 を繰り返し巧して、目的の宛先 
を選択ずる。 

テンキーを使用ずる場合 

【セット】 を巧して、テンキーを使用ずることによ 
り 、 E メールアドレスを入力ずる （138 ぺージ)。 

5【セット】 

6 必要に応じて、スキャン設定を変更ずる。 【►】 を 
巧し、 【り または 【4】 を繰り返し巧して目的の 
設定を選択ずる。一 【セット】 

• 複数のページをスキャンして1つのファイルに 
保をずる場合、ファイルあ式として PDF を推 
奨します。 
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4 スキャナー 


7原稿台ガラスを使用ずる場合 

【スタート】 一本機び1ぺージ目の原稿をスキャ 
ンずる。次の原稿を原稿台ガラスの上に置いて、 
【セット】 を巧ず。この操作を繰り返してずベての 
原稿をスキャンし、 【スタート】 を巧ず。 

自動原稿送り装置を使用ずる場合 
【スタート】 

• スキャンされたイメージは、 E メールの添付 
ファイルとして本機から直接送信されまず。 

8 スキャン，終了後、 【ストップ】 を巧して、ステップ6 
で行った設定を U セットずる。 

お知らせ 

• スキャンを中止ずる方法については、 

143ページを参照してください。 

• スキャン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG 、 また 
は PDF 形式で保をでさまず。 

• E メールアドレスは頭文字で検索ずることびで 
さまず。 

例："マツシタタ□ウ" 

1. 已3ぺージ「スキャン toE メールアドレス 
( LAN 接続のみ)」のステップ1〜3を実行 
する。 

2. 【7】 を繰り返し巧して、頭文き マ" の名 
前を表示ずる（文字入力については 
138ページを参照)。 

• 記号を検索ずるには、 【关】 を押してく 
ださい。 

3. 【り または 【4】 を繰り返し巧して、 "マ 
ツシタタ□ウ" を選択ずる。 

• 検索を中止するには、 【ストップ】 を巧 
して < ださい。 

• ワンタッチキーを使用して、目的の宛先にス 
キャンしたイメージを簡単に送信ずることびで 
きまず。この機能を使用ずるために、事前に E 
メールアドレスをワンタッチキーに登録してく 
ださい （12 日ページ)。 

1 . 原稿をセットずるに日ページ)。 

2. 【スキャン】 

3. ワンタッチ！〜3を使用ずる場合 

目的のワンタッチキーを巧ず。 

つ ンタッチ4〜6を使用ずる場合 
【シフト】 を巧し、目的のワンタツチキー 
を巧す。 


4. 【セット】 

5. 原稿台ガラスを使巧ずる場合 

【スタート】 一本機び1ぺージ目の原稿を 
スキャンずる。次の原稿を原稿台ガラスの 
上に置いて、 【セット】 を巧ず。この操作 
を繰りおしてずベての原稿をスキャンし、 

【スタート】 を巧ず。 

自動原稿送り装置を使用ずる場合 
【スタート】 


スキャン toFTP ヴーノ （ 一 （ LAN 接続の 
み） 

スキャンしたイメージを FTP サーバーのフォルダーに 
送信ずることびでさまず。 

お知らせ 

. 41ぺージ「スキャン機能一覧」に従い、事前 

に関連ずる機能の設定を巧ってください。 

1 原稿をセットずる （2 日ページ)。 

2【スキャン】 

3【▼】 または 【 A 】 を繰り返し巧して、 " FTP サー 
バー" を選択ずる。一 【セット】 

4【り または 【4】 を繰り返し巧して、スキャン後 
のイメージの送信先となる宛先を還択ずる。一 

【セット】 

5 必要に応じて、スキャン設定を変更ずる。 【►】 を 
巧し、 【り または 【4】 を繰り返し巧して目的の 
設定を選択ずる。一 【セット】 

• 複数のページをスキャンして]つのファイルに 
保をずる場合、ファイル形式として PDF を推 
奨しまず。 

6原稿台ガラスを使用ずる場合 

【スタート】 一本機び1ページ目の原稿をスキャ 
ンずる。次の原稿を原稿台ガラスの上に置いて、 
【セット】 を巧ず。この操作を繰り返してずベての 
原稿をスキャンし、 【スタート】 を巧ず。 

自動原稿送り装置を使用ずる場合 
に夕ート】 

• スキャンされたイメージは、自動的に FTP サー 
バー上の選択したフォルダーに保をされまず。 

7 スキャン終了後、 【ストップ】 を巧して、ステップ已 
で行った設定を U セツトずる。 
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4 スキヤナー 


お知らせ 

• スキヤンを中止ずる方法については、 

143ページを参照してください。 

• スキヤン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG 、 また 
は PDF 形式で保をでさまず。 

• スキヤンしたイメージを表示ずるには、事前に 
コンピューターにデータをダウン□ー ドしてお 
いて < ださい。 


お知5せ 

• スキヤンを中止ずる方法については、 

143ページを参照してください。 

• スキヤン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG 、 また 
は PDF 形式で保をでさまず。 

• この機能び正しく動作しない場合、ネットワー 
ク管理ちにごホ目談ください。本機の SMB 機能 
は NTMLV 2 および SMB 署名に対応していませ 
ん。 


スキャン toSMB フオルダー (LAN 接 
続のみ） 


スキャンしたイメージをネットワーク上のフォルダー 
に送信ずることびできまず。 

お知らせ 

- 41 ぺージ「スキャン機能一覧 J に従い、事前 

に関連ずる機能の設定を行ってください。 

1 原稿をセットずるに日ぺージ)。 

2【スキャン】 

3 【り または 【4】 を繰り返し巧して、 "SM 己フォ 

ルダー" を選択ずる。一 【セット】 

4 【り または 【*】 を繰り返し巧して、スキャン後 

のイメージの送信先となるフォルダーを選択ずる。 

一【セット】 

5 必要に応じて、スキャン設定を変更ずる。 【►】 を 
巧し、 【り または 【4】 を繰り返し巧して目的の 
設定を選択ずる。一 【セット】 

• 複数のページをスキャンして1つのファイルに 
保をする場合、ファイル形式として PDF を推 
奨しまず。 

6原稿台ガラスを使用ずる場合 

【スタート】 一本機び1ぺージ目の原稿をスキャ 
ンずる。次の原稿を原稿台ガラスの上に置いて、 
【セット】 を巧ず。この操作を繰り返してずベての 
原稿をスキャンし、 【スタート】 を巧ず。 

自動原稿送り装置を使用ずる場合 
【スタート】 

• スキャンされたイメージは、自動的にネット 
ワーク上の選択したフォルダーに保をされまず。 

7 スキャン終了後、 【ストップ】 を巧して、ステップ已 
で行った設定を U セツトずる。 
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4 スキャナー 


4.1.2 コンピユーターからスキャ 
ンする（プルスキャン） 

お知らせ 

• 原稿をスキャンずる場合、自動原稿送り装置よ 
りを原稿台ガラスを使用した方び良い結果び得 
られまず。 

• 自動原稿送り装置を使用して原稿をスキャンし 
ているとさには、 ADF を開けないでください。 


Multi-Function スキャンアプリケー 
シヨン①使用 

アプ U ケーシヨンのアイコンをク U ックずると、選択 

したアプ U ケーシヨンびスキャン後に自動的に起動し 

ます。 

1 原稿をセットずる （2 日ぺージ)。 

2 Multi - Fun 巳 ！; ion Station を起動ずる。一[スキャ 

ン] 

3 目的のアプ U ケーシヨンのアイコンをク U ックずる。 

• [カスタム] をク U ックずると、あらかじめ設 
定されているアプ U ケーシヨンび起動しまず。 

• 原稿のスキャン中にスキャンを中止ずるには、 
[キャンセル] をク U ックしてください。 

お知らせ 

• 各アプ U ケーシヨンのスキャン設定は事前に変 
要ずることびでさまず （3 日ページ)。 

• アプ U ケーシヨンのアイコンをポイントずると、 
そのアプ U ケーシヨンのスキャン設定びツール 
のヒントとして表おされまず。 

• スキャンされたイメージは、 [設定] ウインド 
ウ （3 日ページ）で選択したフォルダーに自動 
的に保をされまず。 

ビューアーの 使用 

1 原稿をセットずる （2 日ぺージ)。 

2 Multi - Fun 巳 ！; ion Station を起動ずる。 

3 [ユーテイリテイー] 一 [ビューア ー ] 

• [Quick Image Navigator ] び表示されます。 


4 [Quick Image Navigator ] ウィンドウの [イン 
ポートフオルダへイメージの取り込み…] アイコン 
をク U ックする。 

• 本機の名前を示すダイア□グ画面げ表示されま 
す。 

5 必要に応じて、コンピューターでスキャン設定を 
変更ずる。 

• スキャンずるイメージを確認ずるには、 [プレ 
ビュー] をク U ックしてください。フレームを 
ドラッグずると、スキャン範囲を指定でさまず。 
スキャン設定を変更した場合、 [プレビュー] 
をク U ックして、スキャンしたイメージを更新 
して < ださい。 

自動原稿送り装置を使用ずると、最ネ刃のページ 
のみび表示されまず。スキャンしたイメージを 
更新ずる必要びある場合、原稿をセットして再 
表示して < ださい。 

6 [スキャン] 

• ステップ已で自動原稿送り装置を使用してス 
キャンずるイメージを確認した場合、原稿を再 
セットして、 [スキャン] をク U ックしてくだ 
さい。 

• スキャン後、スキャンされたイメージび 

[Quick Image Navigator ] ウィンドウに表 

おされまず。 

• スキャンしたイメージを保をずるには、 [ファ 
イル] メニューから [名前を付けて保ち…] を 

選択してください。 

• 原稿のスキャン中にスキャンを中止ずるには、 
[キャンセル] をク U ックしてください。 

お知らせ 

• スキャン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG 、 

BMP 、 PNG 、 または PDF 形式で保をできまず。 

- 防 1ま装置] に [選択...] ボタンび表おされた 
場合、 [選択…] をク U ックして、リストから 
本機を選択し、 [0 K ] をク U ックしてくださし、 
プリンタードライノ（一び1つだけインス I -ール 
されている場合、 [選択...] ボタンは表示され 
ません。 

• ファイルまたはページ単位で移動、コピー、お 
よび削除ずることびでさまず。 
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その他のアプリケーシヨンの使用 

Multi-Function Station には、 TWAIN および WIA 巧 
応スキャナードライバーび含まれていまず。 TWAIN ま 
たは WIA に対応しているその他のアプ U ケーシヨンを 
使巧してスキャンずることをできまず。一般的に、次 
のよラな手順に従いまず。 

1 原稿をセットずるに日ぺージ)。 

2 TWAIN または WIA に対応しているアプ U ケーシヨ 
ンを起動ずる。 

3 TWAIN 対応の場合 

[ファイル] メニューから [イメージの取り込み] 
を選択ずる。 

WIA 対応の場合 

[ファイ J レ] メニューから [カメラまたはスキャナ 
か5取り込み…] を選択ずる。 

• 本機の名前をおずダイア□グ画面び表示されま 
す。 


4 必要に応じて、コンピューターでスキャン設定を 

変更ずる。 — > [スキャン] 

• スキャン後、スキャンされたイメージびアプ U 
ケーシヨンのウィンドウに表示されまず。 

• 原稿のスキャン中にスキャンを中止ずるには、 
[キャンセル] をク U ックしてください。 

お知らせ 

• WIA 対応アプ U ケーシヨンからのスキャンは、 
Windows XP、Windows Vista 、 および 
Windows 7 (いずれを USB 接続のみ）で利用 
でさまず。 

• 使巧するアプ U ケーシヨンに応じて、表おびを 
か異なることびありまず。 

• TWAIN スキャンを実施ずるときに、 [対象装 
圍に 觸只…] ボタンび表おされた場合、 曜 
択 ...] をク U ックし、 U ストから本機を選択し 
て、 [0 K ] をク U ックしてください。 
プリンタードライバーび1つだけインス I -ール 
されている場合、 [選択...] ボタンは表示され 
ません。 
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5.1 コピー 

5.1.1 コピーを作成する 
原稿台ガラスの使用 



惜守】 


1【コピー】 ライトび消えている場合、 【コピー】 を 
巧して点打させる。 

2 原稿をセットずる （2 日ぺージ)。 

3 必要に応じ、原稿のタイプに基づいてコピーサイ 
ズ（原稿サイズと用紙サイズ)、読取画質および読 
取濃度を変更する。 

• コピーサイズの選択方法については、 

已8ページを参照してください。 

-読取画質の還択方法については、已8ページ 
を参照して < ださい。 

-読取濃度の還択方法については、已8ページ 
を参照して < ださい。 

4 必要に応じて、コピー枚数を入力ずる（日日まで）。 

5【スタート】 

• コピーを開始しまず。 

6 コピー終了後、 【ストップ】 を巧して、ステップ3 
と4で行った設定を U セットずる。 

お知らせ 

• コピーを中止ずる方法については、]43ぺ一 
ジを参照して < ださい。 
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• 操作モードの初期値 （10 日ページの機能 
#463) と、操作モードの初期値に戻るまでの 
タイマー (10 日ぺージの機能#4日 4) を変更 
することびでさまず。 

-【留守】 ライトび点灯している場合、本機はコ 
ピーモードでちファクスを自動的に受信でさま 
す。 

コピーサイズを選択ずる 

1【コピーサイズ】 を繰り返し巧して、 "ゲンコウ 
サイズ" を選択ずる。 

2【り または 【*】 を繰り返し巧して、原稿のサイ 
ズを選択ずる。一 【セット】 

3【り または 【4】 を繰り返し巧して、用紙トレイ 
を選択ずる。 

• "トレイ 2" び選択されている場合、 【►】 を 
繰0返し巧して、用紙のサイズを変更でさまず。 
• 適切なズーム倍率び自動的に設定されまず。 
ズームコピー中には、一部のコピー機能を使用 
でさません。詳細については、60ページを 
参照して < ださい。 

4【セット】 

読取画質を選択ずる 

1【画質】 を巧ず。 

-"モジ/シャシン"： 文字および写真用。 

-"モジ"： 文字専用。 

-"シャシン"： 写真、陰影付さの図など。 

2【り または 【4】 を繰り返し巧して、読取画質を 
選択ずる。 

3【セット】 

お知らせ 

• 初期値の読取画質を変更でさまず（120ペー 
ジの機能#461)。 

読取濃度を選択ずる 

原稿の暗さまたは明るさに応じて、この設定を調整し 

てください。利用可能なレベルは曰段階あります。 

1【濃度】 を巧ず。 

2【り または 【4】 を繰り返し巧して、読取濃度を 
選択ずる。 






















已コピー 


3【セット】 

お包] 5せ 


自動原稿送り装置の使用 


ロピ-】 


-前の読取濃度設定を保持でさまず （ 10日ペー 



ジの機能#4日2)。 


【スタート】【ストッス 


1【コピ ー 】ライトび消えている場合、【コピー】を 
巧して点打させる。 

2 原稿をセットするに日ぺージ)。 

3必要に応じ、原稿のタイプに基づいてコピーサイ 
ズ（原稿サイズと巧紙サイズ)、読取画質および読 
取濃度を変更する。 

• コピーサイズの選択方法については、已8ペー 
ジを参照して < ださい。 

-読取画質の選択方法については、已8ページを 
参照して < ださい。 

-読取濃度の選択方法については、已8ページを 
参照して < ださい。 

4必要に応じて、コピー枚数を入力ずる（日日まで)。 

5【スタート】 

• コピーを 開始しまず。 

6コピー終了後、【ストップ】を巧して、ステップ3 
と4で行った設定を U セットずる。 

お知らせ 

• コピーを中止ずる方法については、]43ぺ一 
ジを参照して < ださい。 
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已コピー 


5.1.2 その他のコピー機能 

• 【コピ ー 】 ライトび点灯していることを確認してく 
ださい。 


例：1已〇 〇/〇拡大コピー 
原稿台ガラス（①）を使用ずる場合 

原稿 拡大コピー 


ズームコピー（拡大/縮ル） 

1 原稿をセットずる （2 日ぺージ)。 

2【ズーム】 を繰り返し巧して、原稿と用紙のサイズ 
に合ラズーム倍率を選択ずる。 

- "ズ ーム =100%" ’1 
-*■50%" 



自動原稿送り装置を使用ずる場合 


原稿 


お大コピー 


-"吕000/〇" 

‘1 【り または 【 A 】 を繰り返し押して、 "2 已％"〜 

"400%"まで一度に1%ずつズーム倍率を変更し 
て < ださい。 

テンキーを使用して、目的のパーセントを直接入力 
することちでをます。 



例： 70 %縮ル コピー 


3 【セット】 


原稿台ガラス（①）を使用ずる場合 


4 必要に応じて、コピー枚数を入力ずる（日日まで)。 

一【スタート】 

5 コピー終了後、【ストップ】を巧して、この機能を 
I 」セツトずる。 

おな15せ 


原稿 


縮 ルコピー 







• 次の機能では、ズームコピーを利用でさません。 
-力ードコピー機能（日1ぺージ） 

-イメージ U ピート機能（日]ページ） 


自動原稿送り装置を使用ずる場合 

原稿 縮ルコピー 


-ポスター機能 （62 ページ） 

-N in 1機能 （63 ぺージ） 

-N in 1復元印刷機能 （64 ページ） 

• 前のズーム設定を保持でさまず (121 ページ 
の機能#468)。 

-原稿台ガラスを使用ずる場合、本機の^マーク 

を起点として原稿のち上びズームされまず。 

-自動原稿送り装置を使用ずる場合、原稿上部の 

中央びズームされまず。原稿下部をズームコ 
ピーするには、原稿を上下逆にしてからコピー 
して < ださい。 



ソートコピー 

本機では、複数ページをコピーずるときに、元の原稿 
ページと同じ順序にソートしてコピーずることびでさ 
ます。 

1【コピー】 ライトび消えている場合、 【コピー】 を 
巧して点打させる。 


2 原稿をセットずる （2 日ページ)。 
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3 い】 を押して、 "ブタンイインサツ" を表示 

する。 

4【り または 【4】 を繰り返し巧して、"アリ"を 
選択ずる。 

5【セット】 

6 コピー枚数を入力ずる（日日まで)。 

7原稿台ガラスを使用ずる場合 

1. 【スタート】 

•] ページ目の原稿びスキヤンされまず。 

2. 次の原稿を原稿台ガラスの上に置いて、【セッ 
卜】を巧ず。この操作を繰り返してずベての 
ページをスキヤンし、【スタート】を巧ず。 

• コピーを 開始しまず。 

自動原稿送り装置を使用ずる場合 
【スタート】 

8コピー終了後、【ストップ】を巧して、この機能を 
U セツトずる。 

例： 4ぺージの原稿を2部コピーずる 





£3 


1 


4 

\ 

2 


3 


I 2 


2 


1 1 




ソートした場合のぺーソートしなかった場合 
ジ順序 のページ順序 

お知らせ 

• ソートコピーの実行中、本機は原稿をメモ U - 
に保をしまず。保を中にメモ U —びいっぱいに 
なった場合、保をされているページのみび印刷 
されまず。 

-前のソート設定を保持できまず (121 ページ 
の機能#46日)。 

試しコピー機能 

ソート機能を使巧して最初に原稿を1部コピーずるに 
は、【りまたは【4】を繰り返し巧して、"オタメシ 
コピ ー" を選択しまず（日〇ぺージ r ソートコピー」 


のステップ4)。本機はソート機能を使用して原稿を] 
部コピーした後、一時的に停止ずるので、コピーの状 
態を確認でさまず。適切にコピーされている場合、【ス 
タート】を巧して、コピーを続行しまず。 

適切にコピーされていない場合、【ストップ】を巧して、 
最初からやり直してください。 


カードコピー機能/イメージリピート 
機能（原稿台ガラスのみ） 

力ードコピー機能：両面原稿を1ぺージにコピーしまず。 

イメージリピート機能：片面原稿を1ページに繰り返 

しコピーし まず。 

お知らせ 

• コピー原稿は用紙に合わせて縮ルされないため、 
サイズのルさい原稿（名刺など）のコピーに役 
立ちます。 

1 原稿をセットずるに日ぺージ)。 

• 横向きにコピーずるには、原稿を横方向にセッ 
卜してください。縦向きにコピーずるには、原 
稿を縦方向にセットしてください。 

• スキャン範囲は、ステップ4で選択した設定に 
応じて変更されまず。詳細については、 LU 下の 
表を参照して< ださい。陰影付さの領域びス 
キャンされまず。 

2【レイアウト】を繰り返し巧して、 "ぺージレイ 

アウト"を選択ずる。 

3【りまたは【4】を繰り返し巧して、" 力ードコ 

ピー"または"イメージリピート"を選択ずる。 

一【セット】 

4【りまたは【4】を繰り返し巧して、"吕 in 

1" 、 "4 in 1" または" 8 in r から原稿枚数 

を選択ずる。一【セット】 

• 力ードコピー機能の場合、次のステップに進ん 
で < ださい。 

• イメージ U ピート機能の場合、ステップ日に進 
んで < ださい。 

5【りまたは【4】を繰り返し巧して、 "ヨコホ 

ウコウ"または "タテホウコウ" からページレ 

イアウトを選択ずる。一【セット】 

6 必要に応じて、コピー枚数を入力ずる（日日まで)。 
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7力ードコピー機能 

1. 【スタート】 

•] ページ目びスキヤンされまず。 

2. 次の原稿を原稿台ガラスの上に置いて、【セッ 
卜】を巧ず。この操作を繰0おしてずベての原 
稿をスキヤンする。 

• コピーを 開始します。 

• 【スタート】を押すと、随時コピーを開始 
でさます。 

イメージリピート機能 
【スタート】 

8コピー終了後、【ストップ】を巧して、この機能を 
I 」セツトずる。 



イメージリピート機能 


お知らせ 

• 前のページレイアウト設定を保持でさまず 
(121ぺージの機能#467)。 

力ードコピー機能 



原稿 ページレイアウト 

"2 in 1" 



"4 in 1 



"8 in 1 



3 


口 





jj 



jd 



のの 

のの 


囚囚 

团囚 


II 


回 


□HIT] 
田田 
の田 
田の 


LJ 0000 

田团团团 


ポスター機能（原稿台ガラスのみ） 

原稿を2つ （"1 X 2" )、4つ （"2 X 2") または 
日つ （"3 X 3") の区画に分割し、各区画をお大し 
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てコピーずることびでさまず。印刷後に各用紙をのり 
で貼り合わせると、]枚の大さなポスターにでさまず。 


3 【りまたは【*】を繰り返し巧して、 "Nin 
1" を選択ずる。一【セット】 


ホ 

娘 

ハ \ 



1 原稿をセットずるに日ぺージ)。 

2【レイアウト】を繰り返し巧して、"ぺージレイ 
アウト"を選択ずる。 

3【▼】 または【4】を繰り返し巧して、"ポス 
夕一"を選択ずる。一【セット】 

4 【りまたは【4】を繰り返し巧して、 "IX 
2" 、 "2 X 2" または" 3 X 3" を選択ずる。一 

【セット】 

5 必要に応じて、コピー枚数を入力ずる（日日まで)。 

一【スタート】 

6コピー終了後、【ストップ】を巧して、この機能を 
I 」セットずる。 

お知らせ 

• 前のページレイアウト設定を保持でさまず 
(121ぺージの機能#467)。 

Nin 1 機能 

2、4、または8枚のぺージを]ぺージにコピーずると、 
巧紙を節約でさまず。この場合、原稿は用紙に合わせ 
て縮ルされます。 

1 原稿をセットずるに日ぺージ)。 

• 縦向きにコピーずるには、原稿を縦方向にセッ 
卜してください。横向きにコピーずるには、原 
稿を横方向にセットしてください。 

2【レイアウト】を繰り返し巧して、"ぺージレイ 
アウト"を還択ずる。 


4 【りまたは【4】を繰り返し巧して、"吕 in 
1" 、 "4 in 1" または "8 in 1" から原稿枚数 
を選択ずる。一【セット】 

5 【りまたは【*】を繰り返し巧して、 "タテホ 
ウコウ"または"ヨコホウコウ"からレイアウ 
卜を選択ずる。一【セット】 

6 必要に応じて、コピー枚数を入力ずる（日日まで)。 


7 原稿台ガラスを使用ずる場合 

1. 【スタート】 

•] ページ目の原稿びスキヤンされまず。 

2. 次の原稿を原稿台ガラスの上に置いて、【セツ 
卜】を巧ず。この操作を繰り返してずベての原 
稿をスキヤンする。 

• コピーを 開始します。 

• 【スタート】を押すと、随時コピーを開始 
でさまず。 

自動原稿送り装置を使用ずる場合 
【スタート】 


8コピー終了後、【ストップ】を巧して、この機能を 
U セツトずる。 


原稿 
"2 in 1 


ぺージレイアウト 
"タテホウコウ" 


可 B0 

_」 "ョコホゥコウ" 



"4 ini " "タテ 


ホウコウ" 


卜 

1 


円间 

1 

1 




回囚 



"3 ZI 


ホウコウ" 


圍團 
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お知らせ 

• 前のページレイアウト設定を保持でさまず 
(121 ぺージの機能#4日7)。 

Nin 1復元印刷機能（原稿台ガラスのみ） 

N in ] 機能でコピーした原稿を、元の別々のページに 
分割ずることびできまず。この機能は、"吕 in 1" お 
よび "4 in 1" 設定を使用して作成した原稿で利用で 
さまず。 

1 原稿をセットずる （2 日ぺージ)。 

2【レイアウト】を繰り返し巧して、"ぺージレイ 
アウト"を選択ずる。 

3【りまたは【4】を繰り返し巧して、 "Mini フ 
クゲン"を選択ずる。一【セット】 

4【りまたは【4】を繰り返し巧して、"吕 in 
1" または "4 in 1" から原稿枚数を選択ずる。一 

【セット】 

5【りまたは【4】を繰り返し巧して、 "タテホ 
ウコウ"または"ヨ〕ホウコウ"から原稿のぺ一 
ジレイアウトを選択ずる。一【セット】 

6 必要に応じて、コピー枚数を入力ずる（日日まで)。 

一【スタート】 

7コピー終了後、【ストップ】を巧して、この機能を 
I 」セットずる。 

エッジ機能 

本機では、用紙に合わせてコピー原稿を縮ルせずに、 
原稿のエツジをコピーしないよラに設定ずることびで 


きまず。この機能は、エッジの巧れた原稿をコピーず 
るとさに役立ちまず。 

お知らせ 

-この機能とページレイアウト機能は同時に使用 
でさません （N in 1を除く）。 

1 原稿をセットずる （2 日ページ)。 

2【レイアウト】を繰り返し巧して、"エッジ"を選 
択ずる。 

3【叫または【4】を繰り返し巧して、"アリ"を 
選択ずる。一【セット】 

4【▼】 または【4】を繰り返し巧して、"チョウへ 
ントジ" を選択ずる。一【セット】 

5テンキーを使用して、長巧のエッジ幅を入力ずる。 

一【セット】 

6【りまたは【4】を繰り返し巧して、"タンペン 
トジ"を選択ずる。一【セット】 

7テンキーを使用して、短辺のエッジ幅を入力ずる。 

一【セット】 

8 必要に応じて、コピー枚数を入力ずる（日日まで)。 

一【スタート】 

9コピー終了後、【ストップ】を巧して、この機能を 
U セットずる。 

お知らせ 

• 前のエッジ設定を保持でさまず(121ページ 
の機能#473)。 

とじ代機能 

本機では、余白をつくるために、原稿の特定のとじ代 
をコピーしないよラに設定ずることびでさまず。この 
機能は、コピーした原稿を製本ずる場合に役立ちまず。 

お知5せ 

• 設定したを白に基づいて自動的に縮ルコピーず 
る方法については、 12] ページの機能#474 
を参照して < ださい。 

• この機能とページレイアウト機能は同時に使用 
でさません。 
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1 原稿をセットずるに日ぺージ)。 

• 縦向きにコピーずるには、原稿を縦方向にセッ 
卜してください。横向きにコピーずるには、原 
稿を横方向にセットしてください。 

2【レイアウト】を繰り返し巧して、"トジシ□"を 
選択ずる。 

3【りまたは【4】を繰り返し巧して、"アリ"を 
選択ずる。一【セット】 

4【りまたは【*】を繰り返し巧して、 "タテホ 
ウコウ"または"ヨコホウコウ"からページレ 
イアウトを選択ずる。一【セット】 

5【りまたは【4】を繰り返し巧して、"ウ 

王"、"ミギ"、"ヒダリ" または"シタ"から、 
を白を設定ずるエッジを選択ずる。一【セット】 

6テンキーを使用して、余白の幅を入力ずる。一 

【セット】 


7必要に応じて、コピー枚数を入力ずる（日日まで)。 

一【スタート】 

8コピー終了後、【ストップ】を巧して、この機能を 
U セツトずる。 

お知らせ 

• 前の余白設定を保持でさます(121ページの 
機能#47已)。 


コピー予約 

次の条件では、コピー予約びでさまず。 

-本機びコンピューターからの原稿を印刷中の場合。 
-本機び受信したファクス文書を印刷中の場合。 

1原稿をセットずるに日ぺージ)。 

2 "PC プリントチュウデス"または"インサツ 

チュウデス" び表示されている間に、【コピー】 
を巧ず。 

3コピー枚数、読取画質、ズーム機能、ページレイ 
アウト機能など、必要な設定を行ラ。一【スター 
卜】 

• "コピーヨヤクチュウデス" び表示され 
ます。現在の印刷ジョブの後にコピーを開始し 
ます。 




巨電話 


6.1 電話の発信と受信 

6.1.1 電話をかける 
親機の場合 



【再ダイヤル】【モニター】 


1八ンドセットを取る。 

2電話番号をダイヤルずる。 

3電話を切るには、八ンドセットを戻ず。 

最後にダイヤルした番号に親機からちダイヤルす 
る 

【モニター】一【再ダイヤル】 

子機の場合 


1充電台からモ機を取り、【へ】を巧ず。 

• スピーカーホンで通話ずるとさは、【が】を巧 
します。 

2電話番号をダイヤルずる。 

• スピーカーホンで通話中は、ディスプレイ 
に"み"を表おしまず。 


3電話を切るには、【切】を巧ずかモ機を充電台に戻 
ず。 

会話を消音する 

ミュート機能を使ラと、巧手の声を聞くだけでこちら 
の声を聞こえなくずることびでさまず。 

1通話中に [ F 1] を巧ず。 

2【りまたは【4】を繰り返し巧して"ミュー 
卜"を選択ずる。 

3 【 F 2】 

• 解除ずるには、 【 F 1】 一【りまたは【4】を 

繰り返し巧して"ミュートカイジョ"を選び、 
【 F 2】 を巧してください。 

再ダイヤルリストを使用して再ダイヤルする（子 
機のみ） 

モ機からダイヤルした最近 10 件の電話番号を履歴に記 
憶しています。 

1【►】 を巧ず。 

2【▼】 または 【4】 を繰り返し巧して、再ダイヤル 
したい巧手を選択ずる。 

3【へ】 

再ダイヤルリストの番号を消去する 
1【►】 を巧ず。 

2【▼】 または 【4】 を繰り返し巧して、履歴を消去 
ずるホ目手を選択ずる。 

3 【 F 3】 一 【 F 1】 一【切】 

キー □ック 

誤操作を防ぐため、キー操作を受け付けないよラに設 
定でさまず。キー□ックを設定ずると、電話を受ける 
ことはでさまずび、ほかの操作はでさなくなりまず。 
キー□ックを設定ずるには、「ピッ」と音び鳴るまで 
【口】を3秒 LU 上巧しまず。 

• "キー□ックヲセッテイシマシタ" と表示 

されまず。 

キー□ックを解除ずるには、「ピッ」と音び鳴るまで 
【口】 を3秒];!上巧しまず。 

• "キー□ックヲカイジョシマシタ" と表示 

されまず。 



己己 
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お知らせ 

• キー□ックを設定しているとさは、累急連絡先 
(110や11日など）にも電話をかけることびで 
さません。 

• 親機の操作はでさまず。 

• 通話中は一時的にキー□ックび解除されまず。 
通話を終了ずると再度設定されまず。 

• キー□ック設定中にキー操作をしよラとずると 
ディスプレイに解除手順メッセージを表おしま 
す。 

• キー□ック設定中、呼び出し音び鳴っていると 
さに、通話拒否 （68 ページ）やあんしん応 
答 （68 ページ）の操作をずることはでさま 
す。 

ポーズ （ PBX などの場合） 

構内交換機 （ PBX ) に接続しているときや、電話番号 

に] 84や186を付けてかけるとさ、 [ F 1] (ポーズ） 

を入れまず。 

例：構内交換機 ( PBX ) に接続していて、外線電話を 

かけるとさ 

1 外線発信番号を巧ず。 

2 [ F 1] (ポーズ）を巧ず。 

3 電話番号をダイヤルずる。 

4【へ】 

例：電話番号に] 84または] 86を付けてかけるとさ 

1 ] 84または186をダイヤルずる。 

2 [ F 1] (ポーズ）を巧ず。 

3 電話番号をダイヤルずる。 

4【ベ 

お知らせ 

• 【へ】 を巧してダイヤル中にポーズを入れると 
きは、【►】を巧してください。 

6.1.2 電話を受ける 
親機の場合 

1 八ンドセットを取る。 

2 電話を切るには、八ンドセットを戻ず。 


モ機の場合 



1 充電台からモ機を取り、 【へ】 を巧ず。 

• 【り【4】【ィ】【►】【切】 [ F 1] [ F 2] 

【 F 3】 じ(外のどのキーを押してち電話を受けら 
れまず（エニーキーアンサー)。 

2 電話を切るには、 【切】 を巧ずかモ機を充電台に戻 
ず。 

オフフック応答 

充電台からモ機を取るだけで、電話を受けることびで 
さまず。 

1 【 F 1】 一阳】【0】【0】に】 

2【り または 【4】 を繰り返し巧して、 "アリ" を 
選択ずる。一 【 F 2】 

3 阿】 

お知らせ 

• モ機を使用してあんしん応答 （68 ページ 
ぺージ）を行う場合は、"ナシ"に設定してく 
ださい。 

6. 1 .3 あんしん応答 

呼出音び鳴っているとさに、巧手に名前を尋ねるメッ 
セージを流して巧手の声を確認したあと、電話に出た 
0、電話を切った0ずることびでさまず。 

巧手に名前を尋ねるメッセージは機能#244 
(107ページ）で変更ずることびでさまず。 

親機の場合 

1呼出音び鳴っているとさ、【あんしん応答】を巧ず。 
• 巧手に、名前を尋ねるメッセージび流れまず。 
巧手の声はスピーカーから聞こえまず。 
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2電話に出るとさ 

八ンドセットを取る。 

お断りのメッセージを流して電話を切るとき 

【*】を巧ず。 

もう一度名前を尋ねるメッセージを流ずとき 

【口】を巧ず。 

お知らせ 

• 【あんしん応答】を巧したあと、約40秒間操 
作をしないと、電話び切れまず。 

子機の場合 

1充電台からモ機を取り、 【 F 2】 または [ F 31 を巧 
す。 

2電話に出るとさ 

【へ】を巧ず。 

お断りのメッセージを流して電話を切るとき 

【并】を巧ず。 

もう一度名前を尋ねるメッセージを流ずとき 

【口】を巧ず。 

お知らせ 

.[ F 2] または [ F 3] を巧したあと、約40秒間 
操作をしないと、電話び切れまず。 

• オフフック応答（日7、131ぺージ）び有効 
になっていると、充電台からモ機を取るだけで 
電話を受け、あんしん応答の操作びでさません。 
オフフック応答を無効にしてください。 


6.1.4 通話拒否（子機のみ） 

呼出音び鳴っているとさや通話中に通話拒否の操作を 
すると、ホ目手に通話を拒否ずるメッセージを流し、電 
話び切れまず。通話中はチャイムを鳴らして、来客び 
あったよラにずることをでさまず。 

呼出音び鳴っているとを 

1 充電台からモ機を取る。 

2 【 F 1】 一 【 F 1】 

3お断〇のメッセージび2回流れて電話び切れまず。 

通話中 
1 [ F 1] 


2【りまたは【4】を巧して "ツウワキヨヒ "を 

選択ずる。一 [ F 2] 

3【▼】 または【4】を巧して"オンセイ"また 

は"チャイム"を選択ずる。一 【 F 2】 

• "オンセイ" を選択した場合、お断りのメッ 
セージび2回流れて電話び切れまず。 

• "チャイム" の場合、巧手にチャイムび聞こえ 
まず。電話は切れませんので、来客びあったこ 
とにして電話を切って < ださい。 

お知らせ 

• 通話拒否を中止ずる場合は、メッセージび流れ 
終わる前に【へ】を巧して通話してください。 

-発信ち番号表示機能を利用している場合、通話 
拒否をした時に通話拒否の設定画面び表示され 
まずび、本機では働さません。"パイ"を選 
択してち"トウ□クデキマセン"と表おさ 
れまず。 

-キャッチホンを受けたとさは、通話拒否機能は 
働さません。 


6.1.5 通話音質を変える（子機の 
み） 

通話中に巧手の声を聞さ取りやずくしたり（ボイスセ 
レクト)、自分の声を変えること（ボイスチェンジ）び 
でをます。 

ボイスセレクト 

1通話中に [ F 1] を巧ず。 

2【りまたは【*】を繰り返し巧して"ボイスセレ 
クト"を選択ずる。一 【F 吕】 

3【4】 または【-】を巧して声の音質（低〜高）を 
選択ずる。一 [ F 2] 

おがらせ 

• スピーカホンでの通話、内線通話では使えませ 
ん。 

-設定した通話音質は、次に設定ずるまで保持さ 
れまず。 
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ボイスチェンジ 
1通話中に [ F 11 を巧ず。 

2【▼】 または 【4】 を繰り返し巧して"ボイスチェ 
ンジ"を還おずる。一 【 F 2】 

3 [ F 1] 

通話中に、ボイスチェンジを解除するとを 
【 F 1】 一【りまたは【4】を繰り返し巧して"ボイス 
チェンジ"を選択ずる。一 【 F 2】 一 [ F 1] 

お知らせ 

• 次の場合は、ボイスチェンジは使えません 
-電話をかけたとさ。 

-電話をかけて通話中に、キャッチホンでか 
かってさた巧手との通話中。 

-内線電話中。 

- 3者通話中。 

— 録音中。 

6.2 自動ダイヤル 

6.2.1 親機：ワンタッチダイヤル 
機能と電話帳 

親機は、ワンタッチダイヤル機能 （6 項目）と電話帳 
(100項目）を備えていまず。 

• モ機は独自の電話帳を備えていまず （70 ぺ一 
ジ)。 

• 親機とモ機の間で電話帳項目をコピーずることび 
できまず （13 日ページ)。 

• ワンタッチ]と2は、ワンタッチダイヤルまたは同 
報送信のいずれかのキーに使用ずることびでさま 
す （7 日ページ)。 


• 【ファクス】ライトび点なしていることを確認して 
<ださい。 

ワン タツチキー 【消去】【セット】【ストップ】 


【シフト】【ファクス】【モニター】【機能】い】レ】卜】 

ワンタッチダイヤル項目の登録 

1【機能】を繰り返し巧して、"デンワチョウトウ 
□ク"を選択ずる。 

2 目的のワンタッチキーを選択ずる。 

ワンタッチ 1 〜 2 の場合 

1 . ワンタッチキーの1つを巧ず。 

2. 【りまたは【4】を繰り返し巧して、"バン 
ゴウ"を選択ずる。一【セット】 

ワンタッチ3の場合 
ワンタッチキーを巧ず。 

ワンタッチ4〜6①場合 

【シフト】を巧し、ワンタッチキーの]つを巧ず。 

3 ] 2文字政内で名前を入力ずる（文字入力について 
は] 38ページを参照)。一【セット】 

4 24巧 LU 内で電話番号を入力ずる。一【セット】 

• 他の項目を登録ずるには、ステップ2〜4を繰 
り返してください。 

5 【ストップ】 

お知らせ 

• 電話番号に入力されたスペースは2巧として力 
ウントされまず。 

電話帳項目の登録 

1【機能】を繰り返し巧して、"デンワチョウトウ 
□ク"を還おずる。一【►】 

2 ] 2文字政内で名前を入力ずる（文字入力について 

は] 38ぺージを参照)。一【セット】 
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巨電話 


3 24巧し U 内で電話番号を入力ずる。一【セット】 

• 他の項目を登録ずるには、ステップ2〜3を繰 
り返してください。 

4【機制 


2【り または 【4】 を繰り返し巧して、目的の項目 
を選択ずる。 

3【モニター】を巧ずか、ハンドセットを取る。 

• 本機は自動的にダイヤルを開始しまず。 


お知らせ 

• 電話番号に入力されたスペースは2巧として力 
ウントされまず。 


名前を頭文字で検索ずる 
例："マツシタタ□ウ" 


登録された項目の編集 
1【*】 

2【りまたは【4】を繰り返し巧して、目的の項目 
を選択する。一【機能】一【*】 

3必要に応じて、名前を編集ずる。一【セット】 

4必要に応じて、電話番号を編集ずる。一【セッ 

卜】一【ストッス 

登録された項目の消去 


2. 【▼】または【4】を巧して、電話帳を起動ずる。 

3. 【7】を繰り返し巧して、頭文字び"マ"の名前を 
表示ずる（文字入力については138ページを参 
照)。 

• 記号を検索ずるには、【关】を巧してください。 

4. 【りまたは【4】を繰り返し巧して、"マツシタ 
夕□ウ"を選択ずる。 

• 検索を中止するには、【ストップ】を押してく 
ださい。 

• 表おされているホ目手先にダイヤルずるには、【モ 
ニター】を巧ずか、八ンドセットを取って<だ 
さい。 


2【りまたは【4】を繰り返し巧して、目的の項目 
を選択ずる。一【消去】 

• 消去を中止ずるには、【ストップ】を押してく 
ださい。 

3【セット】一【ストップ】 


6.2.2 子機：ワンタッチダイヤル 
機能と電話帳 

モ機は、ワンタッチダイヤル機能 （2 項目）と電話帳 
(1 已〇項目）を備えていまず。 

• 電話帳で電話をかけるには 7] ページを参照し 
て < ださい。 


ワンタッチダイヤル機能を使用した電 
話の発信 

1【モニター】を巧ずか、八ンドセットを取る。 

2 目的のワンタッチキーを選択ずる。 

ワンタッチ1〜3の場合 

目的のワンタッチキーを巧ず。 

ワンタッチ4〜6の場合 

【シフト】を巧して、目的のワンタッチキーを巧ず。 
• 本機は自動的にダイヤルを開始しまず。 


親機とモ機の間で電話帳項目をコピーずることび 
でさまず （136 ページ)。 



-[F3] 

【切】 

【ワンタッチ2】 


電話帳を使用した電話の発信 


電話帳項目の登録 
1 [ F 2] を2回巧ず。 
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2名前を入力ずる。一 [ F 21 
• 12文字まで入力でさまず。 

• 文字入力のしかたは] 3日ページを参照してく 
ださい。 

3電話番号を市外局番から入力ずる。一 【 F 2】 

• 24巧まで入力できまず。 

4【▼】【*】【*】【►】を巧してグループを選択ず 
る。一 [ F 2] 

• 他の項目を登録ずるには、ステップ2〜4を繰 
りおしてください。 

5阿】 

再ダイヤルか!5登録する 

1【►】 

2【りまたは【4】を繰り返し巧して、登録ずるホ目 
手先を選択ずる。一 [ F 2] 

3名前を入力ずる。一 [ F 2] 

4電話番号を確認ずる。一 【 F 2】 

5【り【4】卜】【►】を巧してグループを選択ず 

る。一 【 F 2】 一【切】 

登録された項目の編集 

1 [ F 21 一【りまたは【4】を繰り返し巧して、"イ 

チランケンサク"を選択ずる。一 [ F 2] 

2【▼】【*】【*】【►】を巧して、修正ずるホ目手先 
を選択ずる。一 [ F 21 

3名前を修正ずる。一 [ F 2] 

4電話番号を修正ずる。一 【 F 2】 

5【り【4】【ィ】【►】を巧して、グループを選択 
する。一 【 F 2】 


登録された項目の消去 

特定の項目を消去する 

1 【 F 2】 一【りまたは【*】を巧して、"イチラン 
ケンサク"を還おずる。一 【 F 2】 

2【り【4】【ィ】【►】 を巧して、消去ずる項目を 
選択ずる。 

3 【 F 3】 一 【 F 1】 一【切】 

すべての項目を消去する 
1 【 F 1】 一【口】【1】【4】【4】一 【 F 2】 

2 [ F 1] 

ワンタッチダイヤル項目の登録 

1 【 F 1】 一【ワンタッチ1】または【ワンタッチ2】 
一 【 F 2】 

2【り【4】い】【►】 を巧して、電話帳から登録 
したい相手を選択ずる。 

3 【 F 2】 

登録を確認するには 

【 F 1】 一【ワンタッチ1】または【ワンタッチ2】一 
【切】 

消去ずるには 

【 F 1】 一【ワンタッチ1】または【ワンタッチ2】一 
[ F 31 一町】 

電話帳を使用した電話の発信 

1 [ F 2] 一【▼】または【4】を巧して、"イチラン 
ケンサク"を選択ずる。一 【 F 2】 

2【り【4】い】【►】 を巧して、ホ目手先を選択ず 
る。 

3 【へ】または【が】 


6阿】 


名前で検索する 

1 [ F 2] 一【りまたは【4】を巧して、"ナマエ 
ケンサク"を還おずる。一 【 F 2】 

2名前を入力ずる。一 [ F 21 
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3 【▼】【*】【<】【►】を巧して、ホ目手先を選択ず 

る。 

4 【へ】または【み】 

名前をグループか!5検索する 
1 [ F 2] 一【りまたは【4】を巧して、"グループ 
ケンサク"を還おずる。一 【 F 2】 

2【り【4】卜】【►】 を巧して、グループを選択 

ずる。一 [ F 2] 

3【り【4】【ィ】【►】 を巧して、ホ目手先を選択ず 
る。 

4【ぺ または【が】 

ワンタッチダイヤル機能を使用した電 
話の発信 

【へ】または【み】一【ワンタッチ1】または【ワン 
タッチ吕】 

• 先にワンタッチダイヤル（【ワンタッチ1】または 
【ワンタッチ2】）を巧してかけることちでさまず。 
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7 発信ちを号表示 


ス1発信者番号表示ヴービ 
ス 

7.1.1 発信者番号表示サービス 

本機は電話会社から提供されている発信ち番号表示サー 
ビスに対応していまず。 この機能を利用ずるためには、 
発信者番号表示サービスへのお申し込みび必要でず。 

• 地域によっては、サービスび提供されていない場 
合びありまず。詳細については、ご利用の電話会 
社にお問い合わせください。 

-発信者番号表示設定（107ページの機能#204) 
び有効になっていることを事前に確認してください。 


発信者番号の表示方法 

最初の呼び出し音の前に、発信をの電話番号び表おさ 
れます。電話に応答ずるかどラか選択でさまず。 

本機は最近30件の着信から発信ちの情報（名前、電話 
番号、および着信日時）を自動的に登録しまず。発信 
者情報をディスプレイに表示ずること （74 ぺ一 
ジ)、または親機から着信メモ U — U ストを印刷ずるこ 
と （ 177ページ）び可能でず。 

お知らせ 

-発信を情報を受信したときに、その情報び本機 
のワンタッチダイヤルまたは電話帳に登録され 
ている電話番号と一致した場合、登録されてい 
る名前び表おされまず。 

• 本機び PBX (構内交換機）システムに接続さ 
れている場合、発信ち情報を正しく受信でさな 
いことびありまず。ご利用の PBX 業ちにごホ目 
談< ださい。 


ずと"メイワクセッテイ"や "キヨヒセッ 

テイ"の画面び表示されまずび、本機では働さ 
ません。"パイ"を選択してを、 "トウ□クデ 
キマセン"と表おされまず。 

不在時着信 

発信ち情報を受信してを着信に応答しない場合、本機 
はこの着信を不在時着信として処理しまず。不在時着 
信の数は、ディスプレイに表おされまず。これによ0、 
不在時に着信した発信ちを確認ずるために着信メモ U — 
U ストを表示ずる必要びあるかどラかを知ることびで 
さまず。 

キャッチホンまたは発信ち番号表示機能付き 
キャッチホンを利用する場合 

キャッチホンを使用ずるには、サービスプ□バイダー 
/電話会社のキャッチホンサービスをまず申し込む必 
要びありまず。 

この機能を使巧ずると、電話での通話中に着信を受信 
ずることびでさまず。電話の使用中に着信を受信ずる 
と、キャッチホン!-ーンび聞こえまず。 

発信ち番号表示ヴービスと、発信ち番号表示機能付き 
キャッチホンヴービスの両方を申し込んでいる場合、 

キャッチホン I -ーンび聞こえた後に、2番目の発信ち 
の情報び、使用中の親機またはモ機に表示されまず。 
キャッチホン-ディスプレイを使用ずる場合は、機能 
#20已を有効にしてください （107 ページ)。 

1親機の【キャッチ】またはモ機の 【 F 3】 （キャッ 
チ）を押して、2番目の着信に応答ずる。 

2着信を切り換えるには、親機の【キャッチ】また 
はモ機の [ F 3] (キャッチ）を巧ず。 

お知らせ 

• ご利用地域でのこのサービスの有無および詳細 
については、サービスプ□バイダー/電話会社 
にお問い合わせください。 


-本機び発信ち情報を受信でさない場合、次のよ 
ラに表示されまず。 

"ヒヨウジケンガイ"：発信をび発信を番号通知 
サービスの提供されていない地域から電話した。 
"ヒツウチ"：発信をび発信を情報の非通知を選 
択した。 

"コウシュウデンワ"：発信ちび公衆電話から電 
話した。 

"ヒヨウジデキマセン"/ "ガイセンチヤ 

クシン"：発信ち情報を正しく受信でさなかつ 
た。 

-発信ち番号または発信ち情報（"ヒツウチ"な 
ど）を子機の着信履歴で表示中に、 【 F 2】 を巧 
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7.1.2 発信者情報を使用して表示 
およびかけ直しを巧う 
親機の場合 

• 【ファクス】ライトび点打していることを確認して 
ください。 

1【着信メモリー】 

2【パを繰り返し巧して、最近受信した発信を番号 
情報から検索ずる。 

• 【*】を巧ずと、表示順序び逆にな0まず。 

• ファクスを送信ずる方法については、 

76ページを参照してください。 

3【モニター】を巧ずか、ハンドセットを持ち上げて 
かけ直ず。 

表示を中止ずる 
【ストップ】を巧して<ださい。 

発信ち情報の表示状態を変更ずる 

ステップ 2 の後で【着信メモリー】を繰り返し巧して、 
名前/電話番号情報を変更してください。 

子機の場合 
1【ィ】 

2【 ▼ 】を繰り返し巧して、最近受信した発信を番号 
情報から検索ずる。 

• 新しい順に表示されます。 

3【へ】または【時】を巧してかけ直ず。 

表示を中止する 

【切】を巧してください。 

発信者情報に関ずる記号と操作 

"本"の意ほ 

親機または子機で履歴表示や応答を行っていない場合、 
"木"び表示されます。 


7.1.3 発信者情報を消去ずる 

親機の場合 

すべての発信ち情報の消去 

1【機能】を繰り返し巧して、"チヤクシンメモ 
リーセッテイ"を選択ずる。一【セット】 

• "チヤクシンメモリーショウキョ" び表示 

されまず。 

2【セット】 

• 消去を中止ずるには、【ストップ】を巧してか 
ら【機能】を巧してください。 

3【セット】一【ストップ】 

特定の発信ち情報の消去 

• 【ファクス】ライトび点巧していることを確認して 
ください。 

1【着信メモリー】 

2【りまたは【4】を繰り返し巧して、目的の項目 

を選択ずる。一【消去】一【セット】一【ス 
トップ】 

子機の場合 

すべての発信ち情報の消去 

1 【ィ】 一 【 F 3】 一 [ F 1] 

特定の発信ち情報の消去 

1【ィ】 

2【パを繰り返し巧して、最近受信した発信ち番号 
情報から検索ずる。 

3 【 F 3】 一 【 F 1】 

7.1.4 発信者情報を登録する 

ワンタッチダイヤル機能と電話帳への 
登録爛機） 

• 【ファクス】ライトび点灯していることを確認して 
<ださい。 

1【着信メモリー】 
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7 発信ちを号表示 


2【りまたは【4】を繰り返し巧して、目的の項目 
を選択ずる。 

3職制 

4ワンタッチキーまたは電話帳を選択ずる。 

ワンタッチ1〜2の場合 

1 . 目的のワンタッチキーを巧ず。 

2. 【りまたは【4】を繰り返し巧して、"バン 

ゴウ"を選択ずる。一【セット】一【セット】 
ワンタッチ3の場合 
ワンタッチキーを巧ず。一【セット】 

ワンタッチ4〜已①場合 

【シフト】を巧してから、目的のワンタッチキーを 

巧ず。一【セット】 

電話帳の場合 

【ィ】または【►】を巧ず。一【セット】 

5【セット】 

お知らせ 

• 名前または電話番号の編集方法については、 
70ページを参照してください。 

• すでに項目び割0当てられているワンタッチ 
キーに項目を割り当てると、前の項目は置さ換 
えられまず。 

• ワンタッチ]と2は、ワンタッチダイヤルまた 
は同報送信のいずれかのキーに使用ずることび 
でさまず （7 日ページ)。 

電話帳への登録（子機） 

1【ィ】 

2【，】 を繰り返し巧して、最近受信した発信ち番号 
情報から検索ずる。 

3 【巧一 【 F 2】 

4 70ぺージ r 電話帳項目の登録」のステップ2〜已 
を参照して名前および電話番号の編集、およびグ 
ループ選択をする。 
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8 ファクス 


8.1 ファクス送信 
8 . 1.1 ファクスを手動で送信ずる 
原稿台ガラスの使用 

原稿台ガラスを使用すると、ルさいサイズの紙やル冊 
子の1ページを送信ずることびでさまず。 



1【ファクス】 ライトび消えている場合、 【ファクス】 

を巧して点巧させる。 

2 原稿をセットずる （2 日ぺージ)。 

3 必要に応じ、原稿のタイプに基づいて読取画質と 
読取濃度を変更する。 

-読取画質の選択方法については、76ページ 
を参照して < ださい。 

-読取濃度の選択方法については、77ページ 
を参照して < ださい。 

4 ファクス番号をダイヤルずる。 

5 【スタート】 

6 ファクス送信先再入カメッセージび表示されたら、 
をラー度テンキーを使用してファクス番号をダイ 

ヤルする。一 【スタート】 

• ファクス番号び一致しない場合は、ステップ3 
に戻りまず。 


-直接ダイヤル再入力機能 (113 ページの機能 
#422) を "ナシ" に設定ずると、ファクス送 
信先再入カメッセージは表示されません。 

7 ファクス送信先確認表示で送信先を確認ずる。一 

【スタート】 

• "ヨミトリ A [セット]ヲオス" "ソウ 
シン八[スタート]ヲオス" び表示される 
までお待ちください。 

-送信先確認機能(113ページページの機能 
#420) を "ナシ" に設定ずると、ファクス送 
信先確認メッセージは表おされません。 

81 ぺージを送信ずるには 
【スタート】 を巧ず。 

複数ぺージを送信ずるには 

1. 次の原福を原福台ガフスの上に置く。-> 【セッ 

卜】 

• さらにページを送信ずるには、このステッ 
プを繰り返してください。 

2. ずべてのページびスキヤンされたら、 【スター 
卜】 を巧ず。 

お知らせ 

• 送信を中止する方法については、143ページ 
を参照して < ださい。 

-ホ目手先との通話中に、 【スタート】 の後に 【1】 
を押して、ファクスを送信ずることびでさまず 
(ファクスを受信するには、【2】を巧してくだ 
さい)。 

• 操作モードの初期値 （10 日ページの機能 
#463) と、操作モードの初期値に戻るまでの 
タイマー (10 日ぺージの機能#4日 4) を変更 
ずることびでさまず。 

読取画質を選択する 

1【画質】 を巧ず。 

2【り または 【4】 を繰り返し巧して、読取画質を 
選択ずる。 

-"フツウ"： 通常サイズの文字に適していまず。 

-"チイサイ"： ルさいサイズの文字に適してい 
9 〇 

-"サイミツ"： 非常にルさいサイズの文字に適 
していまず。 

-"シヤシン"： 写真、陰影付さの図などに適し 
ていまず。 
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8 フアクス 


3 【セット】 

• "チイサイ"、"サイミツ"、 および"シャシ 

ン"設定を使用ずると、送信時間び長くなりまず。 

読取濃度を選択ずる 

原稿の暗さまたは明るさに応じて、この設定を調整し 
てください。利用可能なレベルは曰段階あります。 

1【濃度】 を巧ず。 

2【叫 または 【4】 を繰り返し巧して、読取濃度を 
選択ずる。 

3 【セット】 

お知らせ 

-前の読取濃度設定を保をでさまず （ 10日ペー 
ジの機能#462)。 

最後にダイヤルした番号に再ダイヤルする 
【再ダイヤル】 

-回線び話し中の場合、本機は自動的にその番号を 
2回じ(上再ダイヤルしまず。 

お知らせ 

• 送信を中止ずる方法については、] 43ページ 
を参照して < ださい。 

ファクス送信の予約（二重アクセス） 

本機では、ファクス受信中またはメモ U - からのファ 
クス送信中でち、ファクス送信を予約ずることびでき 
ます。 

-送信中は3件まで予約でさまず。 

-受信中は4件まで予約でさまず。 

1 ファクス受信中またはメモ U - からのファクス送 
信中に原稿をセットずる。 

2 テンキー、ワンタッチダイヤル、または電話帳を 
使巧して、ファクス番号を入力ずる。 

3 原稿台ガラスを使巧ずる場合、【スタート】を巧し 

て、]ぺージ目をスキャンずる。次の原福を原搞台 
ガラスの上に置いて、【セット】を巧ず。この操作 
を繰り返してずベての原稿をスキャンし、【スター 
卜】を巧ず。 

自動原稿送り装置を使用ずる場合、【スタート】を 

巧ず。 

• 原稿びメモ U —容量を超えると、原稿の予約は中 
止されます。この場合、ずべての原稿を手動で送 
信ずる必要びありまず。 


ファクス送信結果レポートの印刷 

ファクス送信結果レポートには、通信結果の記録び印 
刷されまず。ファクス送信結果レポートを印刷ずるに 
は、機能# 40] び有効になっていることを確認してく 
ださい（110ページ)。メッセージの説明については、 
144ページを参照してください。 

通信履歴レポートの印刷 

通信履歴レポートには、最近30件のファクスの記録び 
印刷されまず。手動で印刷ずる方法については、 

177ページを参照してください。新規ファクスの送 
受信30件ごとに通信履歴レポートを自動的に印刷ずる 
には、機能#402び有効になっていることを確認して 
ください（110ページ)。メッセージの説明について 
は、] 44ページを参照してください。 


自動原稿送り装置の使用 



1【ファクス】ライトび消えている場合、【ファクス】 

を巧して点打させる。 

2 原稿をセットずるに日ぺージ)。 

3 必要に応じ、原稿のタイプに基づいて読取画質と 
読取濃度を変更ずる。 

-読取画質の選択方法については、76ページを 
参照して < ださい。 

-読取濃度の選択方法については、77ページを 
参照して < ださい。 

4 【モニター】 

5 ファクス番号をダイヤルずる。 
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8 ファクス 


6ファクス音び聞こえた場合 
【スタート】 を巧ず。 

柏手先び着信に応答した場合 

八ンドセットを持ち上げて、スタートボタンを巧 
ずよラに依頼ずる。ファクス音び聞こえたら、 【ス 

タート】 を巧ず。 

お知らせ 

• 【スタート】 を巧したら、ハンドセットを戻し 
て < ださい。 

• 送信を中止する方法については、] 43ページ 
を参照して < ださい。 

-自動原稿送り装置を使用してファクスを送信し 
ているとさには、 ADF を開けないでください。 

ファクス番号の事前ダイヤル 

1 ファクス番号を入力ずる。 

2 原稿をセットする （2 日ぺージ) 。一 【スタート】 

3 ファクス送信先再入カメッセージび表示されたら、 
をラー度テンキーを使用してファクス番号をダイ 

ヤルする。一 【スタート】 

4 ファクス送信先確認表示で送信先を確認ずる。一 

【スタート】 

メモリーか5の送信（メモリー送信機能） 

1 原稿をセットずる （2 日ぺージ)。 

2 ファクス番号を入力ずる。一 【メモリー送信】 

3 ファクス送信先再入カメッセージび表示されたら、 
をラー度テンキーを使用してファクス番号をダイ 

ヤルする。一 【スタート】 

4 ファクス送信先確認表おで送信先を確認ずる。一 

【スタート】 


8 . 1.2 ワンタッチダイヤル機能と 
電話帳を使用してファクスを送信 
する 

この機能を使用ずる前に、送信先の名前と電話番号を 
ワンタッチダイヤル機能と電話帳に登録してください 
(日日ぺージ)。 

• 【ファクス】 ライトび点灯していることを確認して 
ください。 

原稿台ガラスの使用 

1 原稿をセットずる （2 日ページ)。 

2 必要に応じて、読取画質 （76 ページ）と読取濃度 
(77 ページ）を変更ずる。 

3 ファクス番号を入力ずる。 

ワンタッチ 1 〜 3 の使用 

目的のワンタッチキーを巧ず。 

ワンタッチ 4 〜 6 の使用 

【シフト】 を巧してから、目的のワンタッチキーを 
巧ず。 

電話帳の使用 

【►】 を巧してから、 【り または い】 を繰り返し 
押して、目的の項目を選択ずる。 

4【スタート】 

5 ファクス送信先確認表おで送信先を確認ずる。^ 

【スタート】 

• "ヨミトリ A [セット]ヲオス""ソウシ 
ン八[スタート]ヲオス" び表示されるま 
でお待ちください。 

-送信先確認機能 (113 ページの機能# 420) 
を "ナシ" に設定ずると、ファクス送信先確認 
メッセージは表示されません。 

61ぺージを送信ずるには 
【スタート】 を巧ず。 

複数ぺージを送信ずるには 


1. 次の原福を原福台ガフスの上1し置く。-> 【セツ 

卜】 

• さらにページを送信ずるには、このステツ 
プを繰り返してください。 

2. ずべてのページびスキヤンされたら、 【スター 
卜】 を巧ず。 
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8 ：7 アクス 


名前を頭文字で検索する 
例："マツシタタ□ウ" 

1- 【>►】 

2. 【りまたは【4】を巧して、電話帳を開く。 

3. 【7】を繰り返し巧して、頭文字び"マ"の名前を 
表示ずる（文字入力については138ページを参 
照)。 

• 記号を検索ずるには、【*】を巧してください。 

4. 【りまたは【4】を繰り返し巧して、"マツシタ 
夕□ウ"を選択ずる。 

• 検索を中止ずるには、【ストップ】を押してく 
ださい。 

ファクス自動再ダイヤル 

回線び話し中の場合、またはホ目手先の応答びない場合、 
本機は自動的にその番号を2回じ(上再ダイヤルしまず。 

お知らせ 

• 送信を中止ずる方法については、143ページ 
を参照して < ださい。 

自動原稿送り装置の使用 

1 原稿をセットずるに日ぺージ)。 

2必要に応じて、読取画質 （76 ページ）と読取濃度 
(77 ページ）を変更ずる。 

3ワンタッチダイヤルまたは電話帳を使用して、ファ 
クス番号を入力する。 

4【スタート】 

5ファクス送信先確認表示で送信先を確認する。^ 

【スタート】 


8 . 1.3 同報送信 

同じ原稿を複数の送信先に一度に送信できまず （2 □箇 
所まで)。この機能を使用ずる前に、ファクス番号を同 
報送信メモ U —に登録してください。 

登録した項目は同報送信メモ U —に残るため、頻繁に 
使用ずるときには便利でず。 

-同報送信機能では、ワンタッチ1〜2を使巧しまず。 
同報送信機能を設定したワンタッチキーのワンタッ 
チダイヤル機能は無効にな0まず。 

• 【ファクス】ライトび点なしていることを確認して 
<ださい。 

同報送信メモリーに項目を登録ずる 

1【機能】を繰り返し巧して、"デンワチョウトウ 
□ク"を選択ずる。 

2目的の【同報通信】（ワンタッチキー]または 2) 

を巧ず。 

3【りまたは【*】を繰り返し巧して、"ドウホウ 
ソウシン"を選択ずる。 

4【セット】 

5送信先を設定ずる。 

ワンタッチ！〜3か5登録ずる場合 

目的のワンタッ チキーを 巧ず。 

ワンタッチ4〜6か5登録ずる場合 

【シフト】を巧してから、目的のワンタッチキーを 
巧ず。 

電話帳か5登録ずる場合 

【りまたは【*】を繰り返し巧して、目的の項目 
を選択ずる。一【セット】 

-かっこ内の数字は、登録された送信先件数を表 
しています。 

• 他の送信先を設定ずるには、このステップを繰 
り返してください。 


-間違った送信先を設定した場合は、【ストップ】 
を巧して消去して < ださい。 

6【セット】 

• 他の同報送信キーを登録ずるには、ステップ 
2〜6を繰り返してください。 

7【ストップ】 
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8 ファクス 


同報送信メモリーに新規項目を創日ずる 


2【り または 【4】 を繰り返し巧して、目的の同報 

送信メモ U -("< ドウホウソウシン1>" また 
は "< ドウホウソウシン 2 >" ) を選択ずる。一 
臟制一 【*】 

3【り または 【4】 を繰り返し巧して、追加ずる項 
目を選択ずる。一【セット】 

• その他の項目を追加するには、このステップを 
繰り返してくださいに日項目まで)。 

4 【ストップ】 

m まされている項目を同報送信メモリー 
か5消去ずる 


2【り または 【4】 を繰り返し巧して、目的の同報 

送信メモ U -("< ドウホウソウシン1>" また 
は "< ドウホウソウシン 2 >" ) を選択ずる。一 
臟制一 【口】 

3【り または 【4】 を繰り返し巧して、消去ずる項 
目を選択ずる。 

• 消去を中止ずるには、【ストップ】を押してく 
ださい。 

4 【セット】一【セット】一【ストップ】 
登録済み送信先に同じ原稿を送信ずる 

原稿台ガラスを使用して送信ずる 

1 原稿をセットずる （2 日ぺージ)。 

2 必要に応じて、読取画質 （7 日ページ）と読取濃度 
(77 ページ）を変更ずる。 

3 目的の【同報通信】を巧ず。 

4 ファクス送信先確認表おで送信先を確認ずる。一 

【スタート】 

• "ヨミトリ A [セット]ヲオス" "ソウ 
シン八[スタート]ヲオス" び表示される 
までお待ちください。 


-送信先確認機能(113ページの機能# 420) 
を"ナシ"に設定ずると、ファクス送信先確認 
メッセージは表示されません。 

51 ぺージを送信ずるには 
【スタート】を巧ず。 

複数ぺージを送信ずるには 

1. 次の原福を原搞台ガフスの上に置く。->【セッ 

卜】 

• さらにページを送信ずるには、このステッ 
プを繰り返してください。 

2. ずべてのページびスキヤンされたら、【スター 
卜】を巧ず。 

お知らせ 

• 送信を中止する方法については、143ページ 
を参照して < ださい。 

• 読取画質として"チイサイ"、"サイミツ"、 
または"シヤシン"読取画質を選択ずると、本 
機で送信でさるページ数は減りまず。 

• 原稿びメモ U —容量を超えると、送信は中止さ 
れまず。 

• 回線び話し中または応答しない送信先はスキッ 
プされて、後で2回 LU 上再ダイヤルされまず。 

-送信後、レポート 洞報送信結果レポート）び 
自動的に印刷されまず。 

自動原稿送り装置を使用して送信する 

1 原稿をセットずる （2 日ページ)。 

2 必要に応じて、読取画質 （76 ページ）と読取濃度 
(77 ページ）を変更ずる。 

3 目的の【同報通信】を巧ず。 

4 ファクス送信先確認表示で送信先を確認ずる。一 

【スタート】 

一度だけ同じ原稿を送信ずる 

1 原稿をセットずる （2 日ページ)。 

2 必要に応じて、読取画質 （76 ページ）と読取濃度 
(77 ページ）を変更ずる。 

3【•►】 

4 【りまたは【4】 を巧して、 "< タンパツドウ 
ホウ >" を選択ずる。一【セット】 
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ペレブぉ ）I 

キャンたル I 


Panasonic KX-MB2081N 

lit 


アドパ‘ンスが-. 



ブレヒ‘ューの …I 


3 


を話が⑩… ] 


8.1.4 コンピューターファイルを 
ファクスメッセージとしてコン 
ピューターか5送信する 

Windows アプ U ケーシヨンから Multi-Function 
Station を使用してファクス機能にアクセスできまず。 
たとえば、ワードパッドで作成したドキュメントを送 
信ずるには、次の手順に従いまず。 


2 

3 

4 


送信ずるドキュメントを開く。 

[ファイル] メニューから 脚刷...] を選択ずる。 

• [印刷] ダイア□グボックスび表示されまず。 

プリンターー覧から PC ファクスの名前を選択ずる。 

[印刷] をク U ックずる。 

• [ファクス送信] ダイア□グボックスび表おさ 
れます。 


5テンキーディスプレイまたは親機の電話帳を使用 
して、ファクス番号を入力ずる。 

• テンキーディスプレイを使用して [宛先] に直 
接ファクス番号を入力した場合、 [宛先（再入 
力)] に再度ファクス番号を入力してください。 

• 操作を中止ずるには、 [キャンセル] をク U ッ 
クして < ださい。 

6陪信] 

了ファクス送信先確認画面で送信先を確認ずる。 

8にの 

• ドキュメントびコンピューターから本機を介し 
て送信されまず。 
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5送信先を設定ずる。 

ワンタッチ！〜3か5登録ずる場合 

目的のワンタッチキーを巧ず。 

ワンタッチ4〜己か5登録ずる場合 

【シフト】 を巧してから、目的のワンタッチキーを 
巧ず。 

電話帳か5登録ずる場合 

【▼】 または 【4】 を巧して、目的の項目を表示ず 

る。一 【セット】 

• 他の項目を登録ずるには、このステップを繰り 
返して < ださい。 

6原稿台ガラスを使用ずる場合 

1. 【スタート】 

• 1ページ目の原稿びスキヤンされまず。 

2. 次の原福を原搞台ガフスの上に置く。-> 【セッ 

卜】 

• さらにページをスキヤンずるには、このス 
テップを繰り返してください。 

3. ずべてのページびスキヤンされたら、 【スター 
卜】 を巧ず。 

自動原稿送り装置を使用ずる場合 
【スタ ー ト】 


フ7ウスを信 


日 F 巳 F 
日 F 己 日 
日 F 巳 F 

































8 ファクス 


お知らせ 

• 送信を中止する方法については、] 43ページ 
を参照して < ださい。 

• ドキュメントび本機のメモ U - 容量を超えると、 
送信は中止されまず。 

. 詳細については、 Multi-Function Station か 
ら[》]を選択し、ヘルプファイルを参照し 
て < ださい。 

• [選択...] をク U ックずると、アクティブなプ 
U ンターを変更でさまず。 

ファクス誤送信を防止する 

1 Multi - Fun 巳 ！; ion Station を起動ずる。一 [PC 

ファクス] 

2 [ッール] 一[機能設定…] 

3 [送信] リストから、目的の設定を選択ずる。 

-[送信時に確認ダイア□グを表示ずる] :ファク 

スの送信前に、ファクス番号の確認ダイア□グ 
ボックスび表示されまず。 

-[ファクス番号の直接入力は行わない]: 電話帳 

に登録されているファクスま号のみを選択でさ 
ます。 


8.2 ファクス受信 

8.2.1 用途を選択ずる 

状況に応じて、本機のをな使用方法を選択してくださ 
い。 

-留守番電話およびファクスとして使用ずる（留守 
電/ファクスモード） 

-ファクスとしてのみ使用ずる（ファクス専用モード) 
-をに電話として使用ずる（手動受信モード） 

-電話またはファクスとして使用ずる（ファクス/ 
電話切替 （ F / T 切替）モード） 

留守番電話およびファクスとして使用 
ずる（留守電/ファクスモード） 

使用状況 

電話の着信は留守番電話を使用し、ファクスは自動応 
答したい。 

セットアップ 

【留守】 を繰り返し巧して、本機を留守電/ファクス 
モード旧4ぺージ）に設定しまず。 


-[ファクス番号の再入力確認を行う]: テンキー 

ディスプレイを使用してファクス番号を入力ず 
る場合、番号の再入力び必要でず。 

4 [0 K ] 

お知らせ 

• 各機能の詳細については、 [ヘルス をクリツ 
クして < ださい。 


親機の 【留守】 ライトび点なしまず。 



お知らせ 

• 事前に機能#400び "ルスデン/ファクス" 

に設定されていることを確認してください 
(108 ページ)。 

• 受信したファクス文書や音声メッセージをあら 
かじめ設定した E メールアドレスに自動転送ず 


82 


取扱説明書 
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ることびできまず。機能の詳細については、 
141ページを参照してください。 

-留守番電話機を同じ電話回線に接続しないでく 
ださい。同じ電話回線に接続ずる場合は、【留 
守】を繰り返し巧して、自動応答をオフに設定 
して < ださい。 

電話の応答方法とファクスの受信方法 

着信び電話の場合、本機は自動的に巧手のメッセージ 
を録音しまず。ファクス音び検知されると、ファクス 
び自動的に受信されまず。 

ファクスとしてのみ使用ずる（ファク 
ス専用モード） 

使用状況 

ファクス専用の電話回線びある、または本機をファク 
ス受信専用として使用したい。 

セットアップ 

【留守】を繰り返し巧して、本機をファクス専用 
(8 已ページ）に設定しまず。 

-親機の 【留守】ライトび点灯しまず。 



お知らせ 

• 事前に機能#400び"ファクスセンヨウ" 

に設定されていることを確認してください 
(108 ページ)。 

• 受信したファクス文書をあらかじめ設定した E 
メールアドレスに自動転送ずることびでさまず。 
機能の詳細については、] 4] ページを参照し 
て < ださい。 

ファクスの受信方法 

ずべての着信びファクスとして応答されまず。 

主に電話として使用ずる（手動受信モー 
ド） 

使用状況 

着信には自分で応答したい。ファクスび着信した場合、 
ファクスを手動で受信ずる必要びある。 


セットアップ 

【留守】を繰り返し巧して、本機を手動受信モード 
(8 已ページ）に設定しまず。 

-親機の 【留守】ライトび消灯しまず。 



お知5せ 

• 事前に機能#404び"シュドウジュシン"に 
設定されていることを確認してください 
(109 ページ)。 

電話の応答方法とファクスの受信方法 

ずべての着信に手動で応答ずる必要びありまず。ファ 
クスを受信するには、【スタート】、【2】の順に巧しま 
ず。 


電話またはファクスとして使用ずる 
(ファクス/電話切替 （F/T 切替）モー 
ド） 

使用状況 

電話には自分で応答したいび、ファクスの場合は呼び 
出し音なしで自動的に受信したい。 

セットアップ 

【留守】を繰り返し巧して、本機をファクス/電話切替 
モード旧6ページ）に設定しまず。 

-親機の 【留守】ライトび消打しまず。 



お知らせ 

-事前に機能#404び " F / T キリカエ"に設 
定されていることを確認してください 
(109 ページ)。 

電話の応答ち法とファクスの受信ち法 

着信び電話の場合、呼び出し音び鳴りまず。ファクス 
音び検知されると、呼び出し音なしでファクスび自動 
的に受信されまず。 
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8 ファクス 


8.2.2 ファクスを自動で受信ず 
る：自動応答オン 

• A4 またはレターサイズの用紙を使巧ずることびで 
さまず。 


留守電/ファクスモードを有効にずる 

1 事前に機能#400び "ルスデン/ファクス" に設 
定されていることを確認ずる （108 ページ)。 

2【留守】 を繰り返し巧して、 "ルスデン/ファクス 
モード" を選択ずる。 

• 応答メッセージび流れている間に、 【 ▼ 】 また 
は 【4】 を繰0返し巧ずと、スピーカーの音量 
を調整することびでさまず。 

-モ機を使巧して留守電/ファクスモードを有効 
にずるには、 [ F 3] を繰り返し巧してください。 
応答メッセージか流れまず。 

-親機の 【留守】 ライトび点打しまず。 



お知5せ 

-着信メッセージの最大録音時間を変更ずること 
びできまず (119 ページの機能#30已）。 

電話の応答ち法とファクスの受信方法 

着信びあると、本機は留守番電話またはファクスとし 
て機能します。 

お知らせ 

• 並列電話で電話に応答ずる場合でを、並列電話 
のタイプに応じて、留守番電話び電話に応答し 
続けることびありまず。この場合、八ンドセッ 
卜を持ち上げて、 【*】に】 （自動切断〕ード 

(1] 已ページの機能#43已）の初期値）を巧 
し、巧手と通話して<ださい。 

1回の着信で音声メッセージとファクスを受信す 
るち法 

発信ちは音声メッセージを残した後、電話を切らずに 
ファクス文書を送信ずることびでさまず。事前に、発 
信ちに次の手順を伝えておく必要びありまず。 

1 発信ちび本機に電話をかける。 

-留守番電話び応答しまず。 

2 発信ちは応答メッセージを聞いた後にメッセージ 
を残すことびでさる。 

3 発信ちび 【*】【口】【引 （自動受信コード 
(1] 4ページの機能#434)の初期値）を巧ず。 

• 本機のファクス機能び有効になりまず。 

4 発信ちはスタートボタンを巧して、ファクスを送 
信ずる。 

留守電/ファクスモードの呼び出し回数の変更 

"ジドウ"、 "2" (巧期値)、 "3" 、 "4" 、 

"已 " 、 "巨"、 "7" から選択でさまず。この設定 
は、107ページの機能#211を使用して変更できま 
ず。 

-"ジドウ" ：本纖ホ、新しいメッセージび録音さ 
れている場合は2回または3回の呼び出し音の後に 
応答し、新しいメッセージびない場合は已回または 
日回の呼び出し音の後に応答しまず。外出先から本 
機に電話をかけて新しいメッセージを聞く場合 
(99 ページ)、本機び4回呼び出し音を鳴らした 
時点で、新しいメッセージびないことびわか0ま 
ず。これで、通話料金を発生させずに電話を切る 
ことびでさまず。 
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ファクス専用モードを有効にずる 

1 事前に機能#400び "ファクスセンヨウ" に設 
定されていることを確認ずる (108 ページ)。 

2幅守】 を繰り返し巧して、 "ファクスセンヨウ 
モード" を還択ずる。 

• モ機を使巧してファクス専用モードを使用ずる 
には、 [ F 3] を繰り返し巧してください。 

-親機の 【留守】 ライトび点巧しまず。 



ファクスの受信方法 

-着信びあると、本機はずべての着信に自動で応答 
し、ファクスのみを受信しまず。 

お知らせ 

• ファクス専用モードでの応答までの呼び出し回 
数は変更できまず （107 ページの機能 
#210)。 

8.2.3 ファクスを手動で受信す 
る：自動応答オフ 

• A4 またはレターサイズの用紙を使用ずることびで 
さまず。 

手動受信モードを有効にずる 

1 事前に機能#404び "シュドウジュシン" に設 
定されていることを確認ずる (109 ページ)。 


_ S フアクス 

2【留守】 を繰り返し巧して、 "シュドウジュシン 
モード" を選択ずる。 

-モ機を使用して手動受信モードを有効にずるに 
は、 【 F 3】 を繰0返し巧してください。 

-親機の 【留守】 ライトび消なしまず。 



親機の八ンドセットを使用して電話およびファク 
スを受信ずる方法 

1 八ンドセットを持ち上げ、着信に応答ずる。 

2 次の場合： 

-ファクスの受信を要巧されている 
-ファクス音（ポーポー音）び聞こえる 
-音び全く聞こえない 
【スタート】 を巧してから 【2】 を巧ず。 

3 八ンドセットを戻ず。 

お知らせ 

• 受信を中止ずる方法については、 ] 43ページ 
を参照して < ださい。 
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子機を使用してファクスを受信する方法 

1 充電台からモ機を取り、【•％】を巧して着信に応答 
する。 

2 次の場合： 

-ファクスの受信を要巧されている 
-ファクス音（ポーポー音）び聞こえる 

-音び全く聞こえない 

[ F 1] を巧ず。 

3【り または 【4】 を繰り返し巧して "ファクス 
ジュシン" を選び、 【 F 2】 を巧ず。 

4 [ F 1] 

並列電話を使用してファクスを受信するち法 

同じ電話回線に別の電話び接続されている場合（並列 
電話)、並列電話を使用してファクスを受信でさまず。 

1 並列電話の呼び出し音び鳴ったとさ、並列電話の 
八ンドセットを持ち上げる。 

2 次の場合： 

-ファクス文書の受信び必要である 
-ファクス音（ポーポー音）び聞こえる 
-音び全く聞こえない 
【*】【口】【9】 （ 自動受信コード （1 14ぺ一 
ジの機能# 434) の初期値）を 確実に 巧ず。 

3 八ンドセットを戻ず。 

お知5せ 

• 受信を中止する方法については、 ] 43ページ 
を参照して < ださい。 

. 並列電話を使用してファクス文書を受信ずる場 
合、事前に U モート受信 (1 14ページの機能 
#434)び マリ" になっていることを確認し 
てください。初期値では、 "アリ" になってい 
ます。 

1回線に複数台接続ずるとき（並列接続） 

並列接続ずる電話機によっては、本機および電話機び 
使えなくなることびありまず。 

-発信ち番号表示サービス、発信ち番号表示機能付 
さキャッチホンサービスを利用しているとさは、 
並列接続しないでください（誤動作の原因になり 
ます）。 


• コードレスタイプの電話機を並列接続ずると、モ 
機び使えなくなることびありまず。 

-ファクス送受信中は、並列電話機の受話器を取ら 
ないで<ださい（誤動作の原因にな0まず）。 

ファクス/電話切替 （F/T 切替）モー 
ドを有効にずる 

1 事前に機能#404び " F/T キリカエ" に設定さ 
れていることを確認ずる (109 ページ)。 

2幅守】 を繰り返し巧して、 " F/T キリカエ 
モード" を選択ずる。 

-モ機を使用してファクス/電話切替モードを使 
用するには、 [ F 3] を繰り返し巧してください。 

-親機の 【留守】 ライトび消灯しまず。 

3 呼び出し音量設定びオンになっている必要びある 
(31 ページ）。 



電話の応答ち法とファクスの受信方法 

1"ガイセンチヤクシンチュウ" び表示される 
び、呼び出し音は鳴らない。 

2 本機は、着信に応答ずる前に、 呼び出し音び2回 鳴 
るまで待機ずる。 

• 呼び出し回数は お鳴動呼び出しで 指定されてい 
まず （ 1 ] 0ぺージの機能#21 2) 。 

• この間、並列電話の呼び出し音は鳴0まず。 
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3 本機び着信に応答し、ファクス音の有無を検知ずる。 

ファクス音び検知された場合 

呼び出し音を鳴らさずにファクスを自動で受信し 
まず。 

ファクス音び検知されない場合 

〇本機は呼び出し音を 3回 鳴らしまず。着信に応答 
することびでさまず。 

• 本機の八ンドセットを使用して応答ずるには、 
八ンドセットを持ち上げて、巧手と通話してく 
ださい。 

• 本機と同じ電話回線に接続されている別の電話 
を使巧して応答ずるには、八ンドセットを持ち 
上げて、 【*】に】 （自動切断コード 

(1 1已ページの機能#43已）の核]期値）を巧 
し、巧手と通話して<ださい。 



• 呼び出し回数は ファクス/電話呼び出し回数で 

指定されていまず （1 1已ぺージの機自排43日） 

• 発信をには、電話会社によって生成されるをの 
とは異なる呼び出し音（発信ち向け）び聞こえ 
ます。 

©着信に応答しないと、ファクス機能び有効にな 
りまず。 

• ファクス機の中にはファクス送信時にファクス 
音を生成しない機種びあるため、本機はファク 
ス音び検知されない場合でをフアクスの受信を 
試みまず。 


8.2.4 迷惑ファクス防止（迷惑発 
信者か5のファクス受信を防止ず 
る） 

発信者番号表示サービス （73 ページ）への申し込み 
び完了している場合、この機能を使用ずると、発信ち 
番号び非通知のファクスを受信拒否でさまず。 

さらに、本機では、登録式の迷惑ファクス防止リスト 
に含まれている番号からのファクスを拒否できまず。 

お知らせ 

• ファクスを手動で受信ずる場合、この機能は利 
用でさません。 

迷惑ファクス防止を有効にずる 

1【機能】 を繰り返し巧して、 "メイワクファクス 
ボウシ" を選択ずる。一 【►】 

2【り または 【4】 を繰り返し巧して、 "アリ" を 
選択ずる。一 【セット】 

3【ストップ】 を巧して終了ずる。 

迷惑発信者の登録 

着信メモ U-U スト （74 ぺージ）から迷惑番号を20 
件まで登録ずることびできまず。登録した番号からファ 
クスび送信されてさた場合、受信を拒否でさまず。 

1【機能】 を繰り返し巧して、 "メイワクファクス 
ボウシ" を選択ずる。 

2【►】 を繰り返し巧して、 "メイワクファクス 
セッテイ" を選択ずる。一 【セット】 

3【り または 【4】 を繰り返し巧して、ファクスを 
受信したくないホ目手先を選択ずる。一 【セット】 

4【ストップ】 を2回巧して終了ずる。 

迷惑ファクス防止リストを表示する 

1【機能】 を繰り返し巧して、 "メイワクファクス 
ボウシ" を選択ずる。 

2【►】 を繰り返し巧して、 "メイワクリスト 
ヒヨウジ" を選択ずる。一 【セット】 

3 【り または 【4】 を巧して、 U ストの項目を表示 
する。 
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8 ファクス 


4【ストップ】 を巧して終了ずる。 

迷惑ファクス防止 U ストを印刷する 

1【機能】 を繰り返し巧して、 "メイワクファクス 
ボウシ" を選択ずる。 

2【►】 を繰り返し}甲して、 "メイワクリストイ 
ンサツ" を選択ずる。一 【セット】 

3【ストップ】 を巧して終了ずる。 

迷惑ファクス防止リストの項目を消去する 

1【機能】 を繰り返し巧して、 "メイワクファクス 
ボウシ" を選択ずる。 

2【►】 を繰り返し巧して、 "メイワクリスト 
ヒヨウジ" を選択ずる。一 【セット】 

3【パ または 【4】 を繰り返し巧して、目的の項目 
を選択ずる。一 【消去】 

• 消去を中止ずるには、 【ストップ】 を巧してか 
ら 【機能】 を巧してください。 

4【セット】一【機能】 

8.2.5 コンピューターでファクス 
を受信ずる 

コンピューターでファクス文書を受信ずることびでさ 
まず。受信したファクス文書はイメージファイル 
(TIFF-G4 形式）として保をされまず。 

お知らせ 

. 42ぺージ「ファクス機能一賣」に従い、事前 

に関連する機能の設定を行ってください。 

• 見てから印刷機能び"ナシ"になっていること 
を事前に確認してください （89 ページの機 
能#448) ( LAN 接続のみ)。 

1【留守】 を繰り返し巧して、自動応答をオンに設定 
ずる旧4ぺージ)。 

2 Multi-Fun 巳！; ion Station を起動ずる。一 [PC 

ファクス] 

3 ファクスび着信ずると、コンピューターび本機を 
経由して文書を受信ずる。 


お知5せ 

• インターネットファクス（日0ページ）の文 
書をコンピューターで受信ずることびでさまず。 
-受信したファクス文書は、コンピューターを使 
用して、表示、印刷、または転送ずることびで 
さまず。ただし、インターネットファクスで受 
信した文書は転送でさません。 

• コンピューターに転送されたメッセージは本機 
から消去されまず。 

受信したファクス文書の表示 

1 Multi-Function Station から [ PC ファクス] を 
選択ずる。 

2 [通信履歴] の [受信履歴] を選択ずる。 



3 表示したい項目をク U ックずる。 

4 メニューバーの [ファイル] をク U ックし、 [表 
示] を選択ずるか、ツールバーの [表示] アイコ 
ンをクI」ックずる。 

• 受信したファクスび表示されまず。 

受信したファクス文書が本機のメモリーに保をさ 
れている場合 

ファクス文書をコンピューターに読み込むことびでさ 
ふ 〇 

1 Multi-Function Station から [ PC ファクス] を 
選択ずる。 

2 [通信履歴] の [受信履歴] を選択ずる。 

3 メニューパ'-の [ファイル] をク U ックずる。一 
[ファクス受信] 

.PC ファクス設定(116ぺージの機能# 442) 
を有効にしておくと、受信したファクス文書は 
自動的にコンピューターに転送されまず。 
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8.2.6 Web 見てか5印刷 （LAN 
接続のみ） 

受信したファクス文書を Web ブラウヴーで表示し、イ 
メージを確認した後に、必要な文書を印刷または保を 
ずることびでさまず。 

お知らせ 

• 本機を初めて使巧ずるときは、 Web 見てか5 
印刷は有効になっていません。42ページの 
「ファクス機能一覧」に従い、事前に関連ずる 
機能の設定を行ってください。 

見てか5印刷機能を有効にする 

1 【機能】一【口】【4】【4】に】 

2【1】 を巧して、 "アリ" を還おずる。 

-機能を無効にずる場合は、 【0】 を巧して、 "ナ 
シ" を選択して<ださい。 

3 【セット】一【機能】 

お知らせ 

- "アリ" を選択ずると、 PC ファクス設定 
(1] 6ページの機能#442)は無効になりま 
す。 

• "アリ" を選択ずると、メモ U —びいっぱいに 
なる可能性びありまず。受信したファクス文書 
は、内容を見るか印刷したあと、できるだけ早 
く消去してください旧日ページ)。 

Web 見てか5巧刷アクセスコードを登 
録ずる 

1 【機能】一【口】【4】【引に】一【セット】 

2 パスワードを入力ずる （10 已ぺージの機能 
#1已已）。一 【セット】 

3 英数字を使用して、 Web 見てから印刷のアクセス 
コード （8 文字まで）を入力ずる（文字入力につい 
ては] 38ページを参照)。 

• 【0】 または 【1】 を使用ずると、次の記号を入 
力でさます。 

! @ # $。/い & ’ ）（.-_{} 

4 【セット】一【機能】 


お知5せ 

• Web 見てから印刷のアクセスコードび登録さ 
れていない（空白の）場合、 Web 見てから印 
刷機能を有効にずることはでさません。 

受信したファクス文書を Web ブラウ 
ザーで表示ずる 

お知らせ 

• 本機び使用中でないことを確認してください。 

1 Multi-Function Station を起動ずる。 

2 [ユーテイリテイー] 一 [Web ヴーバ ー] 一 [本 
体機能設定] 

3ユーヴー名として "root" と入力し、パスワード 
を入力ずる （10 已ページの機能#1已已）。一 

にの 

4 [Web 見てか 5 印刷]タブを還おずる。 

5 Web 見てから印刷のアクセスコードを入力ずる 
旧日ぺージの機能#4已0)。一 に口 

• 受信したファクス文書の U ストび表示されまず。 

6 目的のアイコンをク U ックして、ファクス文書を 
表お、印刷、または保をずる。 

• ファクス文書を表示している間、お大や回転な 
どの操作びでさまず。 

7 Web ブラウヴーを閉じる。 

お知らせ 

-表示速度は受信したファクス文書の内容および 
サイズに応じて異なりまず。 

• 受信したファクス文書はイメージファイル 
( PDF 形式）として保をされまず。表おずるに 
は 、 Adobe Reader び必要でず。 

"パ’の意味 

"V" びディスプレイに表示されている場合、そのイ 
メージファイルは既に表お済み、印刷済み、または保 
を済みであることを表していまず。 

• ステップ6でファクス文書を表おした後に原稿を消 
去ずるには、[戻る]をク U ックして、リストに 
戻って<ださい。" V "の表示されているイメージ 
ファイルを消去できまず。 

• ステップ6でファクス文書を印刷または保をした後 
に消去ずるには、厘綱をク U ックして、リスト 
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を更新して<ださい。" V "の表示されているイ 
メージファイルを消去でさまず。 


8.3 インターネットフアク 
ス （ LAN 接続のみ） 

インターネットを通して、原稿を E メールの添付 ファ 
イル （ TIFF - F 形式）として送受信ずる機能でず。巧手 
びインターネットファクス対応機の場合、 E メールサー 
バーを介さずに直接原稿を送信ずる ことをでさまず。 

お知らせ 

. 42 ぺージ「ファクス機能一覽」に従い、事前 

に関連ずる機能の設定を巧ってください。 


8.3. 1 インターネットフアクスを 
送信ずる 

• アドレス U ストやワンタッチキーを使用ずる場合 
は、送信先の E メールアドレスを登録してください 
(129 ページ)。 

• 【ファクス】ライトび点灯していることを確認して 
<ださい。 

原稿台ガラスを使用してインターネッ 
トファクスを送信する 

1 原稿をセットずる （2 日ページ)。 

2 必要に応じ、原稿のタイプに基づいて読取画質 
(76 ページ）と読取濃度 （77 ページ）を変更ず 
る。 

3にメー ル】を繰り返し巧して "E メール ソウシ 
ン"を選択ずる。一【セット】 

4 送信先を選択ずる。 

直接アドレスを入力ずる場合 

【りまたは【4】を繰り返し巧して"アドレス 
ニユウリヨク"を選択ずる。一【セット】一宛先 
の E メールアドレスを入力ずる。 

ワンタッチ 1 〜 3 を使用ずる場合 
目的のワンタッ チキーを 巧ず。 

つ ンタッチ 4 〜 6 を使用ずる場合 
【シフト】を巧し、目的のワンタッチキーを巧ず。 
アドレスリストを使用ずる場合 
【叫または【4】を繰り返し巧して、目的の宛先 
を選択ずる。 
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5 【セット】 

-直接アドレスを入力した場合、ファクス送信先 
再入カメッセージび表おされたら、ちラー度 E 
メールアドレスを入力ずる。一 【スタート】 

6 ファクス送信先確認表示で送信先を確認ずる。一 

【スタート】 

. "ヨミトリ A [セット] ヲオス" "ソウシ 
ンハ[スタート]ヲオス" び表おされるまで 
お待ちください。 

-送信先確認機能(113ページの機能# 420) 
を "ナシ" に設定ずると、ファクス送信先確認 
メッセージは表示されません。 

71 ぺージを送信ずるには 
【スタート】 を巧ず。 

複数ページを送信ずるには 

1. 次の原福を原搞台ガフスの上に置く。-> 【セッ 

卜】 

• さらにページを送信ずるには、このステッ 
プを繰0返して < ださい。 

2. ずべてのページびスキヤンされたら、 【スター 
卜】 を巧ず。 

インターネットファクス自動ち送信 

LAN 接続び正常に行われなかったり、ホ目手先の応答び 
ない場合、本機は自動的に2回 LU 上再送信しまず。 

自動原稿送り装置を使用してインター 
ネットファクスを送信ずる 

1 原稿をセットずるに日ぺージ)。 

2 必要に応じ、原稿のタイプに基づいて読取画質 
(76 ページ）と読取濃度 （77 ページ）を変更ず 
る。 

3 にメール】 を繰り返し巧して "E メールソウシ 
ン" を選択ずる。一 【セット】 

4 送信先を還択ずる。 

直接アドレスを入力ずる場合 
"アドレス ニ ユウリヨク "一 【セット】 一宛先 

の E メールアドレスを入力ずる。 

ワンタッチ！〜 3 を使用ずる場合 

目的のワンタッチキーを巧ず。 

ワンタッチ 4 〜 6 を使用ずる場合 

【シフト】 を巧し、目的のワンタッチキーを巧ず。 

アドレスリストを使巧ずる場合 


【り または 【4】 を繰り返し巧して、目的の宛先 
を選択ずる。 

5 【セット】 

-直接アドレスを入力した場合、ファクス送信先 
再入カメッセージび表示されたら、ちラー度 E 
メールアドレスを入力ずる。一 【スタート】 

6 ファクス送信先確認表おで送信先を確認ずる。一 

【スタート】 


8.3.2 インターネットファクスで 
同報送信する 

同じ原稿を複数の送信先に一度に送信できまず （20 箇 
所まで)。この機能を使用ずる前に、送信先の E メール 
アドレスをインターネット同報送信の宛先に登録して 
<ださい。 

-同報送信機能では、ワンタッチ1と2を使用しまず。 
同報送信機能を設定したワンタッチキーのワンタッ 
チダイヤル機能は無効にな0まず。 

• 【ファクス】 ライトび点なしていることを確認して 
<ださい。 

インターネット同報送信の宛先を登録 
ずる 

1【機能】 を繰り返し巧して、 "E メールアドレス 
トウ□ク" を選択ずる。 

2【4】 または 【►】 を繰り返し巧して、 "シン 
キ" を選択ずる。一 【セット】 

3 【同報通信】 （ワンタッチキー]または 2) を巧ず。 

4【り または 【4】 を繰り返し巧して、 "ドウホウ 
ソウシン" を選択ずる。 

5 【セット】 

6 送信先を設定ずる。 

ワンタッチ！〜 3 か 5 登録ずる場合 

目的の ワン タッ チキーを 巧ず。 

ワンタッチ 4 〜 6 か 5 登録ずる場合 

【シフト】 を巧してから、目的のワンタッチキーを 
巧ず。 

アドレスリストか 5 登録ずる場合 

【り または 【4】 を繰り返し巧して、目的の項目 

を選択ずる。一 【セット】 
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• 他の項目を登録ずるには、ステップ6を繰り返 
して < ださい。 

7【セット】 

8【ストップ】 

お知らせ 

• Web ブラウヴーを使用して宛先を登録ずるこ 
とをできまず （130 ページ)。 

原稿台ガラスを使用して送信ずる 

1 原稿をセットずる （2 日ぺージ)。 

2 必要に応じ、原稿のタイプに基づいて読取画質 
(76 ページ）と読取濃度 （77 ページ）を変更ず 
る。 

3忙メール】 を繰り返し巧して "E メールソウシ 
ン" を選択ずる。一 【セット】 

4 目的の 【同報通信】 を巧ず。 

5 ファクス送信先確認表示で送信先を確認ずる。一 

【スタート】 

• "ヨミトリ A [セット]ヲオス" "ソウ 
シン八[スタート]ヲオス" び表示される 
までお待ちください。 

-送信先確認機能(113ぺージの機能#42の 
を "ナシ" に設定ずると、ファクス送信先確認 
メッセージは表示されません。 

61ぺージを送信ずるには 
【スタート】 を巧ず。 

複数ページを送信ずるには 

1. 次の原福を原福台ガフスの上に置く。-> 【セッ 

り 

• さらにページを送信ずるには、このステッ 
プを繰り返してください。 

2. ずべてのページびスキヤンされたら、 【スター 
卜】 を巧ず。 

お知らせ 

• LAN 接続び正常に行われなかったり、ホ目手先 
の応答びない場合、スキップされて、後で2回 
じ(上再送信しまず。 


自動原稿送り装置を使用して送信ずる 

1 原稿をセットずる （2 日ページ)。 

2 必要に応じ、原稿のタイプに基づいて読取画質 
(76 ページ）と読取濃度 （77 ページ）を変更ず 
る。 

3にメー ル】を繰り返し巧して "E メール ソウシ 
ン"を選択ずる。一【セット】 

4 目的の【同報通信】を巧ず。 

5 ファクス送信先確認表示で送信先を確認ずる。一 

に夕ート】 

一度だけ同じ原稿を送信ずる 

1 原稿をセットずる （2 日ページ)。 

2 必要に応じて、読取画質 （76 ページ）と読取濃度 
(77 ページ）を変更ずる。 

3にメー ル】を繰り返し巧して "E メール ソウシ 
ン"を選択ずる。一【セット】 

4 【りまたは【4】 を巧して "< タンパツドウホ 
ウ>"を選択ずる。一【セット】 

5 送信先を設定ずる。 

ワンタッチ1〜3か5登録ずる場合 

目的のワンタッチキーを巧ず。 

ワンタッチ4〜6か5登録ずる場合 

【シフト】を巧してから、目的のワンタッチキーを 

巧ず。 

アドレスリストか5登録ずる場合 

【りまたは【1】を巧して、目的の項目を表おず 

る。一【セット】 

• 他の項目を登録ずるには、このステップを繰り 
返してください。 

6原稿台ガラスを使用ずる場合 

1. 【スタート】 

• 1ページ目の原稿びスキヤンされまず。 

2. 次の原福を原搞台ガフスの上に置く。->【セッ 

卜】 

• さらにページをスキヤンずるには、このス 
テップを繰り返してください。 

3. ずべてのページびスキヤンされたら、【スター 
卜】を巧ず。 
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自動原稿送り装置を使用ずる場合 
にタート】 


8.3.3 インターネツトフアクスを 
受信する 

一定の間暗で自動的に E メールヴーバーからインター 
ネツトフアクスを受信し印刷しまず。自動受信間隔の 
設定は]] 4ページの機能#428で変更ずることびで 
さまず。 

メールサーノ（一を介さずに直接送られたインターネツ 
トフアクスは、受信後ずぐに印刷されまず。 

L ソ下の手順で、受信確認を手動で行ラことちでさまず。 

1【ファクス】ライトび点灯していない場合は点灯さ 
せる。 


2にメール】 を繰り返し巧して "E メールジユシ 

ン"を選択ずる。 

3【スタート】 

• メールサーバーからインターネットファクスを 
受信し、印刷しまず。 
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9.1 録音 


9.1.1 自作応答メッセージを録音 
する 

本機は留守電/ファクスモード用に録音済みの2つの 
応答メッセージを備えていまず。自作の応答メッセー 
ジを録音し、機能#342 (1] 日ページ）を"ジヴ 
ク"に設定ずると、着信時に録音済みメッセージの代 
わ0に自作の応答メッセージび再生されまず。 

応答メッセージの最大録音時間は、20秒でず。ファク 
スを受信しやすくずるために応答メッセージの録音時 
間を] 2秒じ(内にずることを推奨しまず。 

お知らせ 

-留守番電話を一度に利用できる（メッセージを 
聞いたり、応答メッセージを録音したりずるな 
ど）のは1人のみでず。 

-発信ちがメッセージを巧した場合、各メッセー 
ジの曜日と時刻び記録されまず。日付と時刻び 
正しく設定されていることを確認してください 
(32 ぺージ)。 


【消去】【録音】 



1【録音】一【セット】 

2 八ンドセットを取る。 

• 長いビープ音び聞こえまず。 

3はっきりと話して自作の応答メッセージを録音ずる。 

4録音び完了したら、【ストップ】を巧ず。 


5八ンドセットを戻ず。 

• 自作応答メッセージび再生されまず。 

自作応答メッセージの消去 

1【消去】一【消去】一【セット】 

2【セット】 

• 消去を中止ずるには、【ストップ】を押してく 
ださい。 

お知らせ 

-自作応答メッセージを消去した場合、着信ずる 
と、録音済み応答メッセージび再生されまず 
(1] 日ぺージの機能#342)。 


9.1.2 他の人または自分に音声 
メッセージを残す（伝言録音） 

伝言録音をずると、自分または他の人にプライベート 
メッセージを残ずことびでさまず。録音されるメッセー 
ジは、新しいメッセージとして扱われまず。 

1【録音】->【録音】->【セット】 

2 八ンドセットを取る。 

• 長いビープ音び聞こえまず。 

3はっさりと話して音声メッセージを録音ずる。 

4録音び完了したら、【ストップ】を巧ず。 

5八ンドセットを戻ず。 

お知5せ 

• 音声メッセージを再生ずる方法については、 
日已ページを参照してください。 


9.1.3 通話録音をする 

本機では電話の会話を録音ずることびでさまず。録音 
されるメツセージは、新しいメツセージとして扱われ 
ます。 

1通話中に【録音】を巧ず。 

2【セット】 

• "□クオンマエケイコク？"び表示されまず。 
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3録音ずることを柏手に伝える場合、【セット】を巧 

す。 

• 相手に録音開始を知らせるメッセージび流れた 
後、録音を開始しまず。 

録音ずることを巧手に伝えない場合、【ストップ】 

を巧ず。 

• ホ目手に録音開始を知らせず、録音を開始しまず。 
4【ストップ】を巧して録音を停止ずる。 

お知らせ 

• 音声メッセージを再生ずる方法については、 

日已ページを参照してください。 

• 通話録音は、法的に規制されていることびあり 
ます。通話を録音していることをホ目手に伝えて 
<ださい。 


前か5録音 

通話中、大切な用件を聞さ逃した場合などに、会話を 
さかのぼって録音でさまず。さかのぼって録音でさる 
のは約1分前でず。録音開始後は、最長で約20分間録 
音することびでさまず。 

1通話中または電話を切る前に【録音】を2回巧して、 
"マエカラ□クオン"を選択ずる。一【セット】 

2【ストップ】を巧して録音を中止ずる。 

• 録音した内容び保をされまず。 


9.2 聞 < 


9.2.1 音声メッセージを聞く 

本機び新しい音声メッセージを録音した場合 
-【再生】ライトび点滅しまず。 


-音声メツセージの総数び親機のディスプレイに点 
滅を术しまず。 

【再生】 【消去】【ストツス 



メッセージの再生 

【再生】を巧しまず。 

. 【再生】ライトび点滅している場合 
新しい音声メッセージび再生されまず。 

【再生】ライトが点口している（点滅ではなしり場 

ずべての音声メッセージび再生されまず。 

• 音声メッセージを E メールアドレスに転送ずる方法 
については、日己ページを参照してください。 

• 音声メッセージをコンピューターに転送ずる方法 
については、日7ページを参照してください。 

再生中に役立つ機能 

メッセージを繰り返す 

メッセージを聞いている間に 【*】 を巧しまず。 

• メッセージの始めから已秒じ(内に 【4】 を巧ずと、 
前のメッセージび再生されまず。 

• 特定のメッセージを再生ずるには、 【ィ】 または 
【►】 を巧して、聞さたいメッセージを検索してく 
ださい。 

メッセージをスキップする 

【►】 を巧して次のメッセージを再生しまず。 

メッセージを一時停止する 

メッセージを聞いている間に【ストップ】を巧しまず。 
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• 【再生】 を巧ずと停止したところから再生び再開し 
ます。 

音声の時刻/曜曰スタンプ 

再生中に、各メッセージび録音された曜日と時刻び通 
知されます。 

音声メッセージの消去 

特定のメッセージを消去する 

消去ずるメッセージを再生中に 【消去】 を巧ず。 

すべてのメッセージを消去する 
1【消去】一【セット】 

2【セット】 

• 消去を中止ずるには、 【ストップ】 を押してく 
ださい。 


9.3 音芦の輯送 

9.3.1 特定の音声メッセージを E 
メールアドレスへ転送する（ボイ 
ス toE メールアドレス） （ LAN 接続 
のみ） 

特定の音声メッセージ（着信メッセージ、伝言録音メッ 
セージ、および通話録音メッセージ）を E メールの添 
付ファイルとして送信ずることびでさまず。音声メッ 
セージは 、 WAVE ( u - Law ) 形式の才ーディオファイ 
ルとして添付されまず。 

お知らせ 

. 45ぺージ r 録音メッセージの転送.再生機能 

一覧」に従い、事前に関連ずる機能の設定を 
行ってください。 

• メッセージ録音後、$5送準備に時間びかかる事 
びありまずので、 "ヴイジッコウシテクダヴ 
イ" と表おされる場合は、しばらく時間をおい 
てや0直して < ださい。 

1再生中に 【ボイス to PC 】 を巧ず。 

• 再生び中止されまず。 

2【りまたは【4】を繰り返し巧して、 " E メール 

アドレス" を選択ずる。一 【セット】 

3宛先の E メールアドレスを入力ずる。 

ワンタッチ1〜3を使用ずる場合 

目的のワンタッ チキーを 巧ず。 

つ ンタッチ4〜6を使用ずる場合 

【シフト】 を巧し、目的のワンタッチキーを巧ず。 

ナビゲーターキーを 使用ず る 場合 

【りまたは【4】を繰り返し巧して、目的の宛先 
を選択ずる。 

テンキーを使用ずる場合 

【セット】 を巧し、テンキーを使用して E メールア 
ドレスを入力ずる （138 ぺージ)。 

4 【セット】 を巧して転送を開始ずる。 

5転送び完了ずると、 "ショウキョシマスカ？" び 
表术される。 

• 転送されたメッセージを消去ずるには、 【セッ 
卜】 を巧して<ださい。 
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• 本機にメッセージを残ずには、【ストップ】を 
巧して < ださい。 

6 "ツギヲサイセイシマスカ？"び表おされる。 

• 他の音声メッセージの転送を続行ずるには、 
【セット】を巧して、ステップ]〜4を繰り返し 
てください。 

• この機能を終了ずるには、【ストップ】を巧し 
て < ださい。 

お知らせ 

• 送信できる音声メッセージの最大サイズは、 
へッ ダー および E メールメッセージを含めて已 
MB (約7分間）でず。 

9.3.2 特定の音声メッセージをコ 
ンピューターへ転送する（ボイス 
toPC ) 

音声メッセージの再生後、特定の音声メッセージ（着 
信メッセージ、伝言録音メッセージ、および通話録音 
メッセージ）をコンピューターに送信ずることびでさ 
ます。音声メッセージは 、 WAVE (い Law ) 形式の 
オーディオファイルとして添付されまず。 

1再生中に【ボイス化 PC 】 を巧ず。 

• 再生び中止されまず。 

2【▼】 または【4】を繰り返し巧して、 " PC " を選 
おずる。一【セット】 

3 USB 接続の場合 

【りまたは【4】を繰り返し巧して、 " US 己セツ 

ゾク"を選択ずる。 

LAN 接続の場合 

【りまたは【4】を繰り返し巧して、音声メッセー 
ジを送信ずる先のコンピューターを選択ずる。 

4【セット】を巧して転送を開始ずる。 

5転送び完了したら、"ショウキョシマスカ？"び 
表术される。 

• 転送されたメッセージを消去ずるには、【セッ 
卜】を巧してください。 


6 "ツギヲサイセイシマスカ？"び表示される。 

• 他の音声メッセージの転送を続行ずるには、 
【セット】を巧して、ステップ1〜4を繰り返し 
て < ださい。 

• この機能を終了ずるには、【ストップ】を巧し 
て < ださい。 

お知らせ 

• コンピューターで音声メッセージを聞く方法に 
ついては、日8ページを参照してください。 


• 本機にメッセージを残ずには、【ストップ】を 
巧してください。 
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9.4 リモート操作 

9.4.1 すべての着信音声メッセー 
ジをコンピューターで自動受信す 
る 

すべての着信音声メッセージは、コンピューターで自 

動的に受信ずることびでさまず。受信した音声メッセー 

ジは、 WAVE 山- Law ) 形式の才ーディオファイルと 

して保をされまず。 

お知らせ 

. 4已ぺージ r 録音メッセージの転送-再生機能 

一覧」に従い、事前に関連ずる機能の設定を 
行ってください。 

-伝言録音 （94 ページ）および通話録音 
(94 ページ）は転送されません。 

• 録音メッセージの転送には時間びかかる場合び 
ありまず。 

音声 メッセー ジの受信ち法 

本機に音声メッセージび録音されると、コンピューター 

は本機を通して音声メッセージを受信しまず。 

お知らせ 

• コンピューターに音声メッセージび受信される 
と、 [ Multi-Function PC 音声管理] ウィンド 
ウび自動的に表示されまず。音声メッセージを 
聞く方法については、日8ページ「音声メッ 
セージを聞<」のステップ3を参照して<ださ 
い。 

• コンピューターに転送されたメッセージは本機 
から消去されまず。 

音声メッセージを聞く 

1 Multi - Fun 巳 ！; ion Station を起動ずる。 

2 [ユーティリティー] 一 [PC 音声管理] 

. [ Multi-Function PC 音声管理] び表示されま 
ず。 

3 [音声履歴] の中から目的のメッセージを選択ずる。 


4 聞く項目を選択し、再生アイコン（①）をクリツ 
クして音声メツセージの再生を開始ずる。 



团 


お知らせ 

.[ Multi-Function PC 音声管理] の詳細につい 

ては、 [?] をク U ックし、目的の項目をク U ッ 
クして < ださい。 
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9.4.2 Web ブラウザーを使用し 
て音声メッセージを聞く （ Web 音 
声管理） （ LAN 接続のみ） 

録音された音声メッセージを Web ブラウヴーで再生し 
たり、必要なメッセージを WAVE ( u - Law ) 形式の 
オーディオファイルとして保をずることびでさまず。 

お知らせ 

-本機をネリめて使巧ずる場合、 Web 音声管理は 
有効になっていません。4已ぺージの「録音 
メッセ— ジの區送.再生機能—覽」に従い、事 
前に関連ずる機能の設定を行ってください。 

Web 音声管理モードを有効にずる 
1 【機能】一【口】【引【引【7】 

2【1】 を巧して、 "アリ" を選択ずる。 

-機能を無効にずる場合は、【0】を巧して、"ナ 
シ"を選択して<ださい。 

3【セット】一【機能】 

お知らせ 

- "アリ" を選択した場合、 PC 音声管理の設定 
(1] 日ページの機能#36已）は無効になりま 
す。 

Web 音声管理コードの設定 

1【機能】一【口】に】【引に】一【セット】 

2 パスワードを入力ずる （10 已ぺージの機能 
#1已已）。一 【セット】 

3 英数字を使用して、8文字じ(内の Web 音声管理コー 
ドを入力ずる（文字入力の方法については、 

138ページを参照)。 

• 【0】 または 【1】 を使用ずると、次の記号を入 
力でさます。 

! @ # $。/い & ’ ）（.-_{} 

4【セット】一【機能】 

お知らせ 

• Web 音声管理コードび設定されていない（空 
白の）場合、 Web 音声管理機能は有効になり 
ません。 


音声メッセージを聞く 

お知らせ 

• 本機び使用中でないことを確認してください。 

1 Multi-Function Station を起動ずる。 

2 [ユーテ イリ テイー] 一 [Web ヴーバ ー] 一 [本 

体機能設定] 

3 ユーヴー名として " root " と入力し、パスワード 

を入力ずる （10 已ページの機能#1已已）。一 

にの 

4 [ Web 音声管理] タブを還おずる。 

5 Web 音声管理コードを入力ずる （9 日ぺージの機 

能#368)。一 燈録] 

• 録音された音声メッセージの U ストび表示され 
ます。 

6 音声メッセージの再生、保を、または消去を行ラ 

には、目的のアイコンをク U ックずる。 

• 音声メッセージを再生している間に、各種操作 
びでさまず（停止や音量調整など）。 

• 再生アイコンび表おされない場合、または適切 
に動作しない場合は、音声メッセージをファイ 
ルとして保をしてから再生してくださいにれ 
はコンピューター環境によって異なりまず)。 

7 Web ブラウヴーを閉じる。 

お知5せ 

. 音声メッセージは 、 WAVE ( u - Law ) あ式の 
オーディオファイルとして保をずることびでさ 
よ苗 0 


9.4.3 が出先か5操作ずる 

プッシュホンを使用ずると、外出先から本機に電話を 
かけてアクセスし、メッセージを聞いたり、自動応答 
設定を変更したりでさまず。本機の音声ガイダンスに 
従って特定のテンキーを巧ずと、さまざまな操作を実 
行でさまず。 

お知らせ 

• この機能を使用ずる場合 

-あらかじめ U モート操作 ID を設定ずる 
(1] 日ぺージの機能#30日)。 
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-本機を留守電/ファクスモードにしてから 
外出ずる （84 ページ)。 

- PC 音声管理の設定び "ナシ" に設定され 
ていることを確認ずる （1] 日ページの機 
有 g #36 已）。 

-外出先からの操作用にプッシュホンを使用 
する。 

U モート操作の概要 

1 本機を呼び出ず。 

2 留守用の応答メッセージの途中または後に U モー 
卜操作 ID を入力ずる。 

3新しい音声メッセージがある場合 

1 . 音声ガイダンスによる新しいメッセージの件数 
び聞こえまず。 

2 . 新しいメッセージび再生される。 

新しい音声メッセージがない場合 

1. 【引 を巧ず。 

2. ずべての音声メッセージび再生される。 

4 U モート操作を終了ずるには、 【9】 を巧し、電話 
を切る。 

リモートコマンドを使用したリモート 
操作 

1 本機を呼び出ず。 

2 留守番電話の応答メッセージの途中または後に U 
モート操作 ID を入力ずる。 

3 音声ガイダンスの後、]〇秒じ(内に U モートコマン 
ドを入力ずる。 

お知らせ 

• キーを巧すとさは、しっか0と巧してくださし、。 


キー 

リモートコマンド 

【1】 

メッセージを繰0返しまず（再 
生中)。’1 

に】 

メッセージを一時停止.再開し 
ます（再生中)。 

に】 

再生中の六ッセージをスキップ 
します。 


キー 

リモートコマンド 

【4】 

新しいメッセージを再生しまず。 

に】 

すべての>^ッセージを再生しま 
す。 

【7】 

再生中の;/ッセージが1日秒戻0 
ます。 

に】 

再生中の六ッセージが3□秒進み 
ます。 

に】 

現在の操作を中止しまず。’ 2 

に】 

自動応答をオフに設定しまず。 

【*】【4】 

一【4】 

現在再生中のメッセージを消去 
しまず。音声メッセージび聞こ 
えてから【4】を巧してくださ 
い。 

【*】に】 

一に】 

ずべてのメッセージを消去しま 
ず。音声メッセージび聞こえて 
からに】を巧してください。 


>1メッセージの始めから已砂しツ内に押すと、前のメッセ ー 
ジび再生されます。 

で操作を再開するには、10砂しツ内にコマンドキーを押し 
て < ださい。 

自動応答モードをオンにする 

手動受信モードのまま外出した場合でち、本機を外線 
で呼び出して自動応答モードに切り替えることびでさ 
まず。事前に1」モート留守設定を有効にしておく必要 
びありまず （107 ぺージの機能#31日)。 

1 本機を呼び出し、ベルを1已回鳴らず。 

2 八ンドセットを戻ず。 

お知らせ 

-ファクス/電話切替 （ F / T 切替）モードに設定 
されているとさは自動応答モードをオンにずる 
ことはでさません。 
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9.4.4 子機で留守番電話を使用す 
る 

電話の通話録音 

通話録音 

1 通話中に [F1] 一 【り または 【4】 を繰り返し巧 
して "ツウワ□クオン" を選択ずる。 

2 [F2] を巧して "□クオンマエケイコク 

?"び "スル" になっていることを確認ずる。 

3 [F21 

• 相手に録音開始を知らせるメッセージび流れた 
後、録音を開始します。 

• 【り または 【*】 を繰り返し巧して "シナ 

イ" を選んだ後に [F2] を巧ずと、メッセー 
ジび流れずに録音を開始しまず。 

お知らせ 

• 通話録音は、法的に規制されていることびあり 
ます。会話を録音していることを巧手に伝えて 
<ださい。 

• 音声メッセージを再生ずる方法については、 
日已、]0]ページを参照してください。 

• 通話録音をやめるとさ 

1. 【F1】 一 【り または 【4】 を繰り返し巧し 

て "□クオンチュウシ" を選択ずる。 

2. [F21 

前か5録音 

用件を聞さ逃したとさなどに約]分前からの通話を録 
音でさまず。 

• 相手び電話を切ってち、こちらび電話を切るまで 
は前から録音でさまず。 

1 通話中または電話を切る前に [F1] 一 【，】 また 
は 【1】 を繰り返し巧して "マエカラ□クオ 
ン" を選択ずる。 

2 [F21 を巧して "マエカラ□クオンシマス 

力？" 表おを確認ずる。 

3 [F11 

お知らせ 

• 前から録音をやめるとさ 


1. 【F1】 一 【り または 【4】 を繰り返し巧し 

て "□クオンチュウシ" を選択ずる。 

2. [F2] 

音声メッセージの再生 

新しいメ ッ セージのみを聞く 
1 【F3】 を巧してメッセージの有無を確認ずる。 

2 [F2] 一 【り または 【A】 を繰り返し巧して" シ 

ンキノミサイセイ" を選択ずる。 

3 【F2】 

• 新しいメッセージを聞さ直ずには、再生中に 
[F3] または 【4】 を巧ずと]件目の頭に戻り 
ます。 

4再生をやめるとさは 【F2】 または 【9】 を巧ず。 
ずべてのメ ッ セージを聞く 
1 【F3】 を巧してメッセージの有無を確認ずる。 

2 [F2] 一 【▼】 または 【4】 を繰り返し巧して ス 
ベテサイセイ" を選択ずる。 

3 【F2】 

• ずべてのメッセージを聞さ直ずには、再生中に 
[F3] または 【引 を巧ずと]件目の頭に戻り 
よ苗 0 

4再生をやめるとさは 【F2】 または 【9】 を巧ず。 
すべてのメ ッ セージを消す 
1 【F3】 を巧してメッセージの有無を確認ずる。 

2 【F2】 一 【F3】 一 【F1】 

再生中の便利な機能 


キー 

コマンド 

【1】 または 【ィ】 

再生中のメッセージを繰0 
返しまず。’1 

に】 

再生を一時停止しまず。再 
開するときは、をラー度 
【吕】 を巧しまず。 

【3】 または 卜】 

再生中のメッセージをス 
キップしまず。 
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9 留守番電話 


キー 

コマンド 

【7】 

再生中のメッセージび 10 
秒戻りまず。 

に】 

再生中のメッセージび 30 
秒進みまず。 

[9] または [ F 2] 

再生を中止しまず。 

【*】【4】一 【 F 1】 

現在再生中のメッセージを 
消去しまず。 

【*】【引 一 [ F 1] 

ずべてのメッセージを消去 
します。 "2 

【▼】【‘】 

乂 ッセージの音量を変えま 
す。 


‘1メッセージの始めから已砂じ(内に押すと、前のメッセ— 
ジび再生されます。 

*2 "シンキノ S サイセイ"を選択して再生した場合、す 
ベての新規メッセージを消まします。 

"スべテサイセイ"を選択して再生した場合、すべて 
のメッセージを消去します。 
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10.1機能設定 

10.1.1 親機の機能設定 

【セット】 


雌制 

1【機制 

2 【口】 および3巧のコードを巧ず （ 104ページ〜 
126ぺージ)。 

3適切な選択項目を巧して、目的の設定を選択ずる。 
• このステップは機能に応じて異なりまず。 

4【セット】 

5【機能】を巧して終了ずる。 

Web ブラウザーを使用して機能を選択 
ずる （LAN 接続のみ） 

親機の代わりに、 Web ブラウヴーを使用して機能を変 
要することびでさまず。 

1 Multi-Function Station を起動ずる。一 [ユー 

テイリテイー] 一 [ Web ヴーパー] 

• Web ブラウヴーに本機の IP アドレスを入力し 
て、本機にアクセスずることをでさまず。 

2 メニューバーから目的のカテゴ U —を選択ずる。 

[本体機能設定]:本機の機能 

[ネットワーク機能設定]:ネットワーク機能 

3ユーヴー名として " root " と入力し、パスワード 
を入力ずる （10 已ぺージの機能#1已已）。一 

[0 K ] 

4ちフレームの上部で目的の機能タブを選択ずる。 

5設定を変更ずるか、情報を編集ずる。 

• このステップは機能に応じて異なりまず。 


10プ□グラム設定 

6障録] 

• 新しい設定び本機に転送されまず。 

7 Web ブラウヴーを閉じる。 

お知らせ 

• [更新] をク U ックずると、 Web ブラウヴーに 
表示されている設定び更新されまず。 


〇 〇 


回囚回囚 

囚囚囚团 

回囚回因 



0000 0 
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10 プ□グラム設定 


10 . 1 . 1.1 基本機能 


機能/コード 

選択内容 

日付と時刻を設定ずる 
閒川【0】【1】 

テンキーを使用して、日付と時刻を入力しまず。詳細については、 

32ページを参照してください。 

発信元の名前を設定ずる 
阳】川に】に】 

テンキーを使用して、発信元の名前を入力しまず。詳細については、 
33ページを参照してください。 

発信元のファクス番号を設定 
ずる 

【が川に】に】 

テンキーを使用して、発信元のファクス番号を入力しまず。詳細につ 
いては、34ページを参照してください。 

言語を選択ずる 
【口】川【1】に】 

ディスプレイとレポートでは、選択した言語び使用されまず。 

川"ニホンゴ" 彻期値） 

に】 " English " 

1. 【機能】一 【口】川川に】 

2. [1] または【2】を巧して、目的の言語を選択ずる。一【セッ 

卜】一【磯制 

FOR ENGLISH USERS : 

If you want to change the language setting to English , 
proceed as follows . 

1. 【機能】一【口】【1】【1】【0】 

2. Press 【吕】 to select English . ^ 【セット】一【機能】 

ダイヤル切替を設定ずる（親 
機と子機） 

【口】川に】に】 

川 " lOpps " 

に】 "20 pps " 

に】"プッシュ"彻期値） 

詳細については、28ページを参照してください。 

光回線（ひかり電話)、 

ADSL や旧 DN 回線に接続ず 
る （ T / A スプリッタ接続） 

【が【1】【2】【4】 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" ：電話の声をややルさくして反響を抑えまず。 ADS し 
光回線使用時にファクス通信を適正な通信速度にしまず。 

増設子機を登録ずる 
【が川に】に】 

詳細については、] 34ページを参照してください。 

子機の登録を解除ずる 
【口】【1】【3】【4】 

詳細については、] 34ページを参照してください。 

中継アンテナを登録または登 
録解除ずる 
【口】川【4】に】 

詳細については、] 34ページを参照してください。 

LCD ディスプレイのコント 
ラストを変更ずる 
【口】川【4】に】 

[11 "フツウ" 彻期値） 

に】"コク" 
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10 プ□グラム設定 


機能/コード 

選択内容 

長さ単位を選択ずる 

川 " mm " 畑期値） 

阳】川【4】【7】 

に】 " Inch " 

お知5せ 

-還択した長さ単位は、親機のディスプレイに測定値を表示ずる 
とさに使用されまず。 

リモート操作用のパスワード 

Multi-Function Station を使い、 U モート操作で本機の機能設定を行 

を変更ずる 

ラ際のパスワードを設定、変更ずることびでさまず。 

【口】川【引に】 

1. 【機能】 一 【口】【1】【引に】 一 【セット】 

2. 現在のパスワードを入力ずる。一 【セット】 

• パスワードの初期値は "1234" でず。 

3. 〇〜日を使用して、新しい4巧のパスワードを入力ずる。一 【セッ 

り 

4. 新しいパスワードををラー度入力ずる。一 【セット】 一 【機能】 

お知5せ 

• 初期値のパスワードから変更ずることを推奨しまず。 

• このパスワードは Web ブラウヴーでの機能設定にち使用され 
ます （ LAN 接続のみ)。 

トナーメンテナンス時刻を設 

親機は、24時間に1回の割合で、メンテナンスのために自動的に起動 

定ずる 

しまず。これはトナーの凝固を防止ずるための動作であるため、メン 

【口】川【引に】 

テナンス中に親機から発生ずるノイズは停止できません。ただし、親 
機のノイズを不快に感じる場合、開始時刻を変更ずることびできまず。 

1. 【機能】 一 【口】川【引【引 一 【セット】 

2. メンテナンス開始時刻を入力ずる。 

• 時刻の初期値は "12:00 AM " でず。 

• 【弁】 を繰り返し巧して、 " AM " または " PM " を選択してく 
ださい。 

3. 【セット】 一 【機能】 


取扱説明書105 









"メ □ディ 1" 3 
"メ□ディ吕 " つ 
"メ□ディ 3" つ 

"メ□ディ 4" *3 (初期値) 


"ベル r (初期値) 

"ベル 2" 

"ベル 3" 

"ベル 4" 

"ベル已" 

"ベル 6" で 
"ベルア，で 
"ベル 8" で 
"メ□ディ 1" つ 
"メ□ディ吕 "*3 
"メ□デイ 3" つ 
"メ□デイ 4" つ 


保留メ□デイを変更ずる 
阳】川【引に】 


外線電話の呼び出し音を設定 
ずる*1 

閒【1】尚【1】 


ビープ 音と キートーン を設定 
ずる’1 

【口】川【6】に】 


0】"ナシ" ：この機能は無効になりまず。 

1] "アリ" （初期値）：確認/エラービープ音およびキー!ンび 
聞こえまず。 

お知らせ 

• この機能び "ナシ"に設定されている場合でを、本機からビー 
プ音び聞こえることびありまず。例： 

-メモ U —受信警告設定 （ 1 ] 已ページの機能# 437) び有 
効になっている場合。 

-トップカバーび開いている場合。 


10プ□グラム設定 


機能/コード 

ずべての機能を初期化ずる 
(メモリー内のずベてのデー 
夕を消去ずる） 

阳】川【引に】 


選択内容 

本機を廃棄、譲ミ度、または返品ずる場合、事前にこの機能を使用し 
て、プ□グラム式機能をずべて初期化し、メモ U —に保をされている 
データをずべて消去してください。 

電話帳（または発信ち情報）およびファクス通信データ（メモリーに 
保をされている受信ファクスと通信履歴レポート）び消去されまず。 
に】"イイ王" 彻期値） 

【1】"ハイ" 

• この機能を使巧ずる前に、電話機コード、 USB ケーブル、および 
LAN ケーブルを取り外してください。 

-モ機に設定されている日付と時刻の設定を初期化されまず 
(131 ページ)。 

すべての機能を初期化するには 

1. 【機能】一【口】川【引に】 

2. [1] を巧して"ハイ"を選択ずる。一【セット】 

3. [1] を巧して"ハイ"を選択ずる。一【セット】 


U U U U 

12 3 4 


I U J J U U I U U U U 

1234己67890关 〇 
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10 プ□グラム設定 


機能/コード 

選択内容 

内線電話の呼び出し方を変更 

川 

"ベル"（初期値）：内線電話をずる際、通常の呼出音で呼び出 

ずる 

します。 

阳】川【7】に】 

に】 

"オンセイ"：内線電話をずる際、通常の呼出音を]回だけ鳴ら 


したあと、スピーカーから声でお知らせしまず。呼び出ず側は内線電 


話をかけて呼出音び2回聞こえたら、巧手に呼びかけて<ださい。 


お知5せ 


• 

この設定はモ機にち適用されまず。 


• 

通常の内線呼び出しのほか、通話を別の内線に転送ずる場合を 



適用されます。 

発信ちま号表示を設定ずる 

に】 

"ナシ"：この機能は無効になりまず。 

阳】に】に】【4】 

[11 

"ジドウ"（初期値）：発信ち情報を受信した場合、自動的に発 


信者の情報を表おしまず。 

発信者ま号表示機能付さ 

に】 

"ナシ"彻期値）：この機能は無効になりまず。 

キヤツチホンを設定ずる 

[11 

"アリ"：キヤツチホン着信時に、発信ち情報を受信した場合、 

【口】に】に】に】 

自動的に発信をの情報を表おしまず。 

ファクス専用モードの呼び出 

川 

"1" 

し回数を変更ずる 

に】 

"2" 

【口】に】川に】 

に】 

"3" 彻期値） 


【4】 

"4" 


に】 

"已" 


间 

"6" 


【7】 

マ’ 


に】 

"8" 


に】 

"9" 

留守電/ファクスモードの呼 

に】 

"ジドウ" 

び出し回数を変更ずる 

に】 

"2" 彻期値） 

【口】に】川川 

に】 

"3" 


【4】 

"4" 


に】 

■ち" 


に】 

"6" 


【7】 

マ， 


詳細については、84ページを参照してください。 

あんしん応答のメツセージを 

あんしん応答中に巧手に名前を尋ねるメッセージの種類を選択しまず。 

設定ずる 

川 

"メッセージ 1" (核]期値）：「あんしん応答モードになってい 

【口】に】【4】【4】 

ます。 

あなたのお名前をおっしゃって < ださい。」 


に】 

"メッセージ 2" :「失ネ L でずび、お名前をお伺いしてをよろ 


しいでしよラか？」 

外出巧から自動応答モード設 

に】 

"ナシ"彻期値）：この機能は無効になりまず。 

定を有効にずる 

[11 

"アリ"： 手動受信モードの本機を外出先から呼び出した際に、 

【口】に】川に】 

ベルび ] 已回鳴つた後に自動応答モードに切り替わりまず。 
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10 プ□グラム設定 _ 


機能/コード 

選択内容 

系筑巧カセツトの用紙サイズを 
設定ずる 

【口】に】問に】 

[1] "レター": レターサイズ用紙 
に】 " A 4" 畑期値）： A 4 サイズ用紙 
に】"己已 ( J 旧)"： B 已 ( JIS ) サイズ用紙 
【4】 " B 已(旧0)" : B 已 （ ISO ) サイズ用紙 

お知らせ 

." B 己 ( J 旧)" または " B 已(旧0)" を選択した場合、受信した 
ファクス文書はメモ U —に保をされまず。 

手差しトレイの用紙サイズを 
設定ずる 

【口】に】【8】川 

[1] "レター": レターサイズ用紙 
に】 " A 4" 畑期値）： A 4 サイズ用紙 
に】"己已 ( J 旧)"： B 已 ( JIS ) サイズ用紙 
【4】"己已(旧0)" : B 已 （ ISO ) サイズ用紙 
に】 " A 已"： A 已サイズ用紙 
口】"リーガル"： U - ガルサイズ用紙 
【8】"吕 16 X 340" 

【9】"吕 16 X 330" 

お知5せ 

• 機能#147 (10 已ぺージ）を " Inch " に設定ずると、数きは 
インチ単位で表おされまず。 

m カセツトの用紙種類を設 
定ずる 

【口】に】【8】に】 

[1] "アツグチフツウシ" ： 7已昼 /me 〜日〇吕 / m 2 用紙 
に】"フツウシ" 彻期値）： 64 邑 / m 2 〜 7已 邑 / m 2 用紙 

お知5せ 

• コンピューターから印刷ずる場合、この設定は無効になりま 
す。印刷用の用紙種類を設定ずる方法については、47ページ 
を参照してください。 

手差しトレイの用紙種類を設 
定ずる 

【口】に】岡【4】 

【1】"アツグチ つツクシ ": 7 已邑 / me 〜 日〇邑 / m 2 用紙 
に】"フツウシ" 彻期値）： 64 邑 / m 2 〜7 已邑 / m 2 用紙 

おがらせ 

• コンピューターから印刷ずる場合、この設定は無効になりま 
ず。印刷用の用紙種類を設定ずる方法については、47ページ 
を参照してください。 

自動応答モード設定の受信 
モードを変更ずる 
【口】【4】に】に】 

[1] "ルスデン/ファクス" （初期値）：留守電/ファクスモード 
(84 ぺージ） 

【2】"ファクスセンヨウ" ：フ ァクス専用モード （8 已ぺージ） 
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10 プ□グラム設定 


機能/コード 

選択内容 

節電モードタイマーの時間を 
設定ずる 

阳】【4】に】に】 

親機び節電モードになるまでの時間を設定しまず。 

川 "5 フン" 朋期値）：已分 

に】 "1 已フン"： ]已分 
に】 "30 プン "： 30分 
【4】 "1 ジカン"： ] 時間 

お知5せ 

-節電モードの場合、本機は印刷開始前に定着部を予熱ずる必要 
びありまず。 

手動応答モード設定の受信 
モードを変更ずる 
【口】【4】【0】【4】 

川"シュドウジュシン" 彻期値）：手動受信モード旧已ぺージ） 
に】 " F / T キリカエ"：ファクス/電話切替モード旧日ページ） 

前の読取濃度設定を保持ずる 
阳】【4】【引に】 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" ：本機は前の設定を保持しまず。 

お知5せ 

• コピーについては、前の設定び個別に保持されまず。 

• ファクス送信については、前の設定び個別に保持されまず。 

操作モードな]期値を設定ずる 
阳】【4】间に】 

操作モード初期値タイマー（機能# 464) で設定した時間び経過した 
ときに、どの操作モードに戻るかを選択しまず。 

【1】"コピー" （初期値）：コピーモードび初期値として選択されま 
す。 

【2】"ファクス" ：ファクスモードび初期値として選択されまず。 

お失！] 5せ 

• この機能では、スキヤンモードを選択ずることはでさません。 

操作モード初期値タイマーを 
設定ずる 

【口】【4】间【4】 

操作モード初期値（機能# 463) に戻るまでの時間をタイマーで設定 
しまず。 

【0】"ナシ" ：この機能は無効になりまず。 

【1】 "30 ビヨウ" ： 30秒 
に】 "1 プン" 朋期値）：1分 
に】"吕フン"： 2分 
【4】"己フン"： 已分 

トナーセーブ機能を設定ずる 
【口】【4】に】に】 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ"： トナーカート U ッジび長持ちしまず。 

お知5せ 

-この機能を使巧ずると、トナー消費の抑制により印刷品質び1岳 
下ずることびありまず。 

• この設定び有効なのは、コピーずる場合、および本機びレポー 
卜 / IJ ストを印刷ずる場合でず。 

• この設定は、受信したファクスを印刷ずる場合には無効でず。 


*1 この設定は、親機とモ機について個別に変更することびできます。 
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-モ機のが線電話の呼び出し音の設定ち法については、132ページを参照してください。 

-モ機のキートーンの設定方法については、132ページを参照してください。 

で ©2011 Akiyuki Ishida Creative Room . Associate with Office Y.K All Rights Reserved . 
つ © 200日 Copyrights Vision Inc . 

10 . 1 . 1.2 ファクス機能 


機能/コード 

選択内容 

ファクス/電話の無鳴動呼び 
出し回数を変更ずる 
【口】に】川に】 

ファクス/電話切替モードで並列電話を使用している場合に、本機び 
着信に応答ずる前に並列電話の呼び出し音び鳴る回数を選択しまず。 

[11"1" 

に】" 2" 彻期値） 

に】" 3" 

【4】 "4" 

に】"已" 

に】" 6" 

【7】マ’ 

に】" 8" 

に】" 9" 

お知5せ 

• 詳細については、86ページを参照してください。 

電話帳のデータを親機から子 
機にコピーずる 
阳】に】【8】に】 

に】"イッセイ" 

[11 "コべツ" 彻期値） 

詳細については、] 37ページを参照してください。 

ワンタッチダイヤル、親機の 
電話帳およびアドレスリスト 
に保をされた項目をずべて消 
去ずる 

脚に】【8】に】 

に】"イイ王" 彻期値） 

【1】"ハイ" 

• この機能を使巧ずる前に、電話機コード、 USB ケーブル、および 
LAN ケーブルを取り外してください。 

ずべての項目を消去ずるには 

1. 【機能】一【口】に】【8】に】 

2. 【1】を巧して"ハイ"を選択ずる。一【セット】 

3. [1] を巧して"ハイ"を還おずる。一【セット】一【機能】 

通信結果レポートを印刷ずる 

【口】【4】【0】【1】 

【0】"ナシ" ：通信結果レポートは印刷されません。 

[1] "アリ" ：ファクス送信の後に毎回通信結果レポートび印刷さ 
れます。 

に】"エラージ ノミ’' 彻期値）：ファクス送信に失敗した場合に 
のみ、通信結果レポートび印刷されまず。 

通信履歴レポート①自動印刷 
を設定ずる 
【が【4】に】に】 

に】"ナシ" ：本機は通信履歴レポートを印刷せず、最近30件の 
ファクス送受信について記録を保持しまず。 

[1] "アリ" 彻期値）：本機は新規のファクス送受信び30件に到 
達ずるごとに、通信履歴レポートを自動的に印刷しまず （77 ページ)。 
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機能/コード 

選択内容 

ファクスをミ毎がへ送信ずる 
閒【4】川川 

正しい番号を使用し、回線び接続されている場合でをミ毎外にファクス 
を送信できない場合、この機能を有効にして送信を試みてください。 
この機能を使用ずると、通信速度び低下して信頼性び向上しまず。 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"ジカイノミ" ：この設定は、次回のファクス送信に巧して 
のみ有効です。送信後、本機は前の設定に戻りまず。 

に】"エラージ ノミ’' :前のファクス送信に失敗し、原稿を再送 
信したい場合。 

お知5せ 

-この機能は同報送信には使用でさません。 

• 通信料金び通常よりち高くなる可能性びありまず。 
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機能/コード 

選択内容 

特定時刻にファクスを送信す 
る 

【口】【4】川に】 

この機能は、希望時刻の24時間前まで設定できまず。 

に】"ナシ" 彻期値） 

川マリ" 

ファクスを送信ずるには 

1. 【ファクス】ライトび消えている場合、【ファクス】を巧して点打 

させる。 

2. 原稿をセットずるに日ぺージ)。 

3. 必要に応じて、読取画質 （76 ページ）と読取濃度 （77 ページ） 

を変更ずる。 

4. 【機能】一【口】【4】川に】 

5. [1] を巧して"アリ"を選択ずる。一【セット】 

6. ファクス番号を入力ずる。 

. ワンタッチダイヤル機能および電話帳を使巧して項目を入力ず 
る方法については、78ページ「原稿台ガラスの使用」のス 
テップ3を参照してください（電話帳を使巧ずる場合、【▼】 
または【4】を巧ず前に【►】を巧ず必要はありません)。 

7. 【セット】 

• ファクス番号を手動で入力した場合は、再度番号を入力して 
【スタート】を巧してください。 

• ファクス送信先確認び表おされたら送信先を確認し、【スター 
卜】を巧して<ださい。 

8. 送信開始時刻を入力ずる。 

• 【*】を繰り返し巧して、 " AM " または " PM " を選択してく 
ださい。 

9. 原稿台ガラスを使用ずる場合、【セット】を巧ず。一【スタート】 

自動原稿送り装置を使用ずる場合、【セット】を巧ず。 

• 原稿びメモ U —にスキヤンされまず。本機は指定時刻にデータ 
を送信します。最初の送信び完了ずるまで、別のファクス送信 
にこの機能を使用ずることはでさません。 

おが5せ 

-登録後にこの設定を取り消ずには、本機び使用中でないとさに 
【ストップ】、【セット】の順序で巧してください。 

エラー訂正モード （ ECM ) 

を設定ずる 
阳】【4】川に】 

送信側ファクス機と受信側ファクス機び ECM に対応している場合、こ 
の機能を利用でさまず。 

に】"ナシ" ：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" （初期値）：ファクスの送受信は、エラーを発生させな 
いよラにして実行されまず。 
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機能/コード 

選択内容 

接続音を設定ずる 
【口】【4】川に】 

ファクスの送信時に頻繁に問題び発生ずる場合、この機能を使用ずる 
と、接続音（ファクス音、発信ち向け呼び出し音、話中音）び聞こえ 
ます。これらの音を使用して、ホ目手先のファクス機の状態を確認でき 
ます。 

【0】"ナシ" ：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" （初期値）：接続音び聞こえまず。 

お知5せ 

-呼び出し音（発信を向け）び続く場合、ホ目手先の機械びファク 
ス機でない、または用紙び切れている可能性びありまず。巧手 
先に確認してください。 

• 接続音の音量は調整でをません。 

最大ファクス速度を設定ずる 
【口】【4】川に】 

【 1 】 "14.4 kbps " 

に】 "33.6 kbps " 彻期値） 

お知らせ 

• 電話回線に応じて、ファクス速度は選択速度よりを遅くなるこ 
とびありまず。 

メモリー送信モードを設定ず 
る 

【口】【4】川に】 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"ジョウジ" ：本機は原稿をスキヤンし、最初にメモ U - に保 
をしてから、送信を開始しまず。【メモリー送信】を巧さずにファク 
スを送信できます。 

送信巧確認機能を設定ずる 
【口】【4】に】に】 

【0】"ナシ" ：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" （初期値）：送信先を確認してからファクスを送信ずる 
ことびでさまず。表示されている送信先び正しい場合は、【スタート】 
を巧してファクスを送信します。 

直接ダイヤル制限機能を設定 
ずる 

【口】【4】に】川 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" ：テンキーを使用してファクス番号を手動で入力しな 
い場合は、この機能を有効にし、ワンタッチキーまたは電話帳から 
ファクスま号を選択してください。 

おが5せ 

• "アリ" を選択ずると、テンキーで入力したファクス番号に再 
ダイヤルずることをでさません。 

-"アリ" を選択ずると、ファクスま号の再入力設定 
(1 13ぺージの機能# 422) は無効になりまず。 

直接ダイヤル再 Atl 機能を設 
定ずる 

【口】【4】に】に】 

【0】"ナシ" ：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" （初期値）：テンキーを使用して手動でファクス番号を 
ダイヤルずる場合は、番号を再入力して【スタート】を巧ず必要びあ 
りまず。2回目に入力した番号び]回目に入力したま号と一致ずると、 
ファクスを送信することびでさまず。 
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機能/コード 

選択内容 

ダイヤルトーン検知を設定ず 
る 

【が【4】に】に】 

に】"ナシ" ：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" 彻期値）：ファクス送信のとき、ダイヤルトーンを検 
知し、回線び接続されていることを確認してからファクスを送信しま 
す。ダイヤル!-ーンび検知されない場合は、再ダイヤル待機の状態に 
な0まず。 

ダイレクト SMTP 送信を設 
定ずる 

閒【4】に】に】 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" ： E メールアドレスの登録時に、ダイレクト SMTP の E 
メールアドレスとして設定ずることびでさまず。 

インターネツトフアクス送達 
確認要求を設定ずる 
【口】【4】に】に】 

に】"ナシ" ：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" （初期値）：インターネットファクス送信時に、巧手び 
ファクスを受信したかどラか確認要ホをしまず。巧手び受信確認を送 
信すると、通信結果レポートとして印刷されまず （77 ページ)。 

POP ヴーバーか5のイン 
ターネツトフアクス受信間隔 
を設定ずる 
【口】【4】に】【引 

1. 【機能】一【口】【4】に】【8】 

2. テンキーを使用して、インターネットファクスの受信間暗 
を "00" 分〜 "60" 分の範囲で入力ずる。 

• 設定の初期値は "03" 分でず。 

• インターネットファクスの受信確認を自動で行わないよラにず 
るには、 "00" 分に設定してください。手動で受信確認をず 
る方法は日3ページを参照してください。 

3. 【セット】一【機能】 

自動縮ル印刷機能を設定ずる 
阳】【4】に】に】 

受信側の用紙よりち長いファクス文書を縮ルして印刷しまず。 

に】"ナシ" ：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" （初期値）：受信したファクス文書は用紙に合わせて縮 
ルされます。 

リモート受信コードを変更ず 
る 

【口】【4】に】【4】 

並列電話を使用してファクスを受信ずる場合、または発信ちびメッ 
セージを残した後にファクスを送信ずる場合、この機能を有効にし 
て、受信コードを登録してください。 

に】"ナシ" 

[11 "アリ" 彻期値） 

1. 【機能】一【口】【4】に】【4】 

2. [1] を巧して"アリ"を選択ずる。一【セット】 

3. 〇〜日、【*】 、 および【口】を使用して、2〜4巧のコードを入力 

する。 

• コードの初期値は"本# 9" でず。 

4. 【セット】 一 【機能】 
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機能/コード 

選択内容 

自動切断機能を設定ずる 
【口】【4】に】に】 

留守電/ファクスモード （84 ページ）およびファクス/電話切替モー 
ド （8 日ページ）で並列電話を使用して着信に応答ずる場合、この機 
能を有効にして < ださい。 

に】"ナシ" 

川"アリ" 彻期値） 

1. 【機能】一【口】【4】【3】に】 

2. 【1】を巧して"アリ"を選択ずる。一【セット】 

3. 〇〜9、および【关】を使用して、2〜4巧のコードを入力ずる。 

• コードの初期値は"本ぴ’でず。 

4. 【セット】一【機能】 

ファクス音識別後の呼び出し 
回数を変更ずる 
【口】【4】に】に】 

ファクス/電話切替モードの呼び出し回数を変更しまず。 

に】" 3" 彻期値） 

【4】 "4" 

に】"已" 

に】" 6" 

【7】マ’ 

に】" 8" 

に】" 9" 

お知5せ 

• 詳細については、87ページを参照してください。 

メモリー受信警ちを設定ずる 
【口】【4】间【7】 

受信 したつ ァクスびメモ U —に保をされた場合、ビープ音び鳴って警 

告しまず。 

【0】"ナシ" ：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" （初期値）：ビープ音び聞こえまず。 

お知5せ 

• 印刷の問題でファクスびメモ U —内に保をされると、この問題 
を解ミ夫ずるまでビープ音は鳴り続けまず。メッセージび表おさ 
れた場合、保をされているファクスの印刷方法については、 
147ページ〜]已〇ページを参照してください。保をされて 
いるファクスの印刷に十分な用紙び本機に給紙されていること 
を確認してください。 

. Web 見てから印刷旧日ぺージの機能#44助の有効化によっ 
てファクスびメモ U - 内に保をされた場合は、親機のビープ音 
は鳴0ません。ただし、メモ U —びほぼいっぱいになると、親 
機のビープ音び鳴りまず。 
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機能/コード 

選択内容 

親切受信を設定ずる 
【口】【4】に】に】 

着信に応答し、ファクス音（ポーポー音）び聞こえたとさ、自動的に 
ファクスを受信しまず。 

に】"ナシ" ：親機を使用してファクスを受信ずるには、【スター 
卜】 を巧してから【2】を巧ず必要びありまず。モ機を使用してファ 
クスを受信ずるには、キー操作をして受信ずる必要びありまず 
(8 已ページ)。 

【1】"アリ" （初期値）：自動的にファクスを受信ずるため、キー操 
作をする必要びありません。 

ファクスをコンピューターで 
受信ずる 

【口】【4】【4】に】 

ファクスをコンピューターで受信ずる場合、この機能を有効にして、 
Multi-Function Station から [ PC ファクス]を実行してください。 
この機能は、見てから印刷機能旧日ページの機能# 448) び無効に 
なっている場合に利用でさまず。 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

[1] "ジョウジ" ：本機びコンピューターとの接続を認識ずると、 
受信したファクスはコンピューターに転送されまず。本機び接続を認 
識でさない場合、受信したファクスはメモ U —にいったん保をされ、 
コンピューターの接続の認識後にコンピューターに転送されまず。 

【2】"セツゾクカノウジ" ：本機びコンピューターとの接続を認 
識ずると、受信したファクスはコンピューターに転送されまず。本機 
び接続を認識でさない場合、受信したファクスは印刷されまず。 

PC ファクス受信用のコン 
ピューターを設定ずる 
【口】【4】【4】に】 

ファクス受信に使用ずるコンピューターを選択しまず。詳細について 
は、3已ページを参照してください。 

見てか SEP 刷機能を設定ずる 
【口】【4】【4】に】 

詳細については、8日ページを参照してください。 

Web 見てから印刷のアクセ 
スコードを設定ずる 
【口】【4】【引に】 

詳細については、8日ページを参照してください。 

ファクス受信の通知を設定ず 
る 

【が【4】【引川 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" ：ファクスを受信ずると、本機に USB / LAN で接続さ 
れているコンピューターに通知されまず。 

おが15せ 

- LAN 接続の場合：ファクス受信通知び送信されるコンピュー 
ターを Web ブラウヴーで登録してください （1] 7ページ)。 

ファクス自動 E メール區送機 
能を設定ずる 
【が【4】【引に】 

受信したファクスをあらかじめ設定した E メールアドレスに転送ずる 
場合、この機能を有効にしてください。 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

[1] "アリ" ： E メールアドレスを事前に設定しておくと 

(1 ]8ページ)、受信したファクス文書は E メールの添付ファイルと 

して指定のアドレスに自動的に転送されまず。 
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機能/コード 

選択内容 

受信したファクスを本機のメ 
モリからずベて消去ずる 
【口】【4】【引に】 

に】"イイ王" 畑期値） 

川"ハイ" 

• この機能を使用ずる前に、電話機コード、 USB ケーブルおよび 
LAN ケーブルを取り外してください。 

1. 【機能】一【口】【4】に】【8】 

2. 【りを巧して"ハイ"を選択ずる。一【セット】一【セット】一 
【機制 

ファクス機能をネリ期化ずる 
【口】【4】【引に】 

に】"イイ王" 朋期値） 

川"ハイ" 

1. 【機能】一【口】【4】【引に】 

2. 【りを巧して"ハイ"を選択ずる。一【セット】一【セット】一 
【機制 

ファクス受信通知用のコン 
ピューター情報を設定ずる 
( LAN 接続のみ） 

• この機能は、 Web ブラウ 
ヴーでのみ設定でさま 
す。 

ファクス受信通知メッセージの送信先となるコンピューターを選択し 
ます （6 箇所まで)。 

1. Multi-Function Station を起動ずる。 

2. [ユーテイリテイー] 一 [ Web ヴーパー]一[本体機能設定] 

3. ユーヴー名として " root " と入力し、パスワードを入力ずる 
( 10已ぺージの機能#1已已）。一にの 

4. [ファクス機能]タブを選択ずる。 

5. [受信 PC リスト]の横にある[編集]をク U ックずる。 

6. 目的の宛先の横にある[リスト]をク U ックずる。 

7. U ストから目的のコンピューターをク U ックずる。一[登録] 

8. Web ブラウヴーを閉じる。 
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機能/コード 

選択内容 

ファクス自動 E メールお送の 
宛巧を設定ずる （ LAN 接続 
のみ） 

• この機能は、 Web ブラウ 
ヴーでのみ設定でさま 
す。 

受信したファクスを自動的に E メール転送ずる宛先を選択しまず （6 箇 
所まで）。 

お知5せ 

• 事前に E メールサーバー情報の設定 （128 ページ）および E 
メールアドレスの登録 （12 日ページ）を行ってください。 

1. Multi-Function Station を起動ずる。 

2. [ユーテイリテイー] 一 [ Web ヴーバ ー] 一[本体機能設定] 

3. ユーヴー名として " root " と入力し、パスワードを入力ずる 
( 10已ぺージの機能#1已已）。一にの 

4. [ファクス機能]タブを選択ずる。 

5. [送信巧]の横にある[編集]をク U ックずる。 

6. 目的の宛先の横にある[アドレスリスト]をク U ックずる。 

7. 受信したファクスの転送先として指定ずる名前をク U ックずる。 

8. 1；登録] 

9. Web ブラウヴーを閉じる。 

お知5せ 

• 最近1已件の転送の状態を確認ずるには、ステップ已で脯期 
の横にある[リスト]をク U ックしてください。 
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10 プ□グラム設定 


10.1.1.3 留守番電話機能 


機能/コード 

選択内容 

着信メツセージの最大録音時 
間を変更ずる 
【口】に】に】に】 

【1】 "1 プン" 

に】 "3 プン" 彻期値） 

リモート操作のを設定ずる 
【口】に】に】に】 

1. 【機能】一【口】に】【0】【6】 

2. U モート操作機能を有効にずるには、4巧の U モート操作 I □を入 
力する。 

• U モート操作機能を無効にずるには、【关】を巧してください。 

3. 【セット】一【機能】 

留守音声モニターを設定ずる 
【口】【引川に】 

留守番電話びメッセージを録音しているとさにスピーカーからメッ 
セージを聞さまず。 

に】"ナシ" 

川"アリ" 彻期値） 

留守応答メツセージを選択ず 
る 

【口】に】【4】に】 

川"コテイ 1" 彻期値） 

に】"コテイ 2" 

に】"ジヴク" 

お知5せ 

. "ジサク" を還おずると、自作応答メッセージ（日4ページ） 

で応答でさます。自作メッセージを消去ずると、"ジサク"を 
選択していてを、"コテイ 1" のメッセージび流れまず。 

音声メツセージをコンピユー 
夕一で受信ずる 
【口】に】【6】に】 

音声メッセージをコンピューターで受信ずる場合、この機能を有効に 
して < ださい。 

この機能は、 Web 音声管理モード（日日ページの機能#3日 7) び無効 
の場合に利用でさまず。 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"ジョウジ" ：本機びコンピューターとの接続を認識ずると、 
録音された音声メッセージはコンピューターに転送されまず。本機び 
接続を認識でさない場合、録音された音声メッセージはメモ U —に 
いつたん保をされ、コンピューターの接続の認識後にコンピューター 
に転送されまず。 

PC 音声管理用のコンピユー 
夕 一を設定ず る 
阳】に】【6】【引 

音声メッセージの受信に使用ずるコンピューターを還択しまず。詳細 
については、3已ページを参照してください。 

Web 音声管理モードを設定 
ずる 

【口】に】【6】【7】 

詳細については、日日ページを参照してください。 

Web 音声管理コードを設定 
ずる 

【口】に】【6】に】 

詳細については、日日ページを参照してください。 
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機能/コード 

選択内容 

音声自動 E メール転送を設定 
ずる 

【がに】【6】に】 

着信音声メッセージをあらかじめ設定した E メールアドレスに転送ず 
る場合、この機能を有効にしてください。 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" ： E メールアドレスを事前に設定しておくと 
(120 ページ)、着信音声メッセージは、 E メールの添付ファイルと 
して指定のアドレスに自動的に転送されまず。伝言録音 （94 ページ） 
および通話の録音 （94 ページ）は転送されません。 

音声自動 E メール転送の宛先 
を設定ずる （ LAN 接続のみ） 

• この機能は、 Web ブラウ 
ヴーでのみ設定でさま 
す。 

着信音声メッセージを自動的に E メール転送ずる宛先を選択しまず （6 
箇所まで)。 

おが5せ 

• 事前に E メールサーバー情報の設定 （128 ページ）および E 
メールアドレスの登録 （12 日ページ）を行ってください。 

1. Multi-Function Station を起動ずる。 

2. [ユーテイリテイー] 一 [ Web ヴーバ ー] 一[本体機能設定] 

3. ユーヴー名として " root " と入力し、パスワードを入力ずる 
( 10已ぺージの機能#1已已）。一にの 

4. [留守番電話機能]タブを選択ずる。 

5. [送信巧]の横にある[編集]をク U ックずる。 

6. 目的の宛先の横にある[アドレスリスト]をク U ックずる。 

7. 着信音声メッセージの転送先として指定ずる名前をク U ックずる。 

8. 1；登録] 

9. Web ブラウヴーを閉じる。 

お知らせ 

• 最近1已件の転送の状態を確認ずるには、ステップ已で脯期 
の横にある[リスト]をク U ックしてください。 


10.1.1.4 コピー機能 


機能/コード 

選択内容 

コピーに使用ずる給紙方法を 
設定ずる 

【口】【4】【6】に】 

[1] "トレイ 1" (初期値）：給紙カセツトび選択されまず。表おさ 
れる用紙サイズは用紙サイズ設定によって異なりまず（108ページ 
の機能#380)。 

に】"トレイ吕"：手差しトレイび選択されまず。表おされる用紙サ 
イズは用紙サイズ設定によって異なりまず(108ページの機能 
#381)。 

コピー読取画質の初期値を変 
要ずる 

【口】【4】【引【1】 

初期値のコピー読取画質設定を変更しまず。 

[11 "モジ/シヤシン" （初期値）：文字および写真用。 

に】"モジ"： 文き専用。 

【3】"シヤシン"： 写真、陰影付さの図など。 
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機能/コード 

選択内容 

前のぺージレイアウト設定を 
保持ずる 

阳】【4】间【7】 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" ：本機は前の設定を保持しまず。 

前のズーム設定を保持ずる 
阳】【4】间に】 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" ：本機は前の設定を保持しまず。 

前のソート設定を保持ずる 
【口】【4】间に】 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" ：本機は前の設定を保持しまず。 

前のエッジ設定を保持ずる 
【口】【4】【7】に】 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" ：本機は前の設定を保持しまず。 

フレーム余白を設定ずる 
【口】【4】【7】【4】 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

[1] "アリ" ：コピーは余白設定に合わせて自動的に縮ルされまず。 
ただし、ズーム倍率（日0ページ）を変更ずると、自動的に縮ルされ 
ることはありません。 

前のを白設定を保持ずる 
【口】【4】【7】に】 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" ：本機は前の設定を保持しまず。 


10.1.1.5 コンピューターか5の印刷機能 


機能/コード 

選択内容 

データタイムアウト設定を変 
要ずる 

【口】【7】【7】【4】 

設定されている時間内にコンピューターから本機にデータび送信され 
なかった場合、メモ U —に保をされている残0のデータび自動的に印 
刷されまず。 

1. 【機能】一【口】【7】【7】【4】一【セット】 

2. テンキーを使巧して、希望のデータタイムアウト設定を "00 已" 
秒〜 "600" 秒の範囲で入力ずる。 

• 設定の初期値は "060" 秒でず。 

3. 【セット】一【機能】 

A 4/ LTR 代替印刷を設定ず 
る 

【口】【7】【7】【已】 

この機能を使用ずると、レターサイズの用紙び給紙カセットにセット 
されている場合でを、 A 4 サイズで印刷ずることびでさまず。逆に、 

A 4 サイズの用紙にレターサイズで印刷ずることちでさまず。 

【0】"ナシ" ：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" 彻期値）： A 4 サイズとレターサイズの代替印刷び巧 
能でず。 
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10 . 1 . 1.6 スキャン機能 


機能/コード 

選択内容 

プッシュスキャンのスキャン 
モードを設定ずる 
阳】【4】【9】に】 

川"ビューア ー" 彻期値）：スキャンされたイメージは [Quick 
Image Navigator ] ウィンドウに表おされまず。 

【吕】"ファイル" ：スキャンされたイメージはファイルとして保を 
されます。 

に】 " E メール" ：スキャンされたイメージは E メールの添付ファイ 
ル用として保をされます。 

【4】 " OCR " :スキャンされたイメージは OCR ウィンドウに表おさ 
れます。 

【引 " E メールアドレス" ：スキャンされたイメージは指定した E 
メールアドレスに、添付ファイルとして送信されまず。 

に】 " FTP ヴーパー" :スキャンされたイメージは、 FTP サーバー 
の指定されたフォルダーに送信されまず。 

【7】 " SMB フォルダー": スキャンされたイメージは、指定された 
SMB フォルダーに送信されまず。 

おな15せ 

-事前に Web ブラウヴーを使用してサーノ（一設定を行った場合 
にのみ、次の選択内容び表示されまず。 

- "E メールアドレス" は、 E メールサーバー設定を行っ 
た場合に表おされまず (128 ページ)。 

- " FTP サーバー" は、 FTP サーバー設定を行った場合に表 
示されます （123 ページ)。 

- " SMB フォルダー" は、 SMB フォルダー設定を行った場 
合に表おされまず （123 ページ)。 

• OCR ソフトウェアは、付属されておりません。 OCR ソフト 
ウェアを使用するには、 OCR ソフトウェアのパスを指定して 
<ださい。 

プッシュスキャン用の前のス 
キャン設定を保持ずる 
【口】【4】间【4】 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" ：プッシュスキャンの各モードに巧して前のスキャン 
設定を保持しまず。 
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機能/コード 

選択内容 

スキャン toFTP ヴーバーの 
情報を設定ずる （ LAN 接続 
のみ） 

• この機能は、 Web ブラウ 
ヴーでのみ設定でさま 
す。 

スキャンされたファイルを FTP サーバーに送信ずる場合、 Web ブラウ 
ヴーで FTP サーバ H 青報（日個まで）を本機に登録ずること。巧きまず。 

1. Multi-Function Station を起動ずる。 

2. [ユーテイリテイー] 一 [ Web ヴーパー]一[本体機能設定] 

3. ユーヴー名として " root " と入力し、パスワードを入力ずる 
( 10已ぺージの機能#1已已） 。一 にの 

4. [スキャン機能]タブを選択ずる。 

5. [ FTP ヴーバ ー] の横にある[編集]をク U ックずる。 

6. 目的の FTP サーバーの横にある[編集]をク U ックずる。 

7. サーバー名、 IP アドレス、フォルダーパス、アカウントなどを入 
力ずる。一[登録] 

8. Web ブラウヴーを閉じる。 

お知らせ 

• ステップ7でフォルダーパスを入力しない場合、スキャンされ 
たイメージはルートフォルダーに保をされまず。 

スキャン toSMB フオルダー 
の情報を設定ずる (LAN 接 
続のみ） 

• この機能は、 Web ブラウ 
ヴーでのみ設定でさま 
ず。 

スキャンされたファイルを SMB フォルダーに送信ずる場合、 Web ブ 
ラウヴーで SMB フォルダー送信先 （6 個まで）を本機に登録ずること 
びでさまず。 

1. Multi-Function Station を起動ずる。 

2. [ユーテイリテイー] 一 [ Web ヴーパー]一[本体機能設定] 

3. ユーヴー名として " root " と入力し、パスワードを入力ずる 
( 10已ぺージの機能#1已已） 。一 |；0 K ] 

4. [スキャン機能]タブを選択ずる。 

5. [ SM 己フォルダー]の横にある[編集]をク U ックずる。 

6. 目的の SMB フォルダーの横にある[編集]をク U ックずる。 

7. フォルダー名およびアカウント情報を入力ずる。 

8. フォルダーパスの横にある[表示]をク U ックして、目的のコン 
ピューターのフォルダーを選択ずる。一 [0 K ] 

• 手動でフォルダーパスを入力ずることちでをまず。 

9. 1；登録] 

10. Web ブラウヴーを閉じる。 
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10.1 .1.7 LAN 機能 


機能/コード 

選択内容 

DHCP ヴーパーを使用ずる 
場合の LAN 設定 
阳】间【0】に】 

に】"ナシ" ：この機能は無効になりまず。 

川"アリ" 彻期値）：次の項目び 、 DHCP (Dynamic Host 
Configuration Protocol ) サーバーを使用して自動的に割り当てら 
れます。 

- IP アドレス 

-サブネットマスク 

-デフォルトゲートウェイ 

本機の IP アドレスを設定ずる 
閒间【0】川 

この機能は、機能#已00び無効になっているときに使用できまず。 

1. 【機能】一【口】【引【0】川一【セット】 

2. テンキーを使用して、本機の IP アドレスを入力ずる。一【セッ 

卜】一【機制 

ヴブネットマスクを設定ずる 
【口】问【0】に】 

この機能は、機能#已00び無効になっているときに使用できまず。 

1. 【機能】一【口】【引【0】に】一【セット】 

2. テンキーを使用して、サブネットマスクを入力ずる。一【セッ 

卜】一【磯制 

デフォルトゲートウェイを設 
定ずる 

【が问【0】に】 

この機能は、機能#已00び無効になっているときに使用できまず。 

1. 【機能】一【口】に】【0】【3】一【セット】 

2. テンキーを使用して、デフォルトゲートウェイを入力ずる。一 

【セット】一【機能】 

プライマリー DNS サーバー 
を設定ずる 
【口】【引【0】【4】 

この機能は、機能#已00び無効になっているときに使用できまず。 

1. 【機能】一【口】に】【0】【4】一【セット】 

2. テンキーを使用して、プライマ U — DNS サーバーを入力ずる。一 

【セット】一【機能】 

セカンダリ ー DNS サーバー 
を設定ずる 
【が间【0】に】 

この機能は、機能#已00び無効になっているときに使用できまず。 

1. 【機能】一【口】【引【0】に】一【セット】 

2. テンキーを使用して、セカンダ U — DNS サーバーを入力ずる。一 

【セット】一【機能】 
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機能/コード 

選択内容 

マシン名を設定ずる 
【口】に】に】【7】 

1. 【機能】一【口】【引【0】【7】一【セット】 

2. 英数字を使用して、 LAN 上で認識ずるための本機の名前を1已文字 
じ(内で入力ずる（文字入力については] 38ページを参照)。 

• 【0】または【1】を使用ずると、次の記号を入力でさまず。 

! @ # $ 0/ □八 & ’ )(.-_{! 

3. 【セット】一【機能】 

お知らせ 

• LAN 上で本機を認識ずるために、本機は重複しない名前を自 
動的に初期値として設定しまず。名前を変更ずる場合、重複を 
避けるため、唯一の名前を割0当てて< ださい。 

本機の MAC アドレスを表示 
ずる 

【口】间【0】に】 

1. 【機能】一【口】【引【0】に】一【セット】 

2. 本機の MAC アドレスび表おされる。一【機能】 

IP フイルターを設定ずる 
閒问间に】 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" ：本機は、設定済みの IP パターンからのアクセスを拒 
否または 7 爭認しまず。 IP アドレスを拒否またはを認ずるかどラかを設 
定することびでさまず。 Web ブラウヴーで IPv 4 および IPv 6 のそれぞ 
れに最大4つのノ（ターンを設定でさまず。 

1. Multi-Function Station を起動ずる。 

2. [ユーティリティー] 一 [ Web ヴーバ ー] 一[ネットワーク機 
能設定] 

3. ユーヴー名として " root " と入力し、パスワードを入力ずる 
( 10已ぺージの機能#1已已）。一 |；0 K ] 

4. [LAN 機能]タブを選択ずる。 

5. [ IP フィルター]の横にある[編集]をク U ックずる。 

6. [フィルター ( IPv 4)] / [フィルター ( IPvS )] の横にある[編集] 

をク U ックずる。 

7. モードを変更し、 IP フィルター情報を編集ずる。一障録] 

8. Web ブラウヴーを閉じる。 

IP アドレスを自動的に設定ず 
る 

【口】问间间 

この機能は、機能#已〇〇び有効になっている場合にのみ表おされまず。 
に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【1】"アリ" ： IP アドレスび 、 DHCP ( Dynami 巳 Host 巳 onfi 邑- 
uration Protocol ) サーバーを使用せずに自動的に割り当てられまず。 

HTTPD を設定ずる 
阳】に】【引【4】 

【0】"ナシ" ： Web サーバーへのアクセスを禁止しまず。 

【1】"アリ" （初期値）： Web サーバーへのアクセスを許巧しまず。 
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10 プ□グラム設定 _ 


機能/コード 

選択内容 

ロソ6プロトコル 

に】"ナシ" 彻期値）：この機能は無効になりまず。 

【口】间に】に】 

【1】"アリ" ： IPv 日プ□トコルを使用できまず。プ U ンタードライ 
パーをインストールした後に、ポートを IPv 日アドレスに変更してくだ 
さい。 "キノウセッテイリスト" （177 ページ）を印刷ずると、 
IPv 6 アドレスを確認できまず。 

お知らせ 

• この機能を有効にずるには、親機の電源スイッチをいったん才 
フにしてから、オンにずる必要びありまず。 

プライマリー WINS ヴーパ‘一 

この機能は、機能#已00び無効になっているときに使用できまず。 

を設定ずる 
【口】间に】に】 

1. 【機能】 一 【口】に】に】【8】 一 【セット】 

2. テンキーを使用して、プライマ U — WINS サーバーの IP アドレス 
を入力ずる。一 【セット】 一 【機能】 

セカンダリ ー WINS サーバー 

この機能は、機能#已00び無効になっているときに使用できまず。 

を設定ずる 
【口】问に】に】 

1. 【機能】 一 【口】に】に】【9】 一 【セット】 

2. テンキーを使用して、セカンダ U — WINS サーバーの IP アドレス 
を入力ずる。一 【セット】 一 【機能】 

本機に保存されている FTP 

に】"イイ王" 彻期値） 

サーバー情報、および SMB 

川"ハィ" 

フォ J レダー情報をずべて消去 

• この機能を使用ずる前に、電話機コード、 USB ケーブル、および 

ずる 

LAN ケーブルを取り外してください。 

【口】【引【7】に】 

FTP ヴ ー / (一情報を消去ずるには 

1. 【機能】 一 【口】に】【7】に】 

2. [1] を巧して "ハイ" を選択ずる。一 【セット】 

3. 【1】 を巧して "ハイ" を選択ずる。一 【セット】 一 【機能】 

SM 己フォルダー情報を消去ずるには 

1. 【機能】 一 【口】に】【7】【8】 

2. [1] を巧して "ハイ" を選択ずる。一 【セット】 

3. 【0】 を巧して "イイエ" を選択ずる。一 【セット】 

4. 【1】 を巧して "ハイ" を選択ずる。一 【セット】 一 【機能】 


10.1.1.8 ネットワーク機能 （ LAN 接続のみ) 


この機能は、 Web ブラウヴーで設定できまず。 


機能 

タブ 

選択内容 

LAN 機能を設定ずる 

[ LAN 機能] 

LAN 機能の設定を入力しまず。詳細については、 
124ページを参照してください。 

SNMP のコミュニティ 
名を設定ずる 

[ SNMP ] 

SNMP のコミュニティ名を入力しまず。詳細につ 
いては、ご利用のサービスプ□ノ（イダーまたは 
ネットワーク管理ちにお問い合わせください。 
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10 プ□グラム設定 


機能 

タブ 

選択内容 

本機の使用場所を設定 
ずる 

[ SNMP ] 

本機の場所情報を入力しまず。 

IPv 巨のリンク□-カル 
アドレスを表示ずる 

[ IPv 6] 

1」ンク□一カルアドレスび表示されまず。 

自動設定用の IPv 6 アド 
レスを表巧ずる 

[ IPv 6] 

自動設定用の IP アドレスび表示されまず。 

IPv 6 の IP アドレスを設 
定ずる 

[ IPv 6] 

IPv 6 の IP アドレスを入力しまず。詳細について 
は、ご利用のサービスプ□バイダーまたはネット 
ワーク管理ちにお問い合わせください。 

IPv 巨のデフオルトルー 
ターを設定ずる 

[ IPv 6] 

IPv 6 のデフォルトルーター情報を入力しまず。 
詳細については、ご利用のサービスプ□ノ（イダー 
またはネットワーク管理ちにお問い合わせくださ 
い。 

スキヤン toFTP サー 
バーの情報を設定ず る 

[ FTP 機能] 

スキャンされたイメージを本機から FTP サーバー 
に送信ずるために、 FTP サーノ（一情報を入力しま 
ず。詳細については、 ] 23ページを参照してく 
ださい。 

スキヤン toSM 己フオル 
ダーの情報を設定ずる 

旧 MB 機能] 

スキャンされたイメージを本機から SMB フォル 
ダーに送信ずるために、 SMB フォルダー情報を 
入力しまず。詳細については、 ] 23ページを参 
照してください。 
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10 プ□グラム設定 


機能 

タブ 

選択内容 

スキヤン toE メールア 
ドレス、ボイス toE 
メールアドレス、ファ 
クス自動 E メール転送、 
インターネットファク 
ス、および音声自動 E 
メールお送の情報を設 
定ずる 

正メール機能] 

スキヤンされたイメージ、ファクスメッセージ、 
または音声メッセージを E メールで本機から送信 
ずるために、 E メールサーバー情報を入力しまず。 

1. Multi-Fun 巳！; ion Station を起動ずる。 

2. [ユーテイリテイー] 一 [Web ヴーパー] 一 
[ネットワーク機能設定] 

3. ユーヴー名として " root " と入力し、パス 
ワードを入力ずる （ 10 已ページの機能 
#1 已 5)。 一 [0 K ] 

4. 正メール機能] タブを選択ずる。 

5. 正メールサーバー] の横にある [編集] をク 

U ックずる。 

6. 送信元 E メールアドレス、サーバー情報を入 
力する。 

7. 1； 登録] 

8. Web ブラウヴーを閉じる。 

お知 5 せ 

• ダイレクト SMTP を送信ずる場合は、ス 
テップ 6 で送信元アドレスを設定してくだ 
さい。 
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10 プ□グラム設定 


機能 

タブ 

選択内容 

E メールアドレスを登録 
ずる 

正メール 機能] 

E メールアドレスを登録しまず（已〇箇所まで)。 

登録した宛先は、次の機能で送信先として使用ず 

ることびでさまず。 

-スキヤン toE メールアドレス（已3ぺージ） 

-ボイス toE メールアドレス（日日ぺージ） 

-インターネットファクス（日〇ぺージ） 

-音声自動 E メール転送 (141 ページ） 

-ファクス自動 E メール転送 (141 ページ） 

お失 OS せ 

• E メールアドレスをインターネットファク 
スのダイレクト SMT 円こ使巧ずる場合は、 
ダイレクト SMTP 送信設定を "アリ" に 
してください （1] 4ページの機能 
#42已)。 

1. Multi-Function Station を起動ずる。 

2. [ユー ティリティー] 一 [Web ヴーバ ー] 一 

[ネッ トワーク 機能設定] 

3. ユーヴー名として "root" と入力し、パス 

ワードを入力する （ 10已ページの機能 

#1已5)。一 にの 

4. 正メール 機能]タブを選択ずる。 

5. [アドレスリスト] の横にある[編集]をク 

U ックずる。 

6. 登録ずる項目の横にある[編集]をクリック 

する。 

7. 名前と E メールアドレスを入力ずる。 

• 必要に応じて、ド□ップダウン U ストか 
らワンタッチキー番号を選択してくださ 
い。 

• E メールアドレスをインターネットファク 
スのダイレクト SMT 円こ使巧ずる場合は、 

ド□ップダウン U ストからダイレクト 
SMTP を有効にしてください。 

8. 1： 登録] 

9. Web ブラウヴーを閉じる。 

お知らせ 

• 親機のボタンを使用して E メールアドレス 
の登録、編集などをずることちでさまず 
(140ページ)。 
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10 プ□グラム設定 


機能 

タブ 

選択内容 

インターネットファク 
スの同報送信の宛巧を 
登録ずる 

正メール機能] 

インターネットファクスの同報送信の宛先とし 
て、 E メールアドレスを登録しまず （20 箇所ま 
で)。登録した宛先は、インターネットファクス 
(91 ページ）で同報送信として使用ずることび 
でさまず。 

1. Multi-Function Station を起動ずる。 

2. [ユーテイリテイー] 一 [ Web ヴーバ ー] 一 
[ネットワーク機能設定] 

3. ユーヴー名として " root " と入力し、パス 
ワードを入力ずる （ 10已ページの機能 

#1已5)。一 [0 K ] 

4. 正メール機能]タブを選択ずる。 

5. [同報送信 1] または[同報送信 2] の横にあ 
る[編集]をク U ックずる。 

6. 登録ずる項目の横にある[アドレスリスト] 

をク U ックずる。 

7. 登録ずる宛先を選択ずる。 

• 他の宛先を登録ずるには、ステップ6およ 
び7を繰0返して < ださい。 

8. 1：登録] 

9. Web ブラウヴーを閉じる。 

エラー通知機能を設定 
ずる 

1；エラー通知機能] 

[あり]:問題び発生した場合、登録されている宛 
先に E メールでエラーを通知しまず。 

[なし]彻期値）：この機能は無効になりまず。 

エラー通巧]機自 g の E メー 
ルサーバー情報を設定 
ずる 

1；エラー通知機能] 

エラー通知 E メールを送信ずるために、送信元 E 
メールアドレス、 E メール サーバー 情報を入力し 
まず。 

エラー通知機能の送信 
先を登録ずる 

1；エラー通知機能] 

エラー通知の送信先にずる E メールアドレスと通 
知項目を選択します。 

[消耗品交換間近通知]:トナーカート U ッジまた 
はドラムカート U ッジの交換をお勧めずる通知。 
[用紙送りエラー通知]:給紙カセットに問題びあ 
ることをおず通知。 

[消耗品交換通知]:トナーカート1」ッジまたはド 
ラムカート U ッジの交換び必要であることをおず 
通知。 


130取扱説明書 









10 プ□グラム設定 


10.1 .2 子機の機能設定 



1 【F1】 ーコード番号を巧ず。 

2【り または 【4】 を繰り返し巧して機能を選 
おずるか、数字などを入力ずる。一 [F2] 

3 侧 

お知らせ 

• ディスプレイを見なびら機能を選択ずる 
ときは、 【F1】 一 [F 2] 一い】【4】 

【4】【►】を巧して、機能名を選びまず。 


10.1 .2.1 子機の機能 


機能/コード 

選択内容 

子機の名前を設定ずる 
阳】【0】【0】に】 

名前を入力しまず。 

詳細については、33ページを参照してください。 

クイック通話を設定ずる 
【口】【0】【0】に】 

"アリ"： 充電台から取るだけで電話をかけまず。 

"ナシ"（初期値）：この機能は無効になりまず。 

オフフック応答を設定ずる 
【口】【0】【0】に】 

"アリ"： 充電台から取るだけで電話を受けまず。 

"ナシ"（初期値）：この機能は無効になりまず。 

お知5せ 

• 詳細については、日7ページを参照してください。 
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10 プ□グラム設定 


機能/コード 

選択内容 

外線電話の呼び出し音を設定 
ずる’1 

【口】【0】【引【4】 

外線電話の呼び出し音を設定しまず。 

"ベル 1" 彻期値） 

"ベル 2" 

"ベル 3" 

"ベル 4" 

"ベル已" 

"ベル 6" で 
"ベル 7" * 吕 
"ベル 8" で 
" JU 円 TER " *3 
"ヴァルキューレ"’3 

" CANTATA " っ 

"クルミワリニンギヨウ"’ 3 

1. 【 F 1】 一 【口】に】【引【4】 一 【 F 2】 

2. 【り または 【*】 を繰り返し巧して、呼び出し音を選択ずる。一 

[ F 21 

3. 厕 

キートーンを設定ずる’ 1 
【口】に】【引に】 

"アリ" （初期値）：キートーンび聞こえまず。 

"ナシ "：この機能は無効になりまず。 

エニーキーアンサーを設定ず 
る 

【口】に】【6】【4】 

"アリ" （初期値）：着信時に、どのキーを巧しても電話を受けまず。 
"ナシ "：この機能は無効になりまず。 

詳細については、 67 ページを参照してください。 

保留通知音を設定ずる 
【口】に】【6】に】 

"アリ" 彻期値）：外線通話を保留中、 4 秒ごとに「ピー」と音を鳴ら 
しまず。 

"ナシ "：この機能は無効になりまず。 

留守音声モニターを設定ずる 
【口】に】【7】【4】 

"アリ" （初期値）：留守応答中に、応答メッセージや巧手の声びスピー 
カーから 流れまず。 

"ナシ "：この機能は無効になりまず。 

ずべての機能を巧]期化ずる 
【口】川 【1】【1】 

内蔵メモリー（記憶情報や設定内容）を消去し、お買い上げ時の状態に戻 
しまず。 

1. 【 F 1】 一阳】川川川一 【 F 2】 

2. [ F 11 ^ [ F 2] 

子機を増設ずる 
【口】川に】に】 

詳細については、 ] 34 ページ n 1.1.2 モ機を親機に登録ずる」を参 
照してください。先に親機の操作び必要でず。 
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10 プ□グラム設定 


機能/コード 

選択内容 

着信鳴り分けを設定ずる 
【口】川【3】に】 

電話帳のグループ （1 〜9)、非通知、公衆電話、表示圍外ごとに設定しま 
ず。 

1. 【 F 1】 一【口】川に】に】 

2. 【り【4】い】【►】 でグループなどを選択ずる。一 【 F 2】 

3. い】【4】【ィ】【►】で着信音を還おずる。一 【 F 2】 

4. 【別 

お知5せ 

• 発信ち番号表示サービス （73 ページ）のお申し込みび必要でず。 

子機の電話帳の内容を親機ま 
たは別の子機にコピーずる 
【口】【1】【4】【3】 

] 3日ぺージ r 親機または別のモ機へコピーずる（モ機を使用)」のステッ 
プ2から操作を行ってください。 

子機の電話帳の内容をずべて 
消去ずる 

[〇] [1][41[41 

詳細については、 7] ページ「ずべての項目を消去ずる」を参照してくだ 
さぃ。 

子機を減設ずる 
【口】川【7】に】 

詳細については、 ] 34ページ「モ機の登録解除」を参照してください。 

電話帳に登録ずる 
【口】に】【0】に】 

70ページ r 電話帳項目の登録」のステップ2から操作を行ってください。 


*1 この設定は、親機とテ機について個別に変更することびできます。 

-モ機のが線電話の呼び出し音の設定ち法については、132ページを参照してください。 

-モ機のキートーンの設定方法については、132ページを参照してください。 

*2 ©2011 Akiyuki Ishida Creative Room . Associate with Office Y.K All Rights Reserved . 
つ ◎ 200己 Copyrights Vision Inc . 
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11 マルチ ユニツ ト 操作 


1 1.1 増設ユニット 

11.1.1 増設ユニットを操作する 
増設子機 

別売りのモ機を購入ずると、最大で6台までモ機を増 
やずことびでさまず。 

お知5せ 

-増設巧のモ機品番は] 0ページを参照してくだ 
さい。 

• モ機によって使える機能び異なることびありま 
ず。 

11.1.2 子機を親機に登録する 

-登録操作中は、電話機コードを抜いてください。 

1 親機 

【機能】一【口】【1】に】间一【セット】 

• 登録可能な番号び表示されまず。 

2 親機 

登録したいモ機の番号をテンキーで入力ずる。 

3 ?機 

【 F 1】 一阳】川に】【引一 【 F 2】 

• 登録び完了ずると"トウ□クシマシタ"（モ 
機）/ "ゾウセツシマシタ"（親機）と表示 
されます。 


子機の番号を指定しない場合（簡易子 
機登録） 

番号のルさい順に登録されまず。 

1充電台からモ機を取る。 

2親機の 【内線】を已秒し U 上巧ず。 

3モ機を充電台に置<。 

子機の登録解除 

親機を使用 

1【機能】一【口】【1】阿【4】一【セット】 

• 登録されているモ機の番号び表示されまず。 
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2 登録を解除したいモ機の番号をテンキーで入力ずる。 

• "ゲンセツシマスカ？" と表示されまず。 

3【セット】を巧して、モ機の登録を解除ずる。 

• 登録解除を中止ずる場合は【ストップ】を巧し 
て < ださい。 

子機を使用 

1 【 F 1】 一阳】川【7】に】 

2 【 F 2】 一 【 F 1】 

親機の電波の届く節囲を広げる仲継 
アンテナを使用） 

中継アンテナを使用して、親機の電波び届く範囲を広 
げることびでさまず。パナソニック製の中継アンテナ 
を使巧してください。オプシヨン品については10ペー 
ジを参照して < ださい。 

お知らせ 

• 中継アンテナは2台まで登録ずることびでさま 
ず。 

• 中継アンテナ側の登録方法や設置のしかたにつ 
いては、中継アンテナの取扱説明書をお読み< 
ださい。 

1台目を登録する 
1 【機能】一【口】【1】【4】に】 

2【1】 を巧して、"ゾウセツ"を選択ずる。一【セッ 

り 

-中継アンテナ番号 （"1" および" 2") び表 
示されまず。 

3登録したい中継アンテナ番号をテンキーで入力ずる。 
• 登録び完了ずると"ゾウセツシマシタ"と表 
示されまず。 

2台目を登録する 
1【機能】一阳】【1】【4】に】 

2【1】 を巧して、"ゾウセツ"を選択ずる。一【セッ 

り 

• 登録可能な中継アンテナ番号 （"1" また 
は" 2") び表示されまず。 

3登録したい中継アンテナ番号をテンキーで入力ずる。 
• "セツゾクモード" び表おされまず。 
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4【り または 【4】 を繰り返し巧して、2台目の中 

継アンテナの使用用途を選択ずる。 

1台目とは別に単体で使用ずる場合："タンドク 

セツゾク" を還択して< ださい。 

1台目と合わせて中継範囲を広げたい場合："レン 

ケツセツゾク" を選択してください。 

5【セット】 

• 登録び完了ずると "ゾウセツシマシタ" と表 
示されます。 

中継アンテナの登録解除 
1【機能】一【口】【1】【4】に】 

2 【0】 を巧して、 "ゲンセツ" を選択ずる。一 【セッ 

卜】 

• 登録解除び可能な中継アンテナ番号 （ " 1 " ま 
たは" 2") び表示されまず。 

3 登録を解除したい中継アンテナ番号をテンキーで 

入力する。 

• "ゲンセツシマスカ？" と表示されます。 

4【セット】 を巧して、中継アンテナの登録を解除ず 

る。 

• 登録解除を中止ずる場合は 【ストップ】 を巧し 
てください。 

お知らせ 

• 中継アンテナ2台を "レンケツセツゾク "し 
ている場合、2台目に登録したアンテナから解 
除して < ださい。 

1 1.2 その他の機能 

11 .2.1 内線通話 

子機と親機、または2台のモ機を使って内線通話びで 

きまず。親機から全てのモ機を呼び出ずことちできま 

す。 

お知らせ 

-内線通話中に電話びかかってさた場合、着信べ 
ル音び聞こえまず。電話に出るには、内線通話 
を終了してから LU 下のよラに操作してください。 
-日7ぺージ r 親機の場合」のステップ] 

- 67 ページ「子機の場合」のステップ] 


【キャッチ】/ [ F 3] (キャッチ）を使って電 
話に出ることはでさません。 

内線通話の開始 

子機か 5 呼び出す場合 

1 親機を呼び出ず場合、【内線】 を巧ず。 

. モ機び2台じ(上の場合、 【内線】 の後に 【0】 を 
巧して < ださい。 

別の子機を呼び出ず場合、【内線】 一子機番号 
【1】 〜 【6】 を巧ず。 

• 【*】 を巧ずと親機を含めていっせいに呼び出し 
まず。 

• 呼び出しを中止ずるには【切】を巧ずか、モ機 
を充電台に戻ず。 

2ホ目手び応答したら子機を使用して通話を行ラ。 

3内線通話を終了ずるには【切】を巧ずか、モ機を 
充電台に戻ず。 

親機か 5 呼び出す場合 

1 【内線】 を巧ず。 

-モ機び2台];!上の場合、 【内綱 の後にモ機番 
号 【1】 〜 【6】 を巧してください。 【*】 を巧 
ずと全てのモ機を呼び出しまず。 

2相手び応答したら八ンドセットをあげて通話を行ラ。 

3内線通話を終了ずるには八ンドセットをおく。 

内線通話の応答 

子機で応答する場合 

呼び出し音び鳴り、親機からの呼び出しのときには" 才 
ヤキ"、 別のモ機からの呼び出しのとさにはモ機の名前 
(登録されている場合のみ）またはモ機番号びディスプ 
レイに表示されまず。 

1呼び出しに応答ずるには、 【内綱 を巧ず。 

2内線通話を終了ずるには、【切】を巧ずか、モ機を 
充電台にお<。 

親機で応答ずる場合 

呼び出し音び鳴り、モ機番号びディスプレイに表おさ 
れまず。 
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1 呼び出しに応答ずるには、八ンドセットをあげる 
か、【内線】または【モニター】を巧ず。 

2 内線通話を終了するには、八ンドセットをおくか、 

【内線】または【モニター】を巧ず。 


11 .2.2 通話を転送する/3者通 
話にする 

かかってきた電話を親機とモ機との間や、モ機と別の 
モ機との間で転送ずることびでさまず。 

親機または別の子機への転送（子機を 
使用） 

1 子磯 

外線通話中に【保留】を巧して通話を保留状態に 
する。 

2子機 

親機を呼び出ず場合、【口】を巧ず。 

• モ機び2台 LU 上の場合、【口】の後にに】を巧 
して < ださい。 

別の子機を呼び出ず場合、【口】ーモ機番号 
【1】〜【6】を押す。 

• 【*】を巧ずと親機を含めていっせいに呼び出し 
ます。 

3親機 

ハンドセットをあげるか、【内線】または 【モニ 
ター】を巧して応答ずる。 

別の子機 

【内線】を巧して応答ずる。 

4子機 

転送を完了させるには【切】を巧ずか、モ機を充 
電台に戻ず。 

• 3 ち通話を行ラにはステップ 3 の後、モ機また 

は親機の【内線】を巧してください。 

お知5せ 

呼び出しているホ目手との接続び切れてから外線の 
相手との通話びでさまず。 

子機への転送（親機を使用） 

1 親機 

通話中に【保留】を巧して通話を保留状態にずる。 


2親機 

【口】を巧ず。 

-モ機び2台 LU 上の場合、【口】の後にモ機番号 

【1】〜【已】を巧してください。【口】【*】 

を巧ずと全てのモ機を呼び出しまず。 

3子機 

【内線】を巧して応答ずる。 

4親機 

転送を完了させるには八ンドセットをおくか、【モ 

ニター】を巧ず。 

- 3 ち通話を行ラにはステップ 3 の後、親機また 

はモ機の【内線】を巧してください。 

11 .2.3 電話帳項目をコピーする 

電話帳の項目を親機とモ機との間や、モ機と別のモ機 
との間でコピーずることびでをまず。 


親機または別の子機へコピーずる（モ 
機を使用） 

1つの電話帳項目のコピー 
1 【F2】 一 【F3】 

2【りまたは【*】を繰り返し巧して、コピー先を 
選択する。 

3 [F2] を巧ず。 

4【りまたは【4】を繰り返し巧して、"コべ 
ツ"を選択ずる。 

5 [F2] 

6【▼】【4】【ィ】【►】を巧して、 コピーしたい 項 
目を選択ずる。 

7 [F2] 

• 別の項目をコピーしたい場合は、ステップ 6 と 7 
を繰り返しまず。 

8転送び終わったら【切】を巧ず。 

すべての電話帳項目のコピー 
1 【F2】 一 【F3】 
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2【り または 【4】 を繰り返し巧して、コピー先を 
選択ずる。 

3 [F2] 

4【り または 【4】 を繰り返し巧して、 "イッセ 
イ" を選択する。 

5 [F2] を 2 回巧ず。 

6コピーび終わったら 【切】 を巧ず。 

子機へコピーずる（親機を使用） 

1つの電話帳項目のコピー 
1 【機能】一【口】【2】【8】に】 

2【1】 を巧して、 "コ べツ" を選択ずる。一 【セッ 

卜】 

3コピー先のモ機の番号を入力ずる。 

4 【り または 【4】 を繰り返し巧して、コピーした 
い項目を選択ずる。 

5 【セット】 

• 扫 I 蚊項目をコピーしたい場合は、ステップ 4 〜已 
を繰り返しまず。 

6コピーび終わったら 【機能】 を巧ず。 

すべての電話帳項目のコピー 
1 【機能】一【口】【2】【8】に】 

2【0】 を巧して、 "イッセイ" を選択ずる。一 

【セット】 

3コピー先のモ機の番号を入力ずる。 

4コピーび終わったら 【機能】 を巧ず。 
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12.1 文字入力 

12 . 1.1 親機 

文字と数字を入力ずるとさには、テンキーを使用しま 
す。 

-【口】 を繰0返し巧ずと、入カモードび切0替わ0 
ます。 

カタカナ（半角カタカナ）一英字（英字.記号） 
一数字 

- 【ィ】 または 【►】 を巧ずと、カーソルを動かずこ 
とびでさまず。 

-【ストップ】 を巧ずと、カーソル表示されている文 
字または数字を消去でさまず。 【ストップ】 を巧し 
たまま保持ずると、すべての文字または数字を消 
去でさまず。 

-同じテンキーに割0当てられている別の文字を入 
力ずるには、 【►】 を巧してカーソルを次のスペー 
スに移動させてから、そのテンキーを巧しまず。 


- E メールアドレスを入力ずる場合、カタカナ、 T ’、 
"」"および" •" は入力でさません。 


キー 

文字 

川 

アイ ウエオアィゥエ 

才 

@ . _ - & $ ¥ % + 

二 ~ A 

1 

に】 

カキクケコ 

A B C a b C 

2 

に】 

ヴシスセソ 

D E F d e f 

3 

【4】 

タチツテトツ 

G H 1 g h i 

4 


キー 

文字 

に】 

ナニヌネノ 

J K L j k 1 

5 

に】 

八ヒフへホ 

M N 0 m n 0 

6 

【7】 

7 三ムメモ 

P Q R S P q 「 S 

7 

に】 

ャユ 3 ャュョ 

T U V t U V 

8 

に】 

ラ U ルレ □ 

WXYZwx y z 

9 

に】 

ワヲンー 

!?/*#,::! 

•'"()[]{! 

く >「」 

0 

【*】 

カタカナ入カモード 

‘（還点）’（半濁点） 

\ 〇 

英字入カモード 

\ 〇 

【口】 

入カモードび切り替わりまず。 

【ズーム】 

スペースび挿入されまず。 

【ストップ】 

文字び消去されまず。 
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12.1.2 子機 

文字や数字を入力ずるとさは、テンキーを使用しまず。 
文字入力画面で文字の種類を選び、テンキーで入力し 
ます。 

- [ F 1] を繰り返し巧ずと、入カモードび切り替わ 
りまず。 

カタカナ（半角カタカナ）一英字（英字.記号） 
一数字 

- 【ィ】 または 【►】 を巧ずと、カーソルを動かずこ 
とびでさまず。 

- 【 F 3】 を巧ずと、カーソル上の文字または数字を 
消去でさまず。 【 F 3】 を2秒じ(上巧ずと、力ーソル 
位置 L ソ降の文字または数字びずべて消去されまず。 
-同じテンキーに割0当てられている別の文字を入 
力ずるには、 【4】 または 【《►】 を巧して力ーソル 

を別のスペースに移動させてから、そのテンキー 
を巧します。 

-途中で入力をやめるとさは、 【切】 を巧しまず。 


キー 

文字 

[11 

アイウエオアィゥエ 

才 

@ . _ - & $ ¥ % + 

二-八 

1 

に】 

カキクケコ 

A B C a b C 

2 

に】 

サシスセソ 

D E F d e f 

3 

[41 

タチツテトツ 

G H 1 g h i 

4 

に】 

ナニヌネノ 

J K L j k 1 

己 


キー 

文字 

に】 

八ヒフへホ 

M N 0 m n 0 

6 

【7】 

7三ムメモ 

P Q R S P q 「 S 

7 

[81 

ヤユ3ャュョ 

T U V t U V 

8 

に】 

ラ U ルレ □ 

WXYZwx y z 

9 

に】 

ワヲンー 

!?/-*# ■ 

1 •’’’（）[] 1 

} く >「」 

0 

【*】 

カタカナ入カモード 

'' (濁点）’（半濁点） 

\ 〇 

英字入カモード 

\ 〇 

【保留】 

スペースび挿入されまず。 
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12.2 親機を使用した E 
メール アドレスの管理 

親機のボタンを使用して、 E メールアドレスの登録- 
編集-消去を行ラことびできまず。 E メールアドレス 
は已〇件まで登録ずることびできまず。 


12.2.1 E メールアドレスの登録 

お知らせ 

E メールアドレスをインターネットファクスのダイ 
レクト SMT 円こ使用ずる場合は、ダイレクト 
SMTP 送信設定を ブリ" にしてください 
(1] 4 ぺージの機能# 42 已）。 

1【機能】 を繰り返し巧して、 " E メールアドレス 
トウ□ク" を選択ずる。 

2【<】 または 【►】 を繰り返し巧して、 "シン 
キ" を選択ずる。一 【セット】 

3登録先として、ワンタッチキーまたはアドレス U 
ストを選択ずる。 

ワンタッチ 1 〜 2 の場合 

1. ワンタッチ]またはワンタッチ 2 を巧ず。 

2. 【り または 【4】 を繰り返し巧して、" アドレ 
ス" を選択ずる。一 【セット】 

ワンタッチ 3 の場合 
ワンタッチ キーを 巧ず。 

ワンタッチ 4 〜 6 の場合 

【シフト】 を巧してから、目的のワンタッチキーを 
巧す。 

アドレスリストの場合 
【セット】 

4名前を入力ずる。一 【セット】 

5テンキーを使用して E メールアドレスを入力ずる。 

一【セット】 

• 他の項目を登録ずるには、ステップ 2 〜已を繰 
り返してください。 

6【機制 

お知らせ 

• ダイレクト SMTP 送信設定 (1 14 ページの機 
自 g#42 已）びち効になっている場合、ステップ 


已のあとに "ダイレクト SMTP デスカ？" び 

表おされまず。 

- E メールアドレスをダイレクト SMTP に使 
用する場合は、 【り または 【 A 】 を繰り返 
し巧して "アリ" を選択して<ださい。一 

【セット】 

- E メールアドレスをダイレクト SMTP に使 
用しない場合は、 【り または 【 A 】 を繰り 

返し巧して "ナシ" を選択してください。 

一【セット】 

1 2.2.2 登録された項目の編集 

1【機能】 を繰り返し巧して、 " E メールアドレス 
トウ□ク" を選択ずる。 

2【ィ】 または 【►】 を繰り返し巧して、 "ヘンシユ 
ウ" を選択ずる。一 【セット】 

3【り または 【4】 を繰り返し巧して、目的の項目 
を選択ずる。一 【機能】 一 【关】 

4必要に応じて、名前を編集ずる。一 【セット】 

5必要に応じて、 E メールアドレスを編集ずる。一 

【セット】 

6鹏制 

1 2.2.3 登録された項目の消去 

1【機能】 を繰り返し巧して、 "E メールアドレス 
トウ□ク" を選択ずる。 

2【4】 または 【《►】 を繰り返し巧して、 "ヘンシユ 
ウ" を選択ずる。一 【セット】 

3【▼】 または 【4】 を繰り返し巧して、目的の項目 
を選択ずる。一 【機能】 一 【口】 

• 消去を中止ずるには、 【ストップ】 を押してく 
ださい。 

4 【セット】一【ストップ】 
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12.3 受信したファクス文 
書/音芦メッセージを E 
メールアドレスへ自動輯送 
する 

受信したファクス文書をあらかじめ設定した E メール 
アドレスに自動で転送したり（ファクス自動 E メール 
転送機能)、受信した音声メッセージをあらかじめ設定 
した E メールアドレスに自動で転送ずる（音声自動 E 
メール転送機能）ことびでさまず。転送された文書や 
音声メッセージは本機から消去されません。 

お知らせ 

. 42ぺージロァクス機能一覧」および4已ぺ一 

ジ「録音メッセージの転送•再生機能一覧」に 
従い、事前に関連ずる機能の設定を行ってくだ 
さい。 

• 転送の状態を確認ずる方法については、]] 8、 
120ページを参照してください。 

便利な使いち 

長期間外出ずる場合、次の設定を推奨しまず。 

1 機能を設定ずる。 

2 PC ファクス （88 ぺージ）または PC 音声管理 
(日8ページ）を有効にして、コンピューターを才 
ンのままにずる。 

• P 巳ファクスについては、 Multi-Function 
Station を起動し、 [ PC ファクス] を有効にし 
て < ださい。 

この場合、データは PC ファクスまたは PC 音声管理機 
能を使用してコンピューターに転送され、転送済みの 
データは本機から自動的に消去されまず。同じデータ 
び E メールアドレスにち送信されるため、毎日メッセー 
ジを確認でさるだけでなく、本機の用紙切れ/メモ U — 
残量不足などち防止でさまず。 


12.4 親機の状態 

1 2.4. 1 リモートコント □ —ルの 

使用 

次の機能は、コンピューターから簡単に操作ずること 
びでさまず。 

-機能の設定（104ページ） 

-親機の電話帳にある項目の登録、編集または消去 
(69 ページ） 

-同報送信の項目の登録または消去 （7 日ページ） 

-通信履歴レポートの項目の表示 （77 ページ） 

-コンピューターへの通信履歴レポートの保を 
-着信メモ U - U ストの項目の表示 （74 ぺージ） 

-親機の電話帳への発信ち情報の登録 （74 ページ) 
-コンピューターへの着信メモ U — U ストの保を 

- E メールアドレスの登録-編集または消去 
(140ページ） 

- CSV 形式（カンマ区切りのテキストファイル）に 
よる電話帳および E メールアドレス帳のインポート 
またはエクスポート 

1 Multi - Fun 巳 !; ion Station を起動ずる。一 [リモー 

トコント □—ル] 

• [Multi-Function リモートコント□—ル] ウイ 

ンドウび表示されまず。 



2 目的のタブを選択ずる。 

• 親機の現在の状態び表示されまず。 

3 目的の操作を行ラ。 

• 各機能の詳細については、 [ヘルプ] をクリツ 
クして < ださい。 
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12 お役立ち情報 


• 操作を中止ずるには、 [キャンセル] をクリツ 
クして< ださい。 

4 [0 K ] 

• [適用] をク U ツクずると、ウィンドウを閉じ 
ずに次の操作を続けることびでさまず。 

5 パスワードを入力ずる （10 已ぺージの機能 

#1已5)。一 |； OK ] 

-新しい設定び親機に転送され、ウィンドウび閉 
じまず。 

お知らせ 

• 一部の機能は、お使いのコンピューターから設 
定ずることびでさません。 

• 別の人び親機で保をデータに変更を加えている 
場合、上書きされることびありまず。親機の同 
じ機能び現在使用中でないことを確認してくだ 
さい。 

-本機に入力された一部の文字 （138 ページ） 
は、コンピューターの言語設定のために正しく 
表おされないことびあ0まず。 


1 2.4.2 デバイス モニターの使用 

親機の設定情報および現在の状態をコンピューターか 

ら確認ずることびでさまず。 

1 Multi-Fun 巳！; ion Station を起動ずる。 

2 [ユーティリティー]一[デバイスモニター] 

• [Device Monitor ] ウィンドウび表示されま 
ず。 

3 親機の状態を確認ずる。 

[ステータス]: 親機の現在の状態 

お知らせ 

- [最新の情報に更新] をク U ックずると、親機 
の状態を更新でさます。 

• 印刷時にエラーび発生した場合、デバイスモニ 
ターび自動的に起動し、エラー情報を表おしま 
ず。 

. 詳細については、 Multi-Function Station か 
b [?] を還択して、ヘルプファイルを参照し 
て < ださい。 


1 2.4.3 Web ブラウザーの使用 
(LAN 接続のみ） 

親機の設定情報および現在の状態を Web ブラウヴーか 

ら確認ずることびでさまず。 

1 Multi-Function Station を起動ずる。一 [ユー 

テイリテイー] 一 [Web ヴーパー] 

• Web ブラウヴーに本機の IP アドレスを入力し 
て本機にアクセスずることちでさまず。 

機能#已 0](124 ぺージ）で本機の IP アドレ 
スを確認ずることびでさまず。 

2 メニューバーからカテゴ U —を選択ずる。 

[ステータス]: トナーおよび用紙情報など 

[本体情報]: 親機の現在の状態など 

[ネットワーク情綱： ネットワーク情報など 

. [本体情報] または [ネットワーク情報] を選 
おした場合、ちフレームの上部にある機能タブ 
をク U ックずると、表おされる機能を変更でさ 
ます。 

3 親機の状態を確認ずる。 

お知5せ 

- [更新] をク U ックずると、親機の状態を更新 
でさます。 
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12.5 操作を中止する 

親機から現在の操作を中止ずることびでさまず。中止 
する操作を選択ずることをでさまず。 

1【ストッス 

• "チュウシシマシタ" び表示されまず。 

• "チュウシシマシタ" び表おされない場合は、 
ステップ2に進んでください。 


2印刷を中止ずるには 

【ストップ】 を繰り返し巧して "インヴツヲチュ 
ウシシマスカ？" を還択ずる。 

スキャンを中止ずるには 

【ストップ】 を繰り返し巧して "スキャンヲチュ 
ウシシマスカ？" を選択ずる。 


コピーを 中止ずるには 

【ストップ】 を繰り返し巧して "コピーヲチュウ 
シシマスカ？" を選択ずる。 

ファクスの送受信を中止ずるには 

【ストップ】 を繰り返し巧して "ファクスヲチュ 

ウシシマスカ？" を還択ずる。 

同報送信を中止ずるには 

【ストップ】 を繰り返し巧して "ドウホウチュウ 
シシマスカ？" を選択ずる。 


ファクスの再ダイヤルを中止ずるには 
【ストップ】 を繰り返し巧して "ソウシンヲチュ 
ウシシマスカ？" を選択ずる。 

3【セット】 


13 ヘルプ 


13.1 レポートとディスプレイ 

13.1.1 レポートメッセージ 


本機のファクス送信/受信状態をおすために、次のいずれかのメッセージび通信結果レポートおよび通信履 
歴レポートで印刷されまず (77 ページ)。 


メッセージ 

コード 

原因および解み法 

通信エラー 

40-42 

46-72 

FF 

• 送信エラーまたは受信エラーび発生しました。 
をラー度送信または受信を試みるか、ホ目手先 
に確認してください。 

43 

44 

• 回線の問題び発生しました。電話機コードを 
別の電話回線端子に接続して、操作をやり直 
して < ださい。 

-ミ毎夕+通1言エラーび発生しました。ミ毎外通信モー 
ドを使巧してやり直してください (1]] ぺ一 
ジの機能#411)。 

原稿詰まり 


• 詰まった原稿を取り除いてください 
(172 ページ)。 

柏手巧ファクスのエラー 

53 

54 

59 

70 

• 巧手側のファクス機に問題びあるため、送信 
エラーまたは受信エラーび発生しました。ホ目 
手先に確認してください。 

迷惑ファクス拒否 


• 本機の迷惑ファクス防止機能によりファクス 
の受信び拒否されました。 

メモリーび一杯でず 


• 用紙切れ、または用紙詰まりのため、メモリー 
び受信ファイルでいっぱいになりました。用 
紙をセットするか （1 日ページ)、詰まってい 
る用紙を取り除くか （1 日日ページ)、メモ 

U —をずべて消去してください （11 7ペー 
ジの機能#4已8)。 

• PC ファクス設定 (116 ぺージの機能 

#442)び "ジョウジ" に設定されている場 
合、本機とコンピューター間の接続を確認し 
て < ださい。 

. 見てから印刷機能旧日ぺージの機能# 448) 
び "アリ" に設定されている場合、 LAN に接 
続されているコンピューター上の Web ブラウ 
ヴーを使巧して、文書の表示、印刷または保 
を、そして不要な文書の消去を行って<ださ 
い旧日ページ)。 

原稿なし/原稿 給 紙エラー 


• 原稿び本機に正しく弓仕込まれませんでした。 
原稿をセットし直して、やり直してください。 
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13 ヘルプ 


メッセージ 

コード 

原因および解ミ夫ま 

柏手巧ファクス応答なし 


-ホ目手先のファクス機び話し中、または用紙切 
れの状態でず。をラー度やり直してください。 

• ホ目手先のファクス機の呼び出し回数び多ずざ 
まず。ファクスを手動で送信してください 
(76 ぺージ)。 

• 相手側の機器はファクス機ではありません。 

ホ目手先に確認してください。 

• ダイヤルした番号は現在使用されていません。 

■ストップ’キーび押されました 


• 【ストップ】 び巧されて、ファクス通信び中止 
されました。 

カバーび開け5れました 


• トップカパーび開けられました。カパーを閉 
じて、やり直してください。 

正常終了 


• ファクスの送信または受信は成巧しました。 


インターネツトファクスのレポートメツセージ（エラーコードー覧） 

インターネツトファクスの送受信びでさなかった場合は、エラーコードび表示されまず。エラーコードび表 
おされたとさは、次の表に従って処置してください。 


エラーコード 

現象/原因 

解ミ夫法 

C 0 

ネットワークに問題び発生した 

ネットワーク管理ちにお問い合わせくだ 
さい。 

C 1 

初期手順の途中で通信エラーび発生した 

原稿をセットし直し、再送してください。 

C 2 

ールサイズオーバーの為、接続が切れ 
た 

原稿を分割して、再送してください。原 
稿を分割してを、送信できない場合は、 
ネットワーク管理ちにお問い合わせくだ 
さい。 

C 3 

メールアドレスの誤り 

登録されたメールアドレスを確認してく 
ださい。 SMTP サーバーの IP アドレス 
をネットワーク管理ちにお問い合わせく 
ださい。 

C 4 

LAN に□グオンでさない 

1 OBase - T /1 OOBase-TX ケーブルの 
接続を確認してください。予期でさない 
問題び発生しました。ネットワーク管理 
ちにお問い合わせください。 

C 5 

TCP / IP 接続のタイムアウト 

インターネットフアクスのパラメーター 
設定値を確認してください。 IP アドレ 
ス、ゲートウェイ IP アドレスのお]期値、 
SMTP サーバーの IP アドレスを確認し 
て < ださい。 
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13 ヘルプ 


エラーコード 

現ま/原因 

解 ミ 夫法 

C 6 

指定した SMTP サーバーに□グオンでき 
ない 

SMTP サーバーの IP アドレス設定値を 
確認してください。ネットワーク管理ち 
にお問い合わせください。 

C 7 

SMTP プロトコル伝送び不完全 。 SMTP 
ヴーノ（一の八ードディスクび一杯の可能 
性あり 

SMTP サーノ（一に障害びありまず。ネッ 
トワーク管理到こお問し)合わせください。 

C 8 

LAN 経由で受信したデータ形式び受信側 
に対応していない 

じ(下におずよラな、対応ずるファイル添 
付形式で再送してちらラよラに送信側に 
連絡してください。 

• TIFF-F 形式 

• 巧紙のサイズに合った画像データ 

C 9 

POP サーバーと接続でさない （POP 
サーバー IP アドレスの誤0)。 POP サー 
バーのダウン 

POP サーバーの IP アドレスを確認して 
ください。ネットワーク管理ちにお問い 
合わせください。 

CA 

POP サーノ（一に接続できない（ユーヴー 
名またはノ（スワードのエラー) 

POP ユーヴー名とパスワード、または 
AP 0 P 設定値を確認してください。ネッ 
トワーク管理割こお問し)合わせください。 

CB 

DHCP サーバーからのネットワークパラ 
メータ ー( 例： IP アドレス、サブネット 
マスク、デフオルトのゲートウェイ IP ア 
ドレス）の取得に失敗 

1. LAN な一つ 、レの接続を確認してくだ 
さい。 

2. ネットワーク管理者に問い合わせて、 
お手元のネットワークで DHCP び使 
用できるか確認してください。 

CD 

DNS サーバーからエラー応答を受信/ 
DNS サーバー接続のタイムアウト/ 
DNS サーバーのダウン 

POP サーバー名を確認してください。 
SMTP サーバー名を確認してください。 
DNS サーバーの IP アドレスを確認して 
ください。ネットワーク管理ちにお問い 
合わせください。 

CE 

SMTP サーバーとの接続時に認証 
( SMTP 認証）に失敗 

SMTP 認証ユーヴー名とノ（スワードを確 
認してください。ネットワーク管理ちに 
お問い合わせください。 

CF 

POP サーノ（一に接続後に POP サーバー 
との接続び切れた。 

ネットワーク管理ちにお問い合わせくだ 
さい。 


146取扱説明書 














13 ヘルプ 


13.1.2 ディスプレイメッセージ 

本機の状態をおずために、次のいずれかのメッセージびディスプレイに表示されまず。 


親機 


ディスプレイ 

原因および解ミ夫ま 

"コールヴービス" 

. 本機に不具合びありまず。弊社のサービス担当ちにご連絡ください。 

"ナイセンシ3ウチュウ" 
"イマデキマセン" 

• 呼び出そラとしているモ機び使用中でず。 

"ドラムコウカンガヒツ 

3ゥ" 

• ドラムカート U ッジに不具合びありまず。ドラムカート U ッジお 
よびトナーカート U ッジを交換してください。 

"ゲンコウガアリマセン" 

• 原稿び本機に正しく引さ込まれませんでした。原稿を取り除さ、 
【ストップ】 を巧してメッセージを消去してください。原稿をセッ 
卜し直してください。原稿送りび頻繁に失敗ずる場合、原稿搬送 
□ーラー （17 日ページ）を清掃して、やり直してください。 

"ドラムミソウチヤクデ 
ス" 

• ドラムカート U ッジび正しく挿入されていません。正しく挿入し 
直してください （1 已ページ)。 

"トレイ1ノヨウシヲカ 
クニン" 

• 用紙びセットされていないか、給紙カセットの用紙切れでず。用 
紙をセットしてください （1 日ページ)。 

• 巧紙び本機に正しく引き込まれませんでした。用紙をセットし直 
してください (171 ページ)。 

• 給紙カセットび完全に取り付けられていないか、挿入されていま 
せん。給紙カセットを親機に正しく挿入してください。 

"3 ウシヲカクニンシテク 
ダヴイトレイ 1" 

• セットした用紙び適切なサイズではあ0ません。ディスプレイに 
表おされているサイズの用紙をセットして<ださい。 

• このメッセージび何回ち表おされる場合は、用紙サイズ設定ち変 
要してください （108 ぺージの機能#380)。 

• 巧紙サイズ設定 （108 ぺージの機能#38のび "己已(旧0)" ま 
たは "己已 ( J 旧)" に設定されているため、受信したファクスびメ 
モ U —に保をされました。用紙サイズ設定を変更し、適切な用紙 
をセットして<ださい。 

お知らせ 

• "トレイ 1" :給紙カセットを確認してください。表おされる 
用紙サイズは用紙サイズ設定によって異なりまず （108 ペー 
ジの機能#380)。 

• "トレイ吕" ：手差しトレイを確認してください。表おされる 
用紙サイズは用紙サイズ設定によって異なりまず（47、 

108ぺージの機能#381)。 

"ヨウシヲキュウシデキ 
マセントレイ2ヲカクニ 
ン！" 

• 用紙び本機に正しく引き込まれませんでした。用紙をセットし直 
してください (171 ページ)。 
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13 ヘルプ 


ディスプレイ 

原因および解ミ夫法 

"バックカバーヲカクニン" 

• 手差しトレイ（後カバー）び開いていまず。閉じてください。 

• 手差しトレイ（後カバー）の近<で用紙び詰ま0ました。詰まっ 
た用紙を取り除いてください (167 ページ)。 

"テイチャクキレイキャク 
チュゥ" 

• 定着部を冷却していまず。しばらくお待ちください。 

"トナーギレジニドラムモ 
コウカンヲオススメシマ 
ス" 

• 現在お使いのドラムカート U ッジの回転数び高品質を保てる回転 
数を越えました。ご使用の環境やお使いの用紙、ご使用の状況に 
より、写真原稿など中間調の画像をプ U ントされた場合に、高品 
質なプ U ント画像び得られない場合びありまず。プリント画像を 
確認していたださ、ご満足いただける画質の場合はドラムカート 

U ッジの交換を直ちに行ラ必要はございませんび、時々プリント 
画像をご確認いたださ画質に応じて交換いただくか、トナーカー 
卜 U ッジ交換の際、同時にドラムカート U ッジを交換ずることを 
お勧めしまず。 

"トナーギレジニドラムモ 
コウカンシテクダサイ" 

• ドラムカート U ッジの寿命び来ました。トナーカート U ッジ交換 
の際に、ドラムカート U ッジを交換してください。ご使用の環境 
やお使いの用紙、ご使用の状況により、程度は異なりまずび画質 
に影響びありまず。プ U ント画像の状態をご確認していたださ、 
必要に応じて早めの交換をお願いいたしまず。 

《ドラムカート U ッジを交換せずにご使用を続けた場合、急に画 
像び劣化したり、機器び故障ずる原因になることびありまず。 

"メールガオオキスギマス" 

• スキヤン toE メールアドレスを実行ずるとき、スキヤンしたデータ 
の総ファイルサイズびファイルサイズ制限を超えました。原稿を 
分割して < ださい。 

• ボイス toE メールアドレスを実行ずるとき、オーディオデータの総 
サイズびファイルサイズ制限を超えました。まず音声メッセージ 
をコンピューターに転送して（日7ぺージ）分割し、 E メールソフ 
トウエアを使用して目的の宛先に送信してください。 

"ファクスジユシンデータ 
ァ U " 

. 本機のメモ U —に受信ファクスびありまず。残りの表示メッセー 
ジを参照して、ファイルを印刷してください。ファクスメモリー 
の容量については、] 78ページを参照してください。 

• PC ファクス設定 （1] 6ぺージの機能# 442) び "ジョウジ "に 
設定されている場合、 

-本機とコンピューター間の接続を点検してください。 

-コンピューターび作動していることを確認してください。 

• 見てから印刷機能旧日ぺージの機能#44助び "アリ" に設定 
されている場合、 

- LAN に接続されているコンピューター上の Web ブラウヴーを 
使巧して、受信したファクス文書の表示、印刷または保を、そ 
して不要な文書の消去を行ってください （8 日ページ)。 

-設定を "ナシ" にして<ださい。メモ U —に保をされている 
ファクス文書は自動的に印刷されまず。 
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ディスプレイ 

原因および解み法 

"ファイルガオオキスギマ 
ス" 

• スキヤン toFTP サーバーまたはスキヤン toSMB フォルダーを実行 
ずるとさ、スキヤンしたデータの総ファイルサイズびファイルサ 
イズ制限を超えました。原稿を分割してください。 

"コピードウヴタイキ 
チュゥ" 

• 何らかの問題により、コピーび停止しました（例：用紙切れ、ま 
たは用紙詰ま0)。残0の表示メッセージを参照して、コピーを続 
けて < ださい。 

"シツオンガヒクスギマス" 

• 本機の内部温度び著しくな下しているため、操作でさません。履 
かい場所で使用してください。 

"メモリーガイツパイデス" 

• メモ U —送信中に、保を中のファイルび本機のメモ U —容量を超 
えました。ずべての原稿を手動で送信してください。 

• コピー中に、保を中のファイルび本機のメモ U —容量を超えまし 
た。 【ストップ】 を巧してメッセージを消去してください。原稿を 
分割して < ださい。 

-親機の電話帳に新規項目を保をずる領域びありません。不要な項 
目を消去してください （70 ページ)。 

"オンセイガイツパイデス" 

• 音声メッセージを録音ずるための空さびメモ U —に残っていませ 
ん。不要なメッセージを消去してください（日6、]0]ページ)。 

"モデムエラーデス" 

• 本機のモデムに不具合びありまず。弊社のサービス担当ちにご連 
絡 < ださい。 

"ファクスオウトウナシ" 

• ホ目手先のファクス機び話し中、または用紙切れの状態でず。もう 
一度やり直してください。 

"ヨウシガア U マセント 
レイ吕ヲカクニン！" 

• 手差しトレイに用紙びセットされていません。用紙をセットして 
くださいに2ページ)。 

"トレイ吕ニヨウシガア 

U マス" 

• 手差しトレイに用紙びセットされていまず （22 ページ)。 

"ヨウシジマリデス" 
"カバーヲアケテトリノ 
ゾイテクダサイ" 

• 用紙び詰ま0ました。詰まった用紙を取0除いて<ださい 
(166 ページ)。 

"PC セツゾクシツパイデ 
ス" 

• 本機とコンピューターをつなぐケーブルび正しく接続されていま 
せん。接続を確認してください （2 已、37ページ)。 

. コンピューターに何らかの問題びありまず（例：コンピューター 
び作動 していることを確認してください）。 

• コンピューター上でソフトウェアび作動していません。ソフトウェ 
アを再起動して、やり直してください。 

"シバラクオマチクダサイ" 

• 本機はウォームアップ中でず。しばらくお待ちください。 

"サイダイヤルオウトウ 
ナシ" 

• ホ目手先のファクス機び話し中、または用紙切れの状態でず。もう 
一度やり直してください。 
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ディスプレイ 

原因および解ミ夫法 

"ゲンコウジマリデス" 

• 原稿び詰まっていまず。詰まった原稿を取り除いてください 
(172 ページ)。 

• 自動原稿送り装置を使用して送信またはコピーを試みた原稿の長 
さび日00 mm を超えていました。 【ストップ】 を巧して、原稿を 
取0除いてください。原稿を複数に分割して、や0直してください。 

"ヨウシヲトリノゾイテクダ 
サイトレイ2ヲカクニ 
ン！" 

• ファクスの受信印刷をしようとしているときに、手差しトレイに 
用紙びセットされていまず。手差しトレイから用紙を取0除いて 
ください。 

"ジュシンガイッパイデス" 

• 用紙切れ、または用紙詰まりのため、メモ U —び受信ファイルで 
いっぱいになりました。用紙をセットずるか （1 日ページ)、また 
は詰まっている用紙を取り除いてください (166 ページ)。 

. PC ファクス設定 （ 1 ] 6ぺージの機能# 442) び "ジョウジ "に 
設定されている場合、 

-本機とコンピューター間の接続を点検してください。 

-コンピューターび作動していることを確認してください。 

• 見てから印刷機能旧日ぺージの機能#44助び "アリ" に設定 
されている場合、 

- LAN に接続されているコンピューター上の Web ブラウヴーを 
使巧して、受信したファクス文書の表示、印刷または保を、そ 
して不要な文書の消去を行ってください （8 日ページ)。 

-設定を "ナシ" にしてください。メモ U —に保をされている 
ファクス文書は自動的に印刷されまず。 

"スキャナーイチノエ 
ラーデス" 

• スキャナー位置び正し<あ0ません。電源スイッチをいったん才 
フにしてから、オンに戻してください。問題を解ミ夫できない場合、 
弊社のサービス担当ちにご連絡ください。 

"シリアルエラー" 

. 本機に不具合びありまず。弊社のヴービス担当到こご連絡ください。 

"トナーガアリマセン" 

"コウカンシテクダサイ" 

• トナーび空でず。トナーカート U ッジをただちに交換してください。 

"トナーガスクナイデス" 
"コウカンシテクダサイ" 

• トナーカート U ッジの寿命び残りわずかでず。トナーカート U ッ 
ジを早めに交換してください。 

"カバーガアイテイマス" 

• トップカバーび開いていまず。閉じて<ださい。 

"ツウシンエラーデス" 

• 送信エラーび発生しました。ちラー度やり直してください。 

"ガイセンシヨウチュウ" 

-モ機び外線使用中でず。 

"ゲンセツデキマセン" 

• 選んだモ機や中継アンテナの番号び登録されていません。ディス 
プレイに表示されている番号を選んでください。 

"ゾウセツデキマセン" 

• 選んだ子機や中継アンテナの番号びずでに登録済みでず。ディス 
プレイに表示されている番号を選んでください。番号び表示され 
ていない場合は、これじ(上増設ずることびでさません。 
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子機 


ディスプレイ 

原因および解みま 

"オヤキニセツゾクデキ 
マセン" 

• モ機び親機から離れずざていまず。 

• 親機の電源び入っていません。 

"ガイセンシヨウチュウ" 

-親機または別のモ機び外線使用中でず。 

"ガイセンチヤクシン" 

• 電話びかかってさていまず。 

-発信ち番号表示サービス使用時に、電話回線の状態び悪いとさに 
表术します。 

"[ケンガイ]" 

• 親機からの電波び届いていません。 

• 親機の電源び入っていません。 

"サーチテイシチュウヴ 
イカイ八 [ F 3] オス" 

• 親機から電波び届かない状態で約3時間経過しました。 【 F 3】 を 
巧して < ださい。 

"シヨウチュウイマデキ 
マセン" 

• 親機で通話またはファクスの送受信中でず。 

• 別のモ機を使用中に、子機で使えない操作をしたときに表おしまず。 

"ツウワ□クオンチュウ 
ノコリワズカデス" 

• 音声メッセージを録音ずるための親機の空さびメモ U —に残って 
いません。不要なメッセージを消去して< ださい。 

"テンソウデキマセン" 

• モ機び親機から離れずざていまず。 

• コピー先のモ機の電池び切れていまず。充電してください。 

• コピー先の電話帳の空さびメモ U —に残っていません。不要なホ目 
手先を消去して < ださい。 

-親機または別のモ機び使用中でず。 

"デンワチョウガイツパイ 
デス" 

• モ機の電話帳の空さびメモ U —に残っていません。不要なホ目手先 
を消去してください。 

"ナイセンシ 3 ウチュウ" 

-親機または別のモ機び内線使用中でず。 

"ヒョウジケンガイ" 

-発信ち番号表示サービス使用時に、海外など番号を通知でさない 
電話からかかっていまず。 

"メモリーイツパイ□クオ 
ンデキマセン" 

• 音声メッセージを録音ずるための親機の空さびメモ U —に残って 
いません。不要なメッセージを消去して< ださい。 

"トウ□クデキマセン" 

-迷惑設定および通話拒否設定を行ラと表示されまず。本機では設 
定でさません。 
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13 ヘルプ 


13.2 トラブル時の処置 


13.2.1 正しく機能しないとき 

全般 


問題 

原因および解ミ夫法 

本機が動作しない。 

• 接続を確認してくださいに已、37ページ)。 

• モ機の電池び正しく取り付けられていることを確認しに3ペー 
ジ)、電池を完全に充電してください （26 ページ)。 

排紙トレイびずぐにいっぱい 
になる、または排紙トレイに 
用紙び適切に積み重な5な 
い。 

• 湿度び高いと、用紙びカールずることびありまず。用紙の向さを 
変えて、セットし直してください。用紙のカールびひどい場合、 
その用紙を排紙トレイから取り出してください。問題び解消され 
ない場合、弊社のサービス担当ちにご連絡ください。 

親機から、音量の調整、ワン 
タッチダイヤルおよび電話帳 
に保ちされている項目の表 
示、または発信ち番号瞬民の 
表おがでさない。 

• 本機びスキャンモードまたはコピーモードに設定されていまず。 
【ファクス】を巧してモードを切り替えてください。問題び解消さ 
れない場合、弊社のサービス担当ちにご連絡ください。 

PC ファクスおよびリモート 
コント□—ルの使用中に印刷 
エラーび表示される。 

• PC ファクスおよびリモートコントロールでは、プ U ンタードライ 
ノ（一び使用されまず。送信エラーは印刷エラーとして表おされまず。 

Multi-Function Station び 
正しく機能しない。 

• USB ケーブルび USB 八ブに接続されている場合、 USB ケー：7ル 
をコンピューターの USB ポートに直接接続してください。 

• お使いのコンピューターにインストールされている Windows に最 
新版の Service Pack び適用されていることを確認してください。 
詳細については、 Microso けの Web サイトをご覧ください。 

• コンピューターにその他の多機能ソフトウエアびインストールさ 
れている場合、アンインス!-ールしてください。 

• コンピューターに十分なメモ U —と八ードディスク空さ領域びあ 
ることを確認してください。コンピューターでメモ U —不足の警 
告び表おされた場合、その他のアプ U ケーシヨンを終了してくだ 
さい。八ードディスクに十分な空さ領域びない場合、不要なファ 
イルを消去してください。 

• Multi-Function Station をいつたんアンインストールしてから、 
インス1-ールし直してください。 
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問題 

原因および解み法 

Multi-Function Station を 
インス!ルまたはアンイン 
ス1^ールでさない。 

• Multi-Function Station のインストールまたはアンインストール 
に必要なファイルのいくつかび壊れている可能性びありまず。 
MfsClean 即ユーティ U ティ（付属の CD - ROM に収録）を使用し 
て、問題を解ミ夫してください。 

1. 付属の CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットずる。 

• セットアッププ□グラムび自動的に始まりまず。 

2. [ツール]一[削除ツール] 

• [ MfsCleaner ] ウィンドウび表示されまず。 

3. 梢!!除]をク U ックし、[はい]をク U ックしてコンピューター 
を再起動ずる。 

お知5せ 

• Multi-Function Station を再インストールするち法について 
は、3目ページを参照してください。 

Multi-Function Station で 
電子取扱説明書を表示できな 
い。 

-事前にコンピューターに電モ取扱説明書をインス I -ールしてくだ 
さい （38 ページ)。 

次の機能を操作しているとさ 
に、[対象装置]または[装 
置選択]ダイア□グボックス 
で本機を見つけ5れない。 

-スキヤン 

— リモートコント □ —ル 

— PC ファクス 

—デバイスモニター 

• プ U ンタードライバーびインス!-ールされていません。プリンター 
ドライバーをコンピューターにインス!-ールしてください 
(36 ページ)。 

リモートコント□-ルでの機 
能設定に必要な/ (スワードを 
忘れた。 

• 機能設定用ノ（スワードを変更した可能性びありまず。ノ（スワード 
を忘れた場合、機能#1已已を使用して新しいパスワードを割り当 
ててください （10 已ページ)。現在のパスワードを入力ずる必要 
びある場合、代わりに "0101" と入力してください。 

機能設定中にコードまたは ID 
番号を入力で舌ない。 

• 番号の全部または一部び別のコードまたはのと同じでず。番号を 
変更して < ださい。 

- U モート操作の（コード）：11日ぺージの機能#306。 

- U モート受信コード：114ぺージの機能#434。 

-自動切断コード：11已ぺージの機能#43已。 

E メール関連の機能が正しく 
機能しない。 

• E メールの送受信に Secure Sockets Layer ( SSL ) 暗号化び必 
要とされる環境の場合、追加の E メールヴーノ（一設定または別の E 
メールシステムの使巧び必要になる場合びありまず。 
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巧刷に関ずる問題 


問題 

原因および解ミ夫法 

印刷時1 
り、巧1 

こ用紙びしわになった 
：) 重なったりずる。 

• 用紙び適切にセットされていることを確認してください （1 日ペー 
ジ)。 

• 用紙を裏返したり、180度回転させたりしてください。 

印刷品 1 
または i 

訪唯い（にし 
をのぼけなど; 

ABC 

し *■ ^ 」 

ABC 

し — ^ 

;み、点 

)〇 

• 用紙によっては、推奨される印刷面びありまず。試しに用紙を裏 
返して印刷してください。 

• 使用した用紙は綿または繊維の含有率び20%を超えている可能性 
びありまず（レターへッドのある用紙や履歴書用紙など）。 

• 用紙び湿りずざていまず。新しい用紙を使用してください 
(1 日ページ)。 

用紙を変更したび、印刷品質 
が良 < な5ない。 

• ガラスまたは□ーラーび修正液などで巧れていまず。ガラスまた 
は□—ラーを清掃してください（173、 ] 7日ぺージ)。修正液 
び完全に乾かないラちに原稿をセットしないでください。 

• 機能#482のトナーセーブモードび" アリ" になっていまず 
(109 ページ)。 

• 残りのトナーび少なくなっていまず。トナーカート U ッジを交換 
して < ださい。 

• ドラムの寿命と品質を確認ずるには、テストプ U ント U ストを印 
刷してください （177 ページ)。印刷品質びない場合は、トナー 
カート U ッジとドラムカート U ッジを交換してください。 

白紙が排出される。 

• 原稿の裏表を逆にしてコピーしました。 

-相手側びファクス機に原稿を裏表逆にセットして送信しました。 

ホ目手先に確認してください。 

Microsoft PowerPoint ® 

や他のアプリケーシヨンか5 
印刷ずると、色つさまたはの 
色の圏所びグレースケールの 
代わりに黒で印刷される。 

• [カラー] を選択ずるか、印刷ダイア□グの [グレースケール] の 
横のチェックボックスをオフにずると、色つさまたは陕色の箇所 
は適切なグレースケールで印刷されまず。 

本機をプリンターとして使用 
ずると、印刷結果びゆびむ。 

• 本機び USB でコンピューターに接続されている場合に、コンピュー 
夕一側で印刷を中止して、 ずぐに印刷を行ラと、印刷結果びゆび 
むことびありまず。これを避けるには、60秒間待ってから印刷を 
再開してください。 
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スキャナー 


問題 

原因および解み法 

スキャンでさない。 

• 高画質でスキャンずる場合、利用可能なメモ U —容量を十分に確 
保ずる必要びありまず。コンピューターでメモ U —不足の警告び 
表おされた場合、その他のアプ U ケーシヨンを終了して、やり直 
して < ださい。 

• スキャンずる範囲を縮ルしてちラー度やり直してください。 

1. [プレビュー] をク U ックして、スキャンずるイメージを確認 
する。 

2. フレームをドラッグして、スキャン範囲を指定ずる。 

3. [スキャン] をク U ックしてスキャンを開始ずる。 

• 本機は使用中でず。後でをラー度やり直してください。 

• 八ードディスクに十分な空さ領域びありません。不要なファイル 
を消去して、や0直して<ださい。 

. 本機とコンピューター間の接続を点検してくださいに已、37ペー 
ジ)。 

• コンピューターを再起動して、やり直してください。 

• 設定した用紙サイズよりち長い原稿をスキャンしよラとしました。 
設定を変更するか、原稿を適切な用紙サイズに分割してやり直し 
て < ださい。 

本機をスキャナーとして使用 
ずるときに、原稿び本機に送 
り込まれない。 

• 自動原稿送り装置の原稿をいったん取り出し、原稿をセットし直 
して < ださい。 

[キャンセ J レ]をクリックし 
た後も、スキャンび細 1 続され 

• しばらくお待ちください。中止要巧び受け入れられるまでに、し 
ばら < 時間びかかることびありまず。 

親機で原稿をスキャンずると 
さに、親機に目的のコン 
ピューターの名前び表巧され 
ない （ LAN 接続のみ)。 

• プ U ンタードライバーびインストールされていません。プリンター 
ドライバーをコンピューターにインス!-ールしてください 

(36 ページ)。 

• コンピューター名 U ストアップ機能び [オフ] に設定されていま 

ず。 [ PC 名を装置に表示] を [オン] に設定してください 
(39 ページ)。 

• LAN 上の最大許容数のコンピューターび本機に接続されていまず 
(30 台まで）。その他のコンピューターで [ PC 名を装置に表示] 

を [オフ] に設定してください （3 日ぺージ)。 

• 本機の IP アドレスび変更されている可能性びありまず。 IP アドレ 
スを検出ずるには、次の順序で操作してください。 

[スタート] 一 [ずべてのプ□グラム] または [プ□グラム] 一 
[ Panasonic ] 一 本機の名前 一 [ IP アドレスチェッカー] 

• 本機の IP アドレスび検出されまず。 
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問題 

原因および解ミ夫法 

コピーでさない。 

-機能設定中はコピーできません。機能設定の終了後、コピーして 
<ださい。 

• 原稿び本機に正しく弓仕込まれませんでした。原稿をセットし直 
して < ださい。 

• 用紙びセットされていないか、用紙切れでず。用紙をセットして 
ください （1 日ページ)。 

コピーされた文字が鮮明でな 
い。 

• 原稿び暗ずざるか、明るずざまず。読取濃度を変更して（已8ペー 
ジ)、やり直してください。 

コピーされた文書が暗ずざて 
読めない。 

• 原稿にカラー用紙び使用されていまず。読取濃度を変更し 

(已8ページ)、 "モジ" の読取画質（已8ページ）を使用して薄め 
にコピーしてください。 


ファクス 


問題 

原因および解み法 

ファクスを送信でさない。 

• ホ目手先のファクス機び話し中、または用紙切れの状態でず。をう 
一度やり直してください。 

• 巧手側の機器はファクス機ではありません。ホ目手先に確認してく 
ださい。 

• 相手先のファクス機びファクスに自動応答しませんでした。ファ 
クスを手動で送信してください （7 日ページ)。 

• 最大ファクス通信速度を "14.4 kbps " に設定してください 
(1] 3ぺージの機能#418)。 

ファクスを海外に送信できな 
い。 

• ミ毎外通信モードを使巧してください (1 11ぺージの機能#411)〇 

• 電話番号の終わりにポーズを2回追加ずるか、手動でダイヤルして 
<ださい。 

受信したファクス①夕字びゆ 
がんでいるという苦情が相手 
巧から届いた。 

• 電話回線でキヤッチホンなどの特別電話サービスをご利用の場合、 
ファクス送信中にそのサービスび起動した可能性びありまず。こ 
のようなサービスを利用してし)ない回線に本機を接続してください。 

• 同じ回線にある別の電話の八ンドセットび外れていまず。並列電 
話の八ンドセットを置いて、や0直して<ださい。 

受信したファクスの品質に関 
して、相手巧か5苦情びあつ 
た。 

• 試しに原稿をコピーしてみてください。コピーされたイメージび 
鮮明である場合、ホ目手先のファクス機に問題びある可能性びあり 
ます。 

コピーされたイメージび鮮明でない、暗ずざる、または白黒線や 
にじみび現れる場合、]已4ページ「印刷に関ずる問題」を参照し 
て < ださい。 

• 原稿び暗ずざるか、明るずざまず。読取濃度を変更して （77 ペー 
ジ)、やり直してください。 
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13 ヘルプ 


問題 

原因および解みま 

受信したファクスび暗ずざて 
読めないという苦情び柏手巧 
か5届いた。 

• 原稿にカラー用紙び使用されていまず。読取濃度を変更し 

(已8ページ)、 "モジ" の読取画質（已8ページ）を使用して薄め 
にコピーして、や0直してください。 

ファクスを受信でさない。 

• PC ファクス設定 （ 1 ] 日ぺージの機能# 442) び有効になってお 
り、受信したファクス文書は自動的にコンピューターに転送され 
まず。コンピューターを使用して、受信したファクス文書を表示 
してください旧8ページ)。 

• 見てから印刷機能旧日ページの機能# 448) び有効になってお 
り、受信したファクス文書は自動的にメモ U —に保をされまず。 
LAN に接続したコンピューター上の Web ブラウヴーを使用して、 
受信したファクス文書を表示してください （8 日ページ)。 

• 最大ファクス通信速度を "14.4 kbps " に設定してください 
(1] 3ぺージの機能#418)。 

• 手差しトレイに用紙びセットされていまず。手差しトレイから用 
紙を取り除いて < ださい。 

ファクス全文書を受信できな 
い。 

. ファクス自動 E メール転送 （1] 日ぺージの機能#4已 2) び有効に 
なっていまず。この場合、受信でさるのは最大3 MB のファクス 
のみです。この機能を無効にしてから、ファクスを再送信ずるよ 
ラにホ目手先に依頼して<ださい。 

ファクスを自動受信できな 
い。 

-受信モードび手動受信モードに設定されていまず。留守電/ファ 
クスモード （84 ページ)、ファクス専用モード （8 已ページ）ま 
たはファクス/電話切替モード （86 ページ）に設定してください。 

• 着信に応答ずるまでの時間び長ずざまず。本機び着信に応答ずる 
までの呼び出し回数をかなくしてください (107 ページの機能 
#210)。 

• 応答メッセージび長ずざまず。より短いメッセージを録音してく 
ださい （94 ページ)。 

ディスプレイに"ファクス 
セツゾクチュウ"と表示さ 
れるが、ファクスは受信され 
ない。 

-受信モードびファクス専用に設定されており、着信びファクスで 
はありません。受信モードを留守電/ファクスモード （84 ぺ一 
ジ)、手動受信モード （8 已ページ）またはファクス/電話切替 
モード旧日ページ）に変更してください。 

受信したファクスの印刷品質 
がほい。 

• コピーの品質び適切である場合、本機は正しく機能していまず。 
送信元の原稿びかずれていたか、送信元のファクス機に問題びあ 
る可能性びありまず。送信元に鮮明な原稿を使用ずるよラに頼む 
か、ファクス機を点検ずるように頼んでください。 

• 適切にコピーできない場合、]已4ページ「印刷に関ずる問題」を 
参照して < ださい。 
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13 ヘルプ 


問題 

原因および解ミ夫法 

送信元か5ファクスを送信で 
きないという苦情び来た。 

-受信モードび手動受信モードに設定されていまず。ファクスを手 
動で受信ずるか （8 已ページ)、受信モードを留守電/ファクス 
モード （84 ページ)、ファクス専用モード （8 已ページ）または 
ファクス/電話切替モード （86 ページ）に変更してください。 

• 用紙切れ、または用紙詰ま0のため、メモ U —び受信ファイルで 
いっぱいになっていまず。用紙をセットずるか （1 日ページ)、ま 
たは詰まっている用紙を取り除いてください (166 ページ)。 

. PC ファクス設定 （ 1 ] 6ぺージの機能# 442) び "ジョウジ "に 
設定されている場合、本機とコンピューター間の接続を確認して 
<ださい。 

. 見てから印刷機能旧日ぺージの機能#44助び "アリ" に設定 
されている場合、 LAN に接続されているコンピューター上の Web 
ブラウヴーを使用して、文書の表示、印刷または保を、そして不 
要な文書の消去を行ってください （8 日ページ)。 

目的の受信モードを選択でき 
ない。 

• 留守電/ファクスモードまたはファクス専用モードに設定したい 

+曰么 
お口 

-機能#400 (108 ページ）を使用して目的のモードを選択 
し、 幅守】 を繰り返し巧して 幅守】 ライトを点灯させてく 
ださい。 

-手動受信モードまたはファクス/電話切替モードに設定したい場合 

-機能#404 (10 日ページ）を使用して目的のモードを選択 
し、 幅守】 を繰り返し巧して 幅守】 ライトを消巧させてく 
ださい。 

並列電話が接続されていると 
き、【*】【口】に】を押し 

てちファクスを受信でさな 
い。 

• 事前に U モート受信 (114 ぺージの機能# 434) をオンにしてお 
く必要びありまず。 

• 【*】【口】【引 を確実に巧してください。 

- U モート受信コードを 【*】【口】【9】 （初期値）から変更した巧 

能性びありまず。 U モート受信コードを確認してください 
(1] 4ぺージの機能#434)。 

ダイヤル音が聞こえない。 

• 本機の接続にスプ U ッタ/カプラーを使用している場合、スプ U ッ 
夕/カプラーを取り外し、本機を壁面の端子に直接接続してくだ 
さい。本機び正しく機能ずる場合、スプ U ッタ/カプラーを点検 
して < ださい。 

• 本機を電話機コードから取り外し、正常であることび確認されて 
いる電話を接続してみてください。電話び正しく機能ずる場合、 
弊社のサービス担当者に連絡して、本機の修理を依頼してくださ 
し、電話び正しく機能しない場合、電話会社にご連絡ください。 

• 電源コードまたは電話機コードび接続されていません。接続を確 
認してくださいに已ページ)。 

• コンピューターモデム経由で本機を接続している場合、本機を電 
話回線端テに直接接続してください。 
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13 ヘルプ 


問題 

原因および解み法 

電話でさない。 

• ダイヤル切替設定び正し<ない可能性びありまず。設定を変更し 
てくださいに8ぺージの機能#120)。 

• モ機び親機から離れずざていまず。近づけてから、やり直してく 
ださい。 

• モ機のキー□ック機能び設定されていまず。 【口】 を3秒し U 上巧し 

て、設定を解除してください （66 ページ)。 

• 別機び使用中でず。後でもう一度やり直してください。 

-留守番電話び使用中でず。後でちラー度やり直してください。 

本機の呼び出し音び鳴5な 
い。 

• 呼び出し音量びオフになっていまず。呼び出し音量を調整して< 
ださい （3] ページ)。 

• モ機の電池び切れていまず。充電してください （2 日ページ)。 

ファクス音のみび聞こえて通 
話ができないといラ苦情び柏 
手先かり届いた。 

• ファクス専用モードに設定されていまず （8 已ページ)。その番号 
はファクス専用であることをホ目手先に伝えてください。 

-受信モードを手動受信モード （8 已ページ)、ファクス/電話切替 
モード （86 ぺージ）または留守電/ファクスモード （84 ぺ一 
ジ）に変更してください。 

親機の【再ダイヤル】または 
【ポーズ】び正しく機能しな 
い。 

• ダイヤル中にこのボタンを巧ずと、ポーズび挿入されまず。ダイ 
ヤ J レ音び聞こえた直後に巧ずと、最後にダイヤルした番号び再ダ 
イヤルされまず。 

子機または親機を呼び出せな 
い。 

• モ機び親機から離れずざていまず。 

呼び出し中にダイヤル切督を 
パルスか5 1ンに一時的に 
変更でさない。 

• 呼び出し中に 【*】 （1 ン）を巧して、トーンダイヤ U ング用の 

適切なテンキーを巧して<ださい。 

コンピューターでファクス文 
書を受信できない。 

• 次の機能び事前に設定されていることを確認してください。 

- PC ファクス受信 (1 16ぺージの機能# 442) 

- PC ファクス受信用コンピューター設定 （3 已ページの機能 
#443) 

受信したファクスで書を 

Web ブラウザーで表おでき 
ない （ LAN 接続のみ)。 

• 次の機能び事前に設定されていることを確認してください。 

-見てから印刷機能旧日ぺージの機能#44助 

- Web 見てから印刷アクセスコード旧日ぺージの機能#4已 0) 

• 印刷中、コピー中またはスキャン中には、受信したファクス文書 
を Web ブラウヴーで表示でさません。印刷、コピーまたはスキャ 
ンの後にや0直して < ださい。 

受信したファクスで書を 

Web ブラウザーで消去でさ 
ない （ LAN 接続のみ)。 

• 消去ずる前に、受信したファクス文書の表お、印刷または保をを 
行ってください旧日ページ)。 
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13 ヘルプ 


発信者番号表示 


問題 

原因および解決法 

発信ち情報が表示されない。 

• 発信ち番号表示サービスを申し込む必要びありまず。ご利用にあ 
たつては、サービスプ□バイダー/電話会社にお問い合わせくだ 
さい。 

• 本機び他の電話機に接続されている場合は、本機を取り外してか 
ら、直接壁面の端テに差し込んで<ださい。 

• DSL / ADSL サービスを使用している場合は、親機と電話回線端子 
の間に DSL / ADSL フィルターを接続ずることを推奨しまず。詳細 
については、 DSL / ADSL プ□バイダーにお問い合わせください 
に已ページ)。 

• 他の電話機び本機と干渉している可能性びありまず。他の電話機 
を取り外して、やり直してください。 

-同じコンセントに接続されている他の電化製品び発信ち番号表示 
サービスに干渉している可能性びありまず。 

-電話回線のノイズび発信ち番号表示サービスに影響している可能 
性びありまず。 

-発信ちび発信を番号の非通知を選択しました （73 ページ)。 

-着信び$5送されてさている場合は、発信ち情報は表示されません。 


子機 


問題 

原因および解み法 

巧電台に置いても、"ジュウ 
デンチュウ"と表示されな 
い。 

• 電池パックび新品か、電池の残量びみなくなっている可能性びあ 
りまず。数分間、モ機を充電台に置いたままにしておくと表おさ 
れまずに6ページ)。 

• 電源コードび電源コンセントから外れていないか確認し、しっか 

0取0付けて < ださい。 

巧電完了まで巧電しても、通 
話数分後に巨]び点滅ずる。 

• 電池パックの寿命でず。交換してください （23 ページ)。 

約10時間巧電して 
も、"ジュウデンカンリヨ 
ウ"と表示されない。 

• 途中でモ機を使用したりずると、充電時間び長くなりまず 
に6ページ)。 

• 使用環境温度びないとさや、電源電圧びないとさは、充電時間び 
長くなりまずに日ページ)。 

• 親機の電源び入っていないときや、モ機に "[ケンガイ]" と表示 
されているとさは、充電時間び長<かか0まず。親機の電源を入 
れ、 "[ケンガイ]" の表示び消えるまでモ機を親機に近づけてから 
充電してくださいに6ページ)。 
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13 ヘルプ 


問題 

原因および解みま 

柏手の声び途切れたり、雑音 
が入る。 

• モ機び親機から離れずざていまず。モ機を親機に近づけてください。 

• 親機との間に金属やコンク U —卜壁など、障害物びある場合、場 
所を移動して通話してください。移動でさないとさは、中継アン 
テナの設置を検討してください。 

• モ機のアンテナ部をおや手で覆わないよラにしてください 
(14 ページ)。 

しば5<話していると、だん 
だん柏手の声び聞こえにくく 
なる。 

• ちの位置からモ機の受話□びずれていないか確認をしてください。 
受話口の位置をちに合わせ直してください。 

子機を巧電台から取り、しば 
5くずると「ピピッ J と鳴り 
始める。 

クイック通話に設定されていまず。 

• 通話しないとさは、 【切】 を巧して<ださい。そのまま放置して 
ち約日0秒後に切れまず。 

-並列接続した電話機で受けた電話を、子機に切り替えるときは、 
【、】を巧して<ださい。 


取扱説明書161 







13 ヘルプ 


ネットワーク （ LAN 接続のみ) 


問題 


原因および解ミ夫法 


次の機能を操作できない。 

—コン ピュ ーター か 5の 印 
刷 

-スキヤン 


メインボードの LAN 端テのに D を確認してください。 LED び点灯 
または点滅してし)る場合、ネットワークに正しく接続できてしほず。 
に D び点なまたは点滅してし)ない場合、 LAN ケースレ（カテゴ U 已 
ストレートケーブル）びメインボードの LAN 端子に正しく接続さ 
れていることを確認してください。 


- リモートコント □ —ル 
- PC フアクス 
-デバイスモニター 


LED び点滅しているのに、目的の操作を実行できない場合、本機 
の IP アドレスび変更されている可能性びありまず。 

IP アドレスを検出ずるには、次の順序で操作してください。 


[スタート]一[ずべて①プ□グラム]または[プ□グラム]一 


[Panasonic] 一 本機の名前 一 [IP アドレスチェツカー] 


• 本機の IP アドレスび検出されまず。 


お知らせ 

• IP アドレスを検出できない場合、 IP アドレスを手動で入力 
してください （124 ぺージの機能#已01)。コンピユー 
夕一および本機の IP アドレスは、 次のよラに、同じ□一力 
ル IP アドレスクラスである必要びありまず。ご自分の □— 
カルネットワークスケールに対応したクラスに指定されて 
いる数字の範囲内で、 IP アドレスを設定してください。 


クラス 

ヴブネットマスク 

IP アドレス 

クラス A 

255.0.0.0 

10.0.0.1- 

] 0.2曰己.2已已 .2 己4 

クラス B 

2己曰.2己己.0.0 

1 72. XX .0. 1〜 

172. XX .2 已已 .2 已4>1 

クラスに 

2曰曰.2已曰 .2 曰曰. 

0 

] 92.168. XX .]〜 

] 92.168 . XX .2 曰4で 


• 使用中のファイアウォールソフトウェアで接続び遮断されていま 
す。ファイアウォールソフトウェアを無効にずるか、 
Multi-Function Station び正しく機能できるようにファイア 
ウォール設定を変更してください。 

• LAN 機能は、本機とコンピューターび同じネットワークセグメン 
卜に接続されている場合にのみ使用でさまず。ネットワークび正 
しく設定されていることを確認してください。ネットワーク管理 
ちにご相談ください。 
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13 ヘルプ 


問題 

原因および解みま 

Multi-Function Station を 
インス!ルずるとさに、本 
機が[ネットワーク接続装置 
の選択]ダイア□グボックス 
に表のされない。 

• 使用中のファイアウォールソフトウェアで接続び遮断され、セッ 
トアッププ □ グラムでデバイスび全く一覧表おされないことびあ 
りまず。ネットワーク管理者に連絡して、ファイアウォールソフ 
トウェアを一時的に無効にしてください。 

• 本機び別のネットワークセグメントに接続されており、セットアッ 
ププ□グラムでデバイスび全<一覧表おされないことびあ0まず。 
ネットワークび正しく設定されていることを確認してください。 
ネットワーク管理ちにご相談<ださい。 

Microsoft Windows XP 
Service Pack 2 (または 
それ降）のインストール後 
に、 [Windows セキユリ 
ティの重要な警告]ダイア □ 
グボックスが表示されて、 
[ PCCMFLPD ] をブ□ック 
ずるかどラかを尋ねるメッ 
セージび表示され、次の機能 
を操作でさない。 

—コンピユーターか5の印 
刷 

-スキヤン 

- リモートコント □ —ル 

- PC フアクス 

-デバイスモニター 

• [ブ□ックずる] をク U ックして、 Windows ファイアウォール設 
定ツールを実行し、 Multi-Function Station のデータ送信を許巧 
してください （164 ページ)。 


‘1なの例のよ5に、 "XX" は本機とコンピューターで同じ値になる必要びあります。 
例；172.1己. 0.1-172.1 巨.2已已 .2 已4 
( "XX" の使巧可能範囲は1己〜31です） 

*2 なの例のよラに、 "XX" は本機とコンピューターで同じ値になる必要びあります。 
例：192.1 68.0.1-192.1 己 8.0.2 已4 
( "XX" の使巧可能範囲は〇〜2已已です） 


留守番電話の使用 


問題 

原因および解み法 

コンピューターで 音声 メッ 
セージを 受信で さない。 

• 次の機能び事前に設定されていることを確認してください。 

-コンピューターでの音声メッセージの受信 (1 19ページの機 
船が36已） 

- PC 音声管理用のコンピューター設定 （3 已ページの機能 
#366) 

コンピューターで 音声 メッ 
セージを再生でさない。 

• コンピューターで音声メッセージを再生ずるには、サウンドカー 
ドとスピーカーび必要でず。サウンドカードび正し<取0付けら 
れていること、およびスピーカーのボ U ュームを確認してください。 
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13 ヘルプ 


問題 

原因および解ミ夫法 

が出先からメッセージを聞け 
ない。 

• 事前に U モート操作 ID を設定して U モート操作機能を有効にして 
ください （1 1日ぺージの機自甜30日)。 U モート操作のを正しく、 
しっか0と巧して < ださい。 

• 本機び留守電/ファクスモードではありません。留守電/ファク 
スモードに変更してください （84 ぺージ)。 

送信元か5音声メッセージを 
残せないといラ苦情び来た。 

• メモ U —びいっぱいでず。不要なメッセージを消去して<ださい 
(96、101ぺージ)。 

• 他の留守番電話び同じ回線に接続されていないことを確認してく 
ださい。 

子機を使用して留守番電話を 
操作でさない。 

• だれかび留守番電話を操作していまず。 

• 親機から離れずざていまず。親機に近づいてください。 

【再生】ライトびゆっくり点 
滅ずる。 

• これは正常でず。新しいメッセージび録音されていまず。新しい 
メッセージを聞いてください（日已、]0]ページ)。 

メッセージの再生中に発信ち 
情報が表示されない。 

. メッセージび伝言録音 （94 ページ）または通話録音 （94 ぺ一 
ジ）の場合、発信ち情報は表示されません。 


停電び発生した場合 

• 本機は機能しません。 

• メモ U —に保をされている文書（コピー中またはコンピューターからの印刷中）は失われまず。 

. 本機は、停電発生時に票急通報ずるよラに設計されていません。累急サービスへの連絡には、別の方法 
を使巧する必要びありまず。 

• ファクスの送受信は中断されまず。 

• ファクス送受信中の文書は失われまず。 

• 電力び復旧ずると、メモ1」一内のどのファクス項目び消去されたかねかるよラに、停電レポートび印刷 
されます。 

Microsoft Windows XP Service Pack 2 (またはそれ lU 降） /Windows 
Vista/Windows 7 ユーザー向けのファイアウォール設定ツール （ LAN 接続のみ ) 

Microsoft Windows XP Service Pack 2 (またはそれ政降 ） /Windows Vista/Windows 7をインス 
I ルすると、 Windows ファイアウォール機能び有効になり、接続を遮断ずるために次の機能び使用でき 
な< な0まず。 

-デバイス モニター 

- LPD Mana 邑 e 「 （ネットワーク通信ツール） 

Windows ファイアウォール設定ツールを使用ずると、 Windows ファイアウォールのセキュ U ティ設定を変 
要できるため、上記の機能を正しく使用できるようになりまず。 

1 本機の付属 CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットずる。 

• [言語の選択] ダイア□グボックスび表おされたら、このソフトウェアで使用ずる目的の言語を選択 
して<ださい。 [0 K ] をク U ツクして<ださい。 
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13 ヘルプ 


2 [ツール] 一 [Windows ファイアウオール設定] 

• [Windows ファイアウォール設定ツール] ウィンドウび表示されまず。 

3 [例外リストに追加]一にの一にの 

セキュリティ設定を確認する （Windows XP ユーザー向け） 

1[スタート]-> [コント □ —ルパネル]-> [セキュリティセンター ] 

• [Windows セキュリティセンター] ウィンドウび表おされまず。 

2 [Windows ファイアウオール] 

• [Windows ファイアウォール] ダイア□グボックスび表示されまず。 

3 [例が] タブをク U ックずる。 

4 [Panasonic Trap Monitor Service ] および [Panasonic LPD ] び [プ□グラムおよびヴービス] 

U ストに表おされて、チェックマークび付いていることを確認ずる。 

セキュリティ設定を確認する （Windows Vista ユーザー向け） 

1[スタート]-> [コント □ —ルパネル]-> [セキュリティセンター ] 

• [Windows セキュリティセンター] ウィンドウび表おされまず。 

2 [Windows ファイアウオール] 

• [Windows ファイアウォール] ダイア□グボックスび表示されまず。 

3 [設定の変更] 

• [ユーザーアカウントの制御] ダイア□グボックスび表示されまず。 

4臓行] 

5 [例が] タブをク U ックずる。 

6 [Panasonic Trap Monitor Service ]. [Panasonic LPD Manager ] および [Panasonic LPD ] 
び [プ□グラムまたはポート] U ストに表おされて、チェックマークび付いていることを確認ずる。 

セキュリティ設定を確認する （Windows 7ユーザー向け） 

1[スタート] 一 [コント□-ルパネル] 一 [システムとセキュリティ] 一 [Windows ファイア 
ゥォール]一間細設定] 

• [セキュリティび強化された Windows ファイアウォール] ウィンドウび表示されまず。 

2 [受信の規則] 

3 [Panasonic Trap Monitor Service]、[Panasonic LPD Manager ] および [Panasonic LPD ] 
び [受信の規則] U ストに表おされて、チェックマークび付いていることを確認ずる。 
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14 紙詰まり 


14.1 詰まり 

14.1.1 用紙詰まり 

お知らせ 

-トップカバーを開けずに、詰まった用紙を無理 
に引さ出さないで < ださい。 



本機の内部に用紙び詰まった場合 

ディスプレイに次のよラに表示されまず。 

-"ヨウシジマリデス" 
t 

"カバーヲ アケテトリノゾイテクダサイ" 
-"バックカバーヲカクニン" 


A * トップカバーを閉じるとき指 
の挟みこみにま意してくださ 

- し、。けびの原因になることが 

ありまず。 
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14 紙詰ま 0 


事例1 

手差しトレイ付近で用紙が詰まった場合 

1給紙カセット（①）を引き出ず。 



3給紙カセットを閉じる。 



• トップカバー（④）を開閉して、メッセージを 
消去ずる。 


2手差しトレイ（③）を開き、詰まった用紙（③） 
を上に引っ張って、慎重に取り除く。手差しトレ 
イを閉じる。 
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14 紙詰まり 


事例2 

ドラムカートリッジとトナーカートリッジ付近で用紙 
が詰まった場合 

1給紙カセット（①）を引き出ず。 



2親機の両側にあるくぼみ部分（③）を持ち、トツ 
プ カバー（⑤） を開く。 



A お知 S せ 

-定着部（④）は高温に 
なっていまず。軸れないで 
<ださい。 


お知らせ 

• 搬送□ーラー（⑥）には触れないでくださ 
しん 

3詰まった用紙（⑥）を上に引っ張って、慎重に取 
り除く。 



詰まった用紙（⑦）を手前に引っ張って、慎重に 
取り除<。 
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14 紙詰ま 0 


4給紙カセットを閉じる。 



5親機の両側にあるくぼみ部分を持ち、トップカバー 


び□ックされるまで閉じる。 



事例3 

定着部付近で用紙が詰まつた場合 

1親機の両側にあるくぼみ部分（③）を持ち、トツ 
プカバー(①）を開く。 



A お知 S せ 

-定着部（⑤）は高温に 
なつていまず。ちぎれないで 
<ださい。 

お知らせ 

• 搬送□-ラー(④）には触れないでくださ 
し、。 
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14 紙詰まり 


2両方の緑レバー（⑥）を止まる位置まで持ち上げ 
る。 



3詰まった用紙（⑥）を上に引っ張って、慎重に取 
り除く。 


4緑レバー（⑦）を巧して、元の位置に戻ず。 



5親機の両側にあるくぼみ部分を持ち、トップカバー 
び□ックされるまで閉じる。 
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14 紙詰ま 0 


用紙び本機に正しく引き込まれなかつ 
た場合 

ディスプレイに次のよラに表おされまず。 

-"トレイ1ノヨウシヲカクニン[スタート] 
ヲオス" 

1 所定の位置にカチッと入るまで給紙カセットを引 
さ出し、カセットの前部を持ち上げて完全に引さ 
出ず。用紙を取り出し、まっすぐに揃える。 

2 用紙をセットし直す。 



3給紙カセットの前部を持ち上げなびら、給紙カセッ 
卜を親機に挿入ずる。給紙カセットを奥まで完全 
に巧し込む。 

お知らせ 

• メッセージび表おされ続ける場合、用紙の仕様 
を確認してから、用紙をセットし直してくださ 
し、詳細については、1日ページを参照してく 
ださい。 


手差しトレイにある用紙び正しく引き 
0^まれなかった場合 

ディスプレイに次のよラに表示されまず。 

-"ヨウシヲキュウシデキマセントレイ吕ヲ 
カクニン！" 


2 用紙をセットし直ず。 



お知らせ 

• メッセージび表示され続ける場合、用紙の仕様 
を確認してから、用紙をセットし直してくださ 
し、。詳細については、22ページを参照してく 
ださい。 


1 用紙を取0除<。 
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14 紙詰まり 


14.1.2 原稿詰まり（自動原稿送 
り装置） 

お知らせ 

- ADF カバーを開けずに、詰まった原稿を巧理 
に引さ出さないで < ださい。 



1 ADF (⑤）を軽く押さえなびら、 ADF カバー 
(の）を開ける。 



2 詰まった原稿（⑤）を慎重に取り除く。 

原稿挿入部付近で原稿び詰まつた場合 




3 ADF カバーを 閉じる。 
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15 清掃 


15.1 清掃 

15.1.1 白ガイド/白板とガラス 
を清掃する 

次の表面に黒線、白線、またはミちれた模様び現れた場 
合、白ガイド/白板とガラスを清掃してください。 

-用紙 
-原稿 

-スキヤンされた データ 
-ホ目手先から受信したファクス文書 

お知らせ 

• ドラムカートリッジおよびトナーカートリッジ 
を扱う場合はま意してください。詳細について 
は、1已ぺージのドラムカートリッジに関する 
ま意を参照して < ださい。 

• 清掃には、ペーパータオルやティッシュペー 
) (一などの紙用品を使用しないで < ださい。 

白ガイド/白板と原稿台ガラス 

1 ADF (①）を開ける。 


2 ADF を軽く押さえなびら、白ガイド/白板（⑤) 
と原稿台ガラス（⑤）を清掃ずる。 
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15 清掃 


下部ガラス 

1電源スイッチをオフにずる。 


3タブをつかんで、ドラムカート U ツジとトナーカー 
卜 U ツジ（⑥）を取り外ず。 


2親機の両側にあるくぼみ部分（⑤）を持ち、トツ 
プカバー(①）を開く。 



4 


柔らかい乾いた巧で下部ガラス（⑥）を清掃ずる。 



A お知 S せ 

-定着部（③）は高温に 
なっていまず。軸れないで 
<ださい。 

お知らせ 

• 搬送□ーラー(④）には触れないでくださ 
し、。 
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15 清掃 


5 タブをつかんで、ドラムカート U ツジとトナーカー 
卜 U ツジ（⑦）を取り付け直ず。 



• 矢印（⑥）び合っていることを確認し、ドラム 
カート U ッジとトナーカート1」ッジを正しく取 
り付けてください。 



6 親機の両側にあるくぼみ部分を持ち、トップカバー 
び□ックされるまで閉じる。 



A * トップカバーを閉じるとき指 
の挟みこみにま意してくださ 

- し、。けがの原因になることび 

ありまず。 



7 電源スイッチをオンにずる。 
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15 清掃 


1曰. 1.2 原稿搬送□—ラーを清掃 
する 

原稿送りの失敗び頻発ずるよラになったら、□ーラー 
を清掃してください。 

お知らせ 

• 清掃には、ペーパータオルやティッシュペー 
) (一などの紙用品を使巧しないでください。 

1 電源スイッチをオフにずる。 

2 ADF (⑤）を軽く押さえなびら、 ADF カバー 
(の）を開ける。 



3 水で湿らせた巧を使用して、原稿搬送□ーラー 
(③）を清掃し、ずべての部品を十分に乾かず。 




176取扱説明書 






















【臟】い】卜】 

1【機能】を繰り返し巧して、"レポートインヴ 
ツ"を選択ずる。 

2【4】 または【《►】を繰り返し巧して、目的の項目 
を選択ずる。 

3【セット】を巧して印刷を開始ずる。一【機能】 


16 . 1 EP 刷レポート 

16.1.1 参考リストおよびレポー 
卜（親機のみ） 

参考用として、次の U ストおよびレポートを印刷ずる 
ことびでさまず。 

-"キノウセツテイリスト" 

-"デンワチョウリスト" 

-"ファクスツウシンリレキ" 

-"ドウホウトウ□クリスト" 

-"テストプリント" 

-"チヤクシンメモリーリスト" 

- " E メール アドレスリスト" 

- "FTP ヴーバーリスト" 

- "SMB フォルダーリスト" 

【セット】 


16-般情報 


16.2 仕様 

16 . 2 . 1 仕様 

親機 

■ 適合回線 

公衆電話回線 

■ 原稿サイズ 

最大幅 2] 日 mm 、 最大長さ 600 mm 

■ 有効読取幅 

208 mm 

■ 有効印刷幅 

レター/ U— ガル： 208 mm 
A4 : 202 mm 

■ 電送時間 

約 4 秒/ぺージに CM-MMR メモ U- 送信）で 

■ 読取解像度 
スキャン解像度 

最大 600 X ] ,200 dpi (光学） 

最大]日, 200 X ] 9,200 dpi (補間） 

コピー 解像度 

最大 600 X 600 dpi 

ファクス解像度 

水平方向： 8 dot/mm 

垂直方向： 3.85 本/ mm- 標準画質 

7.7 本/ mm- ルさい/写真画質 
] 已 .4 本/ mm- 細密画質 

■ 写真モード 

日 4 階調 

■ 読取方式 

接触式イメージセンサー 

■ 記録方式 

レーヴー電モ写真方式 

■ データ 圧縮方式 

Modified Huffman (MH)、Modified READ 
(MR)、Modified Modified READ (MMR) 


o o 


回囚囚团 
囚囚囚团 
回囚囚囚 
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16 -般情報 


■ モデム通信速度 

33,600/31,200/28,800/2氏400/24,000/ 
21,600/19,200 /] 6,800 /] 4,400 /] 2,000/ 
9,600/7,200/4,800/2,400 bps 、 自動フォー 
ルノ （ック 

■ 使用環境 

10で〜32.已で、20 〇/〇〜70 〇/〇 RH け目対湿度） 

■ がお寸法 

約：幅420 mm X 奥行き432 mm x 高さ30已 mm 
(八ンドセットユニットを取り付けた場合は幅已〇已 
mm ) 

■ 質量種量） 

約12 kg 

■ 消費電力 

スタンバイ：約日 W 

プレヒート：約6已 W (印刷終了から節電モードタ 
イマー設定値まで。初期値已分） 

コピ ー :約已〇0 W 

最大：約日已0 W (定着ランプ作動時） 

■ 電源 

100 V AC 、 已0/60 Hz 

■ メモリー容量 

(操作および保ちメモリー用）： 

32 MB 

■ ファクスメモリー容量 

已 MB (合計） 

メモ U —受信時：約220ページ 
メモ U —送信時：約]已〇ページ 
( ITU - TNo . 1テストチャート（標準解像度）に基づ 
く） 

■音声メモリー容量 

合計録音時間：約20分 

■ スキャン toE メールアドレス用メモリー容量： 

已 MB 拾計）（ヘッダーと E メールメッセージを含 
む） 

■スキャン toFTP ヴ ー y (—用メモリー容量： 

已 MB (合計） 

■ スキャン toSM 己フォルダー用メモリー容量： 

已 MB (合計） 


■ レーザー ダイ オー ド特性 

レーヴー出力：最大15 mW 
波長： 760 nm ~800 nm 
放出持続時間：連続 

■ 印刷速度 

約24 ppm (ページ/分） 

■ 印刷解像度 

600 X 600 dpi 

‘1通信連度はページの内容、解像度、電話回線および巧手 
先のファクス機の能力に応じて異な D ます。 

で通信連度は、 ITU-T No . 1テストチャートの使用に基づ 
いています（標準解像度使用）。巧手先のファクス機の 
能力び本機よりも劣ってしぶ場合、通信時間び長くなる 
ことがあります。 

ITU-T N 0.1テストチヤート 



お知らせ 

• 設計および仕様は予告な< 変更されることびあ 
りまず。 

• この説明で使用されている図およびイラストは、 
実際の製品と多少異なる場合びありまず。 
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16 一般情報 


用紙の仕様 

普通紙/厚□普适紙： 

A4 ： 210 mm X 297 mm 
A 已 ：148 mm x 210 mm*] 

レター： 2 ] 日 mm X 27 日 mm 
U— ガル： 216 mm X 3 已己 mm’i 
B 已 （ JIS) : ] 82 mm X 2 已 7 mm 
B 已 (ISO) : 176 mm X 2 已〇 mm 
216 X 330 : 2] 6 mm X 330 mm*] 

216 X 340 : 2] 6 mm X 340 mm*] 

ラベル紙： 

A4 : 210 mm X 297 mm*] 

レター： 21 日 mm X 27 日 mm*i 

はがを： 

はびき ：] 00 mm X 148 

封筒： 

封筒長形 3 号 ： ] 20 mm X 235 mm’i 
封筒長形 4 号：日 0 mm X 20 已 mm’i 
封筒洋形 4 号 ：] 〇已 mm X 23 已 mm’i 
封筒巳 0M-1 0 : ] 〇已 mm X 24] mm*] 

封筒 DL : no mm X 220 mm*] 

用紙重量（ラベル紙、はがき、および封筒を除 
く）： 

64 昼 /m 百〜日 0 旨 /m® 

‘1 手差しトレイのみ 

子機 

■ 無線通信方式： 

1 .9 GHz TDMA-WB 

■ 電源： 

専用ニッケル水素電池（品番： KX-FAN 已已） 
(DC2.4V) ( 日已 OmAh) 

■ がお寸法： _ 

約：幅 48 mm X 奥行き 30 mm x 高さ ] 7 已 mm 
■質量： 

約 ] 已〇邑（電池パック含む） 


■ 使用環境： 

温度已で〜3已で 
ミ面度4已％〜8已％ 

■ 使用時間： 

連続通話時間：約已時間’1 
待ち受け時間：約]已〇時間’1 

■ 充電時間： 

約] 0時間で 

■ 使用可能距離： 

約] 00 m / 見通し距離 

’1 充電完了した状態で、使用環境温度び 20 でのとを 
で使用環境温度び20で、電源電圧び AC 100 V のとをの 
時間です。 

使巧環境温度び化いとをや、電源電圧び低いとをには、 
充電時間び長 < なります。 

巧电口 

■電源： 

100 V AC 已0/己0 Hz 

■ 消費電力： 

待機時：約 0.3 W (モ機を充電台から外していると 
さ） 

充電時：約 0.8 W 

■ 外お寸法： _ 

約：幅73 mm X 奥行き日0 mm x 高さ47 mm 

■質量： 

約1已已邑 

■ 使用環境： 

温度已で〜3已で 
ミ面度4已％〜8已％ 
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16 -般情報 


トナーの寿命 

ISO / IEC 1日7已2で規定されたページを2,000ページ 
印刷しまず。 

お知らせ 

• IS 0 /IEC ] 日7已2の規定は下記の通りでず。 

-環境： 23 + 2で/已0 +10 〇/〇 RH け目 
対湿度） 

-プ U ントモード：連続印刷 

• トナー消費量は、文字の濃さ、太さおよびサイ 
ズに応じて変化しまず。 

• トナーセーブ機能を有効にずると、トナーカー 
トリツジは約20 %長持ちしまず。 

ドラムの寿命 

ドラムカート U ツジは定期的に交換ずる必要びありま 
す。ドラムの寿命は最長で約日,000枚でず。 

お知らせ 

• 実際のドラムカート U ツジの寿命は、温度、湿 
度、用紙のタイプ、 ] 回の印刷ジョブあたりの 
印刷枚数に使用ずるトナーの量など、さまざま 
な要因によって左ちされまず。 ] 回あたりの印 
刷枚数びかないジョブで本機を頻繁に使用ずる 
と、ドラムカート U ツジび印刷でさる実際の枚 
数はこの推定値を大幅に下回る場合びありまず。 
実際のドラムカート U ツジの寿命に影響を及ぼ 
す要因は制御でさないちのび多いため、弊社で 
はドラムカート1」ツジで印刷でさる最ル枚数を 
保証ずることびでさません。 

-特に高品質を保てる印刷ページ数は、お客様の 
使巧条件、使巧環境によっては3,000枚 LU 下 
になる場合びありまず。 

廃棄物の処分方法 

-当社では、環境保護のため使用済みのカートリツ 
ジを回収し、 U サイクルを実施しておりまず。使 
用済みのカート U ツジを捆包箱に納めて、回収に 
ご協力をお願いいたしまず。詳細は、カート U ツ 
ジの捆包箱の記載内容をご覧ください。 

• 本機び使用済みや不要となり、本機を廃却される 
場合は、お買い上げの販売店、サービス実施会社 
にご連絡ください。 
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16.3 著作権 

16.3.1 著作権及びライセンスに関する情報 

• この製品は Net-SNMP ソフトウエアを含んでおり、なのライセンス条件に基づいて使用していまず。 

-… Part 1: CMU/UCD copyright notice: (BSD like) - 

Copyright 19891 1991, 1992 by Carnegie Mellon University 

Derivative Work - 1996, 1998-2000 

Copyright 1996, 1998-2000 The Regents of the University of California 


All Rights Reserved 

Permission to use, copy, modify and distribute this software and its documentation for any purpose and 
without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice appears in all copies and that 
both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, and that the 
name of CMU and The Regents of the University of California not be used in advertising or publicity 
pertaining to distribution of the software without specific written permission. 

CMU AND THE REGENTS OF THE UNIVERSITY OF CALIFORNIA DISCLAIM ALL WARRANTIES 
WITH REGARD TO THIS SOFTWARE，INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS. IN NO EVENT SHALL CMU OR THE REGENTS OF THE 
UNIVERSITY OF CALIFORNIA BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, INDIRECT OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM THE LOSS OF USE, DATA OR 
PROFITS，WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS 
ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS 
SOFTWARE. 


- ---Part 2: Networks Associates Technology, Inc copyright notice (BSD) 


Copyright (c) 2001-2003, Networks Associates Technology, Inc 
All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

* Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

* Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 


* Neither the name of the Networks Associates Technology, Inc nor the names of its contributors may 
be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written 
p 色 rmission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" 
AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDERS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 
FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL ， EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES ： LOSS OF USE ， DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 
THIS SOFTWARE，EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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- ---Part 3: Cambridge Broadband Ltd. copyright notice (BSD) 


Portions of this code are copyright (c) 2001-2003, Cambridge Broadband Ltd. 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

* Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 


* Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* The name of Cambridge Broadband Ltd. may not be used to endorse or promote products derived 
from this software without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDER "AS IS" AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES ， INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO 
EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO ， 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE ， DATA, OR PROFITS; 
OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED 
OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

- ---Part 4: Sun Microsystems, Inc. copyright notice (BSD) - 

Copyright © 2003 Sun Microsystems, Inc., 4150 Network Circle, Santa Clara, 

California 95054, U.S.A. All rights reserved. 

Use is subject to license terms below. 

This distribution may include materials developed by third parties. 

Sun, Sun Microsystems, the Sun logo and Solaris are trademarks or registered trademarks of Sun 
Microsystems, Inc. in the U.S. and other countries. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

* Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

* Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* Neither the name of the Sun Microsystems, Inc. not* the names of its contributors may be used to 
endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" 
AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDERS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 
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FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 
THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


また、この製品には次の告知およびライセンスを含むソフトウエアち含まれています。 


Copyright 1988, 1989, 1990 by Carnegie Mellon University 
Copyright 1989 TGV, Incorporated 


All Rights Reserved 


Permission to use, copy, modify, and distribute tnis software and its documentation for any purpose and 
without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice appear in all copies and that 
both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, and that the 
name of CMU and TGV not be used in advertising or publicity pertaining to distribution of the software 
without specific, written prior permission. 

CMU AND TGV DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS SOFTWARE，INCLUDING 
ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS, IN NO EVENT SHALL CMU OR 
TGV BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, INDIRECTOR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY 
DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN 
AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, AR に ING OUT OF OR 
IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE. 


• この製品は ACMELabs が開発した thtt がソフトウエアを含んでおり、次のライセンス条件に基づいて 
使用しています。 

Copyright 1995,1998,1999, 2000 by Jef Poskanzer <jef@acme.com>. 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHOR AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND 
ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES，INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 
ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 
FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; LOSS OF USE, DATA，OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 
THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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• この製品は OpenSSL Project が開発した日 penSSL ソフトウェアの MD4、MD 日、 DES を含んでおり 
ます。また、 LU 下のライセンス条件に基づいて使用しています。 

LICENSE ISSUES 


The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. both the conditions of 
the OpenSSL License and the original SSLeay license apply to the toolkit. 
See below for the actual license texts. Actually both licenses are BSD-style 
Open Source licenses. In case of any license issues related to OpenSSL 
please contact openssl-core@openssl.org. 

OpenSSL License 


/*==================================================== 

* Copyright (c)1998-2000 The OpenSSL Project. All rights reserved. 


* Redistribution and use in source and binary forms, with or without 

* modification, are permitted provided that the following conditions 

* are met: 
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* 1.Redistributions of source code must retain the above copyright 

* notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

* 

*2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 

* notice, this list of conditions and the following disclaimer in 

* the documentation and/or other materials provided with the 

* distribution. 


* 3. All advertising materials mentioning features or use of this 

* software must display the following acknowledgment: 

* "This product includes software developed by the OpenSSL Project 

* for use in the OpenSSL Toolkit, (http://www.openssl.org/)" 

* 

*4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to 

* endorse or promote products derived from this software without 

* prior written permission. For written permission, please contact 

* openssl-core@openssl.org. 

* 

*5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL" 

* nor may "OpenSSL" appear in their names without prior written 

* permission of the OpenSSL Project. 

* 

*6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following 

* acknowledgment: 

* "This product includes software developed by the OpenSSL Project 

* for use in the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/)" 

* 

* THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT "AS IS" AND ANY 

* EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, THE 

* IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 

* PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR 

* ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 

* SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING，BUT 

* NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 

* LOSS OF USE, DATA，OR PROFITS： OR BUSINESS INTERRUPTION) 

* HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, 

* STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERW に E) 

* ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED 

* OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


This product includes cryptographic software written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com). This product includes software written by Tim 
Hudson (tjh@cryptsoft.com). 


Original SSLeay License 


/* Copyright (C)1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) 

* All rights reserved. 

* 

* This package is an SSL implementation written 

* by Eric Young (eay@cryptsoft.com). 

* The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL 


取扱説明書 185 






1 色一般情報 


* This library is free for commercial and non-commercial use as long as 

* the following conditions are aheared to. The following conditions 

* apply to all code found in this distribution, be it the RC4, RSA, 

* lhash, DES, etc., code ： not just the SSL code. The SSL documentation 

* included with this distribution is covered by the same copyright terms 

* except that the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 


* Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in 

* the code are not to be removed. 

* If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution 

* as the author of the parts of the library used. 

* This can be in the form of a textual message at program startup or 

* in documentation (online or textual) provided with the package. 

* 

* Redistribution and use in source and binary forms, with or without 

* modification, are permitted provided that the following conditions 

* are met: 

* 1.Redistributions of source code must retain the copyright 

* notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

*2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 

* notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 

* documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* 3. All advertising materials mentioning features or use of this software 

* must display the following acknowledgement: 

* "This product includes cryptographic software written by 

* Eric Young (eay@cryptsoft.com)" 

* The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from the library 

* being used are not cryptographic related 

* 4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from 

* the apps directory (application code) you must include an acknowledgement: 

* "This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)" 


* THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS IS" AND 

* ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES ， INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 

* IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 

* ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 

* FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 

* DAMAGES (INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 

* OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 

* HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 

* LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY 

* OUT OF THE USE OF TH に SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 

* SUCH DAMAGE. 


* The licence and distribution terms for any publically available version or 

* derivative of this code cannot be changed, i.e. this code cannot simply be 

* copied and put under another distribution licence 

* [including the GNU Public Licence.] 

*/ 


• JPEG 

このソフトウてアの一部は Independent JPEG Group の研究成果に基づいていまず。 
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記号 

#101日付と時刻 32 

#102名前登録 33 

#] 03ファクス番号 34 

#110言語104 

#120ダイヤル切替 28 

#]24 TA /スプ U ッタ]04 

#12日増設モ機登録134 

#134モ機の登録解除]34 

#140中継アンテナ設定134 

#] 4已 LCD ディスプレイのコントラスト104 

#147長さ単位の選択 ] 〇已 

#1已已パスワード変更 ] 〇已 

#]已8 メンテナンス時刻10已 

#1已日ずべての機能の初期化 ] 06 

#161呼び出し音]0日 

#1日已 ビープ 音]0日 

#] 日8保留メ□ディ]0日 

#172内線呼出設定]07 

#204発信ち番号表示設定107 

#205発信ち番号表示機能付さキャッチホン設 

定]〇7 

#210ファクス呼出回数107 

#211留守番電話の呼び出し回数 ] 07 

#212ファクス/電話の呼び出し回数]]0 

#244あんしん応答メッセージ ] 07 

#282電話帳のコピー]]0 

#289電話帳のずべての消去 ]] 0 

#30已着信メッセージ録音時間 ] 1日 

#306 1」モート操作 ID 119 

#310留守音声モニター1]日 

#3] 日 U モート留守設定]07 

#342留守応答メッセージ ]] 日 

#3日已 PC 音声管理設定1 ] 日 

#366 PC 音声管理端末設定 3已 

#367 Web 音声管理モード日日 

#368 Web 音声管理アクセスコード日日 

#369音声自動 E メール転送設定 ] 20 

#380給紙カセットの用紙サイズ ] 08 

#381手差しトレイの用紙サイズ]08 

#383給紙カセットの用紙種類 ] 08 

#384手差しトレイの用紙種類 ] 08 

#400自動応答モード ] 08 

#401通信結果レポート 77,110 

#402通信履歴自動印刷 77,110 


#403節電モード ] 0日 

#404手動応答モード ] 0日 

#4]]海外通信モード]11 

#4] 2タイマー送信112 

#413 ECM 通信選択り2 

#416接続音確認]]3 

#4] 8最大ファクス速度]]3 

#4] 日メモ U - 送信113 

#420送信先確認113 

#42] 直接ダイヤル制限]]3 

#422直接ダイヤル再入力113 

#423ダイヤルI -ーン検知設定 ]] 4 

#42已ダイレクト SMTP 送信設定1 ] 4 

#426インターネットファクス送達確認要巧設 

定114 

#428インターネットファクス受信間暗設定114 

#432自動縮ル印刷114 

#434 U モート受信コードり4 

#43已自動切断コード ]] 已 

#436ファクス/電話呼び出し回数設定11已 

#437 メモ U - 受信警告]]已 

#438親切受信り日 

#442 PC ファクス設定116 

#443 PC ファクス受信 3已 

#448見てから印刷機能 89 

#4已〇 Web 見てから印刷アクセスコード 89 

#4已]ファクス受信通知 ]] 日 

#4已2ファクス自動 E メール転送116 

#458受信したファクスの全消去 ]] 7 

#4已日ファクス機能初期化 ]] 7 

#460コピー用給紙カセット設定120 

#461初期値のコピー読取画質120 

#462読取濃度保持 ] 0日 

#463操作モード初期値 ] 0日 

#464モードタイマー]0日 

#467ページレイアウト保持 ] 21 

#468ズーム設定保持]2] 

#46日ソート設定保持]2] 

#473エッジ設定保持]2] 

#474フレームを白]2] 

#47已余白設定保持121 
#482トナーセーブ]0日 
#4日3スキヤンモード]22 
#494スキヤン設定保持 ] 22 
#500DHC 巧ード124 
#已0] IP アドレス]24 
#502サブネツトマスク ] 24 
#已03デフオルトゲートウェイ 124 
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#已04 DNS サーノ（一 #] 124 

#已〇已 DNS サーノ（一#2 124 

#已07 7シン名 ] 2已 

#已08 MAC アドレス]2已 

#已32IPフィJ レター]2已 

#533AutolP ]2已 

#已34 HTTPD ] 2已 

#已3已 IPv6 プ□卜つ J レ126 

#已38 WINS ヴーノ （一# ] 126 

#已39 WINS ヴーノ（一#2 126 

#已78 FTP/SMB サーノ（一登録情報全削除 ] 26 

#774データタイムアウト]2] 

#776 A4/LTR 代替印而 IJ ] 2 ] 

英数字 

A4/LTR 代替印而り（機能# 776) 121 

Auto IP (機含&#已33) ] 2已 

DHC 巧ード（機能#已〇 0) ]24 

DNS サーノ （_#] (機含 g# 已 04) 124 

DNS サーノ（一#2 (機自已〇已） ]24 
Easy Print Utility 49 
ECM 通信選択（機能#4 13) 112 
E メールアドレス登録]29, ]40 
E メールの条件 （SSL 例外） ]已3 

FTP/SMB サー y (—登録情報全削除（機能 
#已78) 126 

FTP サーバー U スト177 
HTTPD (機自已 34) ]2已 

IPv6 プ□卜つ J レ（機含 g# 已3已） 126 

IP アドレス（機能#已 01) 124 

IP フィルター(機能#已 32) ]2已 

LAN 機能 ] 24 

MAC アドレス（機自&#^已08) ]2已 

Multi-Function Station ソフトウェア 
アンインス!-ール 38 
インストール 36 
起動 39 

OCR ソフトウェア已2 

PC 音声管理設定（機能# 365) 119 

PC 音声管理端末設定（機能#3日日） 3已 

PC ファクス受信（機能# 443) 3已 

PC ファクス設定（機能# 442) 116 

SMB フォルダーリスト]77 

TA/ スプ U ッタ（機能# 124) 104 

Web 音声管理アクセスコード（機能#3日 8) 99 

Web 音声管理モード（機能# 367) 99 

Web 見てから印刷アクセスコード（機能#4已 0) 

89 


WINS サーノ （一#] (機含&#已38) 126 
WINS サーノ（一#2 (機自&#^已39) 126 

あ行 

アドレス U スト 入11 
あんしん応答 67 

あんしん応答メッセージ（機能# 244) 107 
インターネットファクス日0 
受信日3 

受信間隔設定（機能# 428) 114 
送信日0 

送達確認要巧設定（機能# 426) 114 
ダイレクト SMTP 送信設定114 
同報送信 91 

エッジ設定保持（機能# 473) 121 
エニーキーアンサー日7,] 32 
応答メッセージ 
留守日4 

オフフック応答 67 
親機の電話帳 

コピ ー( 機能# 282) 110 

消去 70 

ずべての消去（機能#28日） 110 

電話の発信 70 
登録 69 
ファクス送信 78 
編集 70 

音声自動 E メール転送]4] 

音声自動 E メール転送設定（機能# 369) 120 
音声の時刻/曜日スタンプ日6 
音声の転送 

ボイス toE メールアドレス日日 


ボイス toPC 97 

な^ ■ 

曰里 


親機 

31 

モ機 

31 

か行 



海外通信モード（機能#41 1) 111 
会議通話 ] 36 
キー!-ーン132 
キー□ック 66 
機能設定 

親機の機能設定103 

モ機の機能設定 ] 3 ] 

機能設定リスト]77 
基本機能104 
キヤツチホン 73 
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給おカセット設定 
コピー(機能# 460) 120 

クイック通話]3] 

言語 

親機（機能#110)104 
原稿サイズ 29 
原稿台ガラス 29,已8, 76 
モ機 

登録（機能#12日）134 
登録解除（機能# 134) 134 
モ機の電話帳 
コピー ]36 
消去 7] 

電話の発信 71 
S& 70 
編集 71 
コピー已8 
N in 1 63 

N in 1(復元印刷） 64 

イメージリピート日] 

エッジ日4 
力ードコピー己] 

ズーム 60 
ソート 60 
試しコピー 61 
とじ代日4 
ポスター己2 
予約日已 
コピー機能]20 
コピーサイズ已8 
コンピューターからの印刷機能121 

さ行 

最大ファクス速度（機能#41助 113 

再ダイヤル 
親機 66, 77, 7日 
モ機 66 

再ダイヤルリスト 66 

サブネットマスク（機能#已 02) 124 

自動応答モード（機能#40の 108 

自動原稿送り装置 2日，已日，77 
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